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泉小・ 中学校 を会場 として:舞1311零全 国‐ノミズ学 1習 研究大会 を開催 するにあた

り、両校の校内研究の一端 をまとめま した。

主会場は泉中学校 となつていますが、この全国大会に小学校の先生方そして

初等教育に携わつてみえる1オ 々にも小学校の授業を公開 し、バズ学習のあ り方

を幅広 く話題にしていただければと考え、地理的条‐件のよい泉小学校に協力を

依頼 しました。東小 学校の三宅校長を始め諸先生方は、こうした趣 旨に賛同し

て くださり、両校を会場にして開催することができました。1 ■  ■  11
泉中学校でのバズ学習は、 40年 の取 り組みの歴史を持つていますが、泉小

学校は、上記のような経緯があ:り ましたので大変であつ
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校の先生方は毎日の授業の合間をぬって、泉中学校の教科授業の参観を重ねま

した。また、公開する教科の校内授業研究会を開 くなどして、バズ学習の導入

そ して授業の中での生か し方の研修を充実 して―きました。t l1 1■  11  1
今、「生きる力Jを 育むために総合的な学習の時間が教育課程に位置づけら

れ、泉小 。中学校でも実施 しています。私たちはこの時間で「知の総合化Jを

図るためには、児童・生徒に教科授業でよリー層基礎 0基本の定着を図 らな く

てはならないととらえました。そこで、改めて教科指導のあ り方を見'直 すため

に、研究主題を「個 と集団を鍛える:バ ズ学習の|1究 明二基礎・ 基本の確1実 な定着

を目指 して―Jと しました。             ■    ■
|

収録 しました各教科の研究の概要 :ま 、年度途中であ り不:十 分なとこ:ろ も多 く

あることは承知 してお ります。参観いただきました授業の中にもご指摘をいた

だ くところが多 くあるのではないかと覚悟をいたしてお ら
｀
ますよ

:そ
れでも両校

の教師集団は、日の前にいる児童・生徒がこれから先より1よ :く 生き抜いてい く

力を身につけることを目指 して、日々の教育実践に邁進 してきま し,たここれか

らもこうした教育の営みは続 きます。

ご参会の皆様方か らは、私たち両校の教育実践がよ り深め られるよう忌憚の

ないご意見 ご指導がいただけることを願 つてお ります。

最後になりましたが、二ここに両校の研究の二端をま とめ、るに'あ たらヽ ご指導

いただきました関係諸氏に感謝を申し上げます。

岐皐県土岐市立泉 中学校長

平成 12年 10月  吉 日

後 藤 東 一

・}|キ
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|ま  じ め に

全 :体 構 :想

各 教 科 の 研 究 実‐践
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研究の全体構想
<学綾峨教育量標>

倉 Jttl e自 主 l・ t鵜 同
◇より質の高いものを創りだそうと求め続ける心
◇願いの実現に向けて,主体的に,ひたむきに挑戦し自分を鍛える心
◇互いの願いをわかり合い,1温かく,厳 しく支え合おうとする地ヽ

<研 究 仮 説 >
互いの考えや力を発揮し合えるようなバズ学習を効果的に取り入れ,教師の適切な指導

助を行えば,生徒に教科の基礎・基本が確実に定着する。

<全 校 研 究 主 題 >
個と集国睦鍛芍鶉バズ学習の究騨

基礎 慇基本の確実な定着を目指 して

<教科学習で願 う姿>
◎よりよく生きたいと願うこと,か ら,自 分自身の願い・考えを強 く持ち

":伸
間の考えを取 り

入れてい くことで,教科の本質に迫つてい く姿
◎互いの成長及び学習集団の成長を願もて,鍛え合つて高まろうとする姿

<生徒の実態>

>審究

○目標や方法が明確であれば主体的
に学習に取 り組むことができる。

0撮かい学級,雰囲気であれば,伸

<教育の今日的な課題>

「生きる力Jの育成

・:由 ら学び自ら考える力の育成
0基礎・基本の確実な定着
0個性を生かす教育  

‐

↓                ‐
・論理的な思考力の育成
。多面的なものの見方・考え方の育成

研究内容 1 バズ学習を位置付けた指導計画の立案
◇教科の基礎・基本を身につけさせるために,効果的なバズー

  の方法・場の設定を工夫 してい く。

研究内容2必 然性のあるバズ学習のあ り方の究明
◇教科の基礎・基本を身につけさせるために,バズ学習を通して生徒を変容

させるための手立てを究明する。
・学習課題やバズテーマのあ り方
・バズ学習における教師の指導・援助のあ り方

研究内容 3 バズ学習を支える学び方の定着
◇バズ学習を成立させるために,バズ学習におけるリーダ∵

指導や話し合い活動の定着を図る。

― 全体  1-



平成 12年度 土岐市立泉中学瞥
研 究 機 慧

Iま じめ
:に

3年生の学年集会で,学年委員長のE

子さんは,自 主発表会での学年合唱披露

に向けて,学年の仲間に次のように語 り

かけたも        1   ・ 1    ‐

私達は,2年生の時,半 日入学の

新 1年生の前で合唱を披露すること

ができなかった。あの時は新 1年生

の前で先輩 としての姿を,合唱で披

露できる状況ではなかったふだから,

私 |よ あの時悔 しかつたけど,辞退 し

ました…。

そ して,今回もう一度自主発表会

という場で歌うチャンスをもらいま

した。でも,こ のままでいったら…。

この悲痛 ともとれるE子 さんの話を聞

いて,今まで合唱について無関 Jい を装つ

ていた仲間が,それぞれの考えを持ち ,

合唱の取り組みに
.集

中するきもかけとな
つたのであるよそれは,仲間め真剣さを

思ぃ知らさⅢる手とで,周 りの仲間は,

自分の生き方を問い始め,よ り良い生き

方に向けての渦が全体に広がったのであ

る。そ して ,実際に合唱の声として,行
動・姿で表 した仲間の存在が,E子 さん

に感動の涙を流させたのであるふ

どうしてE子 さんは,あんなに堂

堂と仲間の前で話せるのだろう。ど

うして仲間は,それに応えよ―うとし

たのだろう

そこには,今 までの希薄な仲間関係 |ま

なかった。そ して,こ の時よりE子 さん

研究推進委員会

自身にも,周 りの仲間が自分を支えて く

れているんだという実感ができ,学年の

伸間はかけがえのないものとな り,何に

対 しても伸間を信 じて,常に主体的な姿

勢で取 り組むようになったのである。

これは,バズ学習の基本理念である「個

人はよりよき集団を形成 し,集団はより

よき個人を育成するJと いう考え方につ

ながる。         |
昨年度の学校の最重要課題は,「希薄

な人間関係」であった。そこで,従来の

「IJl究推進委員会」を「バズ推進委員会Jと

し,バズ学習をより推進することで,生
徒の人間関係を改善 しようとした。

そして,指導目標を「行事や日常生活

で仲間とかかわる中で,自 分を見つめ値

打ちのある生き方を問うこと」「仲間の

思いを大切にし:支え合いながら願いの

実現に向けて努力する生徒,集団を育成

すること」とし,願 う目標具現のたぬに ,

Fバズ学習Jを生かした実践を重ねてき

たお前述の事柄はその実践の一例である。

今年度私達は,一人一人の生徒の成長

を願う中で,E子さんと彼
・
女を支えた周

りの仲間のような人間関係を多く生み出

していこうと考えた。こうした人間関係

の存在する班・学級 0学年・学校にして

いくことが,一人一人の生徒に「力Jをつ
けてい く上で,不可欠なのである。

― 全体  2 -



1 研究主題

2 研究主題設定の理由

①
‐

学機の教青
:目‐

標から

本校の教育目標は ,「創造。自主 :協 同」

である。

F創 造」とは1ょ り質の高いものを

創 り出そうと求め続ける心 とその姿

である。

「自主Jと は ,願 いの実現に向けて ,

主体的に ,Iひ たむきに挑戦 し自分を

鍛える心 と姿である。

F協 同」とは,互 しヽの願いを分か り

合しヽ:温か く厳 しく支え合お うとす

る心とその姿である。
:

つまり,「創造・自主・協同」の精神は ,

自分や仲間
:の

願いや夢の実現のため,一
人下人が意欲を持つて,伸間 と共に高ま

ってしヽごうとする生徒め育成を願ちもの
であ るι

l19黎育 目標 を教科の学習
:こ

おける姿

で捉えると:「 主体的に教材・事象・課題

に取 り組む姿」「 自ら課題 を持もた り,憧
れ・目標を生み出したりする姿JF思 考や

技能をより深めたり高めた りする姿Jで

あり,本校の教育目標はこうした姿を目

指しているものであるこ1 1

②教育の今日的な課題から｀
幸歳 14年度

‐
(26o2年 度)あ 新撃書指導

要嶺 1蔽 :生
‐
提 に「 生 きる力」と して豊 か

な人
ittJl■

を

'II付

|チ ,柚 ll■ 羞生ち、し,自
ら学び自ら考える力,を 育成 してい くこ

とが求め られている。        1

そのための方針として,以下の4点が

改訂された。      |    :

豊かな人間性や社会性 ,自際社

会に生 きる日本人 とtて の自党

を育成すること

自ら学び ,自 ら考える力を育成

すること         :
ゆとりある教育活動を展開する

中で,基礎的・基本的な内容の

確実な定着を図 り,個性 を生か

す教育を充実すること

各学校が創意工夫を生か し特色

ある教育 ,特色ある学稜づ
‐
くら

を進めること

以上の改訂点獲得のために登場しため

が「総合的な学習の時間」である力S,各 教

科における基礎 0基 本の
`確

実な定着抜き
にしては,総合的な学習も展開すること

はできない。また,1各 教科の基礎・
:基

本
の確実な定着が,表現力や論理的な忠考

力,多 面的なものの見方・考え方につな

がり,生 きる力としての「基礎 :基本Jを

身に付けることになるのである。  l

③生徒の実態と願う姿     ‐

本校の生徒の姿を教育目標や教育の今

日的な課題と照らし合わせ:教 T4iの 領域
で実態を捉えると,以下のようなことが

言える。              |

目標■方法が明権であれな:主
体的に学習に取り組むことがで

一 「全:体  3-
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きる。

0'温
｀
か'な'学 級の雰囲気であれば」伸

間とかなわ|り |あ いな||ず 等自分9考
えを述べ た りや力を発揮すること

がで きる。

0主体的な学習 によつて ,基礎・基

本を身に付けることがで きている

生徒が多い。

▲進んで課題 を見つけた り,自 らの

力で解決 した りしてい こうとする

力が十分 に育 つていない。

▲互いを信頼 し合 う中で ,意 見の違

いを意識 し,高 め合 つた り深め合

つた りしようとする姿勢が弱い。

うまり,落 ち着 きつつある学習集団に

おいて ,自 分を表現することを不安に感

じず ,自 らの力を発揮する中で ,基 礎・

基本 となる力を身に付けることができつ

うあ り,着実に学ぼうとする姿勢が身に

付いてきていると言える。

しか しなが ら,集 団か らは じき,出 され

た り浮いて しまつた りすることに対する

不安 もあつて ,「 よ り高いもの」「よ り価

値のあるもの Jを 求めていこうとする姿

勢が弱 く:切 磋琢磨 し合 う姿とはなつて

ぃない という実態である。

そこで今年度 ,本校の教科学習にお |ナ

る願 う隼徒の姿を,以下のように設定 し

た。

◎ よ りよ く生 きたい と願 うこ とか

,_ら ,.自 分自身の願い 0考 えを強

く持ち仲間の考えを取り入れて

い くこ とで ,教科 の本 質 に迫 つ

てい く姿

◎互 いの成 長及 び学習 集 団の成 長

を願 つて ,鍛 え合 つて高 まろ う
.    li 1         1‐ : :: ´       :    |‐  ‐

141=や 琴|´
‐. ‐ _

3 研究仮説

今年度の研究主題を達成 していく:に あ

たり「 以1下 ●:よ うな仮説を立てた。

互いの考えや力を発揮し合える|よ

うなバズ学習.を 効果的・1こ 取り入れ―,

教師の適切な指導・援.助 を行えば,

生徒 に教科 の基礎・ 基 本 が確 実 に定

着 す る。

バズ学習の基本理念は ,「 は じめにJで

も述べ た ように「個 人は よ りよき集団 を

形成 し,集 団は よ りよき個人 を育成するJ

である。従 つて ,個 人の力を生かすこと

がで きるようなバズ学習 を展 開すれば ,

生徒一人一人の力は ,集 団における相互

作用 によって高 まつてい くはずである。

しか し,生徒 自らの力で こう した場面 を

創 り出す ことはで きない。 よ りよき人間

関係 の形成 と共に ,様 々な学習場面で「バ

ズ Jを 効果的に取 り入れ る指導や ,「 バズ」

を機能 させてい くような援助が必要であ

る。

教師が ,学習 に向か う集団のプロモー

ター・サポーター と しての役割 を果たす

ことがで きれば ,教科 における基礎・基

本 となる力 を確実 に身に付 けた生徒 を育

成 してい くことがで きる。

4 研究内容          .
研究主題・研究仮説 に基づいて ,以下

の よ うな研 究 内容 に取 り組 む こ とと し

た。

研究内容 1 ノゞズ学習を位置付けた

指導計画の立案

教科の基礎・基本を身にっ―tす.さ す

ていくために,効果的なバズの方法

・場の設定を工夫していく。  .

一 全体  4-



各教科でつけるべ き「基礎・基本」とな

る力を明:確 にすると共 に ,.そ のために必

要なバズを計画的に取 り入れてい こうと

考 えた。この とき,こ れ までに本校で研

究・実践 されて きたバズの方法 を参考 に

しな:が らI効 果のあ るバズの位置付けを

考 えた。 また ,ど の ような場面で :ど の

ような形態のバズを行 うと効果的であ る

のかを明 らかに してい くこととした。

研 究内容 2 必然性のあるバズ学習

のあ り方の究明

教科の基礎 ,基 本 を身につけさせ

るために ,バ ズ学習 を通 して生徒 を

変容 させ る た め の手 立 て を究 明 す

る。

研 究 内容 の 中で
‐
も ,今 年度 中 Jも 的ヽ に研

究 して い こ う と考 えた ものであ る。

ね らいのは っ き りしな いバ ズ をただ行

うので はな く,バ ズの入 Elと 出 口では ,

生徒 が どの よ うに変容 して い けば良い の

か ,ま た ,展 開 の 中で どの位 置 に どん な

種類1の バ ズ を行 うこ とが効 果 的で あ るの

か を―
考 え ,その ため に教師||ま 何 をすべ き

なのか を究明 してい こ うと考 え,た 。

教 師 の行 うべ きこ との 中心 的 な取 り組

み と して ,学習課題 0バ ズテー マ をい か

に設定 す るのか ,ま た ,そ こで教 師 は ど

の よ―うな指 導 。援 助 を行 つて い くのか を

研 究 .し てい くここ と した。

研 究 内容 3 バズ学 習 を支 える

学 び方の定着

バ ズ学 習 を成 立 させ るため に ,バ
ズ にお け る リー ダー指 導 や話 し合 い

活 動の定 着 を図 る。

ここでは ,バ ズ学習が成 立 してい くた

めの基礎 となる学び方 を定着 させてい く

ため の手 立て を工 夫 して い くこ と'と し

た。

バズは ,生 徒 の力にようて進め られる。

従 つて ,そ の話 し合い・進行の仕方を繰

り返 し静‖練 してい く必要 もあ る。今年度

の研 究主題 を具現化 して い く上で ,「定

着 Jし てお かなけれ ばな らない内容 と し

て ,話 し合いを進める リーダ∵を育成 し

てい くこと,ま た ,話 し合 い活動がで き

る生徒 を育ててい くことを考えた。 |

以上の ような研究内容 を ,各 教科の「基

礎 0基 本 Jと 照 ら し合 わせ なが ら研 究を

進めて きた。

しか しなが ら,バ ズ学習 を支えるのは ,

「温 かい人間関係 Jに 支え られた集団であ

る。研究内容 と しては取 り上げないが ,

「協 同」 を生み出すための班や学級 を ,

学校教育の様々な場面で育ててい く必要

がある。本校のパズ学習を支えているの

は ,こ うした集団を育てるための日々の

指導 といつても過言では ない。 |

一 全体  5 -



「創造 =自主・協同Jの生き方をバズ学習の精神と二づくりで表すと次のようになります:

― 全体 6-



〔亀湯 に■ルぼい じ た バ ズ 唖喚習 機 畿

〔生活バズ〕
・学活・道徳の時間のパズ、
。清掃時の開始・ 終了バズ

・ 帰りの会のバズ

<自分達で課題をつくる>
☆これから学習することでt

問題にしたいことをはっ
きりさせよう。

(自由会話法)

(リ ーダー法)

発 見 ノ1ズ
鰍 題をもつ)

<課題を深める>
☆課題○○について考えを
深めよう。 (輸番法)

(指名法)

(自 由会議法)

探 究 バ

靭 める)

く覚えたことや考え合つ
たことを確かめる>

☆今日の00の時間 (こ の節キ
脚)で分かったことを言ら
てみよう。    輪 番法

理 解 バ ズ
(覚える・ まとめる・

練習する・ 確認し合う)

<比活の点検をする>
☆00についての取り組1み

点検しよう。 (輪番法)

(指名法)

く助け合つて学習襲 >
☆分からないことをはっきり
させよう。 (方法自l麟)

補 強 ′〈 ズ
(はっきりする)

点 検 バ ズ
性 活を振り返る)

〔発見パズ中進め方〕
1 これから学習することで、問題にしたいことをはっきさせ
ましょう。     .

2 00さ んの問題わかります力、
3 みんなの問題にしてみます。

申〔理解バズの進め方〕

3盤讐1思11:意薔[逓「[」壺澄t属}lttaま
しよう。

3 つけ加えることやわからないところ (質 ll露)はありませんか
4 では、今までの話し合いでわかったことをノニトにしっかり
まとめておきましょう。

―〔探究バズの進め方〕
1(今、先二Lか ら)出された課題について深めたいと思います
2 どんな課題であったか、○○さん説明して下さい。
3 まず|:1分の考えを発表できるようにまとめて下さい。
4 では00さんから、輪番法で自分の考えを発表して下さい

1

5 さらにつけ加えや賛成反対の意見をそれぞれ出して下さい
6 大体深まったようですから、今のそれぞれの考えをノTト
にまとめて下さい。

J  言:言言:rii::吾:i::子言I言彗t妊
▲▲がまだしっかりできていないので、班のみんなで頑張って
いきましょう。

ズ
法

ヾ
番

ノ
輸

Ｅ の フア 汚姜 〕  (リ ーダーは班長が1魚ねる場合が多い。)

2指 名 法

◎リーダーが、00さんから順に言って
下さいというふうに回していく。

◎一人,人の考えを全員で確認していく
ときなどに使う。

◎
単募I=葉L響潔乳

こメン
'1下

に意見
◎輪番法の発言の後に、同じ考えや違う
考えを整理し、考えを高めていくとき
などに使う。

◎点検パズのとき、一人一人の迅ミ状況
を確認するときに使う。

◎リーダーが、まず、メンバー全員にテ

基
=婁

しIなFF晋喜首をF夕」要上
◎貪員源撃ユ摯象百尋史祇會雪とI粧10
ていく。

4 リー ダ … 法

5 スクランブル法

:｀ Q

:

進め暑倉マlや
り方(方法)を考えて

!◎

雰」磐賛留れ原難≒京兵轟夕量懲h理
懸絆島賦算全虚管管}感豊拠轟馨百返
賛Ъ患1基嘉墓LttF芦のある班や個

―〔補強バズの進め方 (プ リントを使う場合もある)〕
1(今日のOOの学習で)わからないことがあった人は、どしど
し出して下さい。

2 説明できる人はありませんか。
3 今の説り1でわかりましたか。それではもう一度脚りIし てもら
います。

自 由 会 話 法

― 全体 7-

購

〇
　
一一　
〇

○

◎



1.わた したちが順 う児童の姿
‐′

本校の 6学年の S子の姿である。
「土岐市には町を象徴する踊りが無いよう

に思うこ土岐市の象徴といえる陶器づく

りを題材に、町め踊りをelJろ うよ。」

(「 総合的な学習Jでの学びの始まり)

|・ くらしの中から問題を生んでいる。

|・ 問題を自らi主体的に解決しようとしている

|_lJせ」晏晏∫理 iむ虻L囀衡勁itt■ L■ll登色二1_J
S子 :ま 、自分たちだけで考え、その後地

域の人を訪ね、よりよい表現について調ベ

ていつた。何園も何回も繰 り返 し、仲間に

問いかけた。地域の方から擢かれ、土岐市

の町で踊 りを発表することになった。

∵年間にも及ぶ主体的な問題発見、問題

解決
‐
1‐ 伸間や地域の方とのかかわりからの

‐自らの成長とその自覚。Si子の姿は、わた

したちが願 う児童の姿の象徴 となる姿であ

る,| :

2.13子の主体的な学びを育んだもの

S子はこれまでずつとこのような生き方

をしてきたのだろうか。彼女は低学年の頃、|

もの静かで、自分に自信の無い面も見せて
|いた。

.‐つのきらか |すは自分が心を開いた

ことこ
:自

分の見方や考え方に自信がついた

こと、これが原動力 となつて行動化につな

がつたようだ。
1心

を開き合 う集団、その中で自分を開く
:こ とな人が生き'る

.上
でとても重要|な ことの

よう|だこそれを可能にしたの|ま 「Jか を開く

きるかけとなるあいさつJの重視。人との

|かかわ

“

方を体験し、信頼感を生論「構成
島グルニナ

tiン
ヵゥカIJの糞践であると思われ

るこ- 1 ‐・
1ま た自分の見方に自信を持るたきちかけ

iま教1師彎構勁に‐よる。S子に対して、特に
よさな事1き 出し、それを本人|1自覚させて

‐泉小・

きた教師め営みであろう。     ● ‐

もちろん、教科、特別活動、道徳t総合

的な学習などすべての教育課程がS子によ

い影響を与えたとも考えられるが、前述し

た二つの指導効果が顕著である。|.

本校が現在 「心を開いて、他を意識する

活動Jを教育活動の基盤に据えているのは

こめためであるこ   
―      ~

3.泉小学校の教育の共通視点

S子に見られるように、児童が1いを開き、

自分に自信を感じて学び続ける姿を求めt

次の四点を共通指導の視点にあげた。

(1)あぃさらをする

(2)読書をする

〔3)運動する

(4)学び続ける

あし、さうについては、自ら心を開き、他
―を意識 して生きる基本であるととらえてい

る。

読書をするこ1と については、特に童話、

偉人伝 を読むことを指導の重点 としてい

る。人の生きざまに触れ、自らの姿を考え

る機会を生むと考えている。心の教育に深

くかかわつていく。|_|:t
運動することにういてはt心の健康 |ます

がすがしい体に支えられるこようて年間を

通して運動に親tlむ■‐とな健康な心と体を
育むことにつな:が ると考えている。

学び続け ることは学校教育の中核をな

す。学び方を身につけながら、:学ぶ楽しさ

を実感じ:自 分への自信や学びの自覚を感

じる生き方を生涯にわたつて,培ってほし

い。その願いを端的に示しているも

以上の四つの重点指導項目を組織的に提
‐
案し、学年体制を持つて実践し、1児童の伸

びを評価する。そして評価を指導に生かす

教育を推進するふ指導の切り込み口を明快

にしながら教科t道徳、特別活動、総合的

な学習の指導を組織的に実践しているので

ある。

わたしたち泉小学校の教師Iま 、児童に学

ぶ基礎・基本を教え、繰 り返し身にもけさ

せti率めて、二さを引き出す。.そしてよさ
を自覚させt自信へとつなぐ姿勢を特に大
切に してや` 1る 。         |

研究 1‐



―

1             :

|ぇf等
ギ軒‐守

譲翠を設
寧レl体

験的に
響
求

]Rな文贔言に薦蓬な重撰漂ぎ薫.基薦ム豊Ъ
③地域の方、保譲者も学校教育に協力灼であり、運纏を図つた教育が可能である。

畿曹鍮文点と方途
「あしヽさゃJの慧轟讐ふまえた指導と 臨 律Jを重視した指導が、蠅重申学習や生鸞鍮轟盤とな撃tや機気‐轟軋墓曇彗泌緻喜慧骰露麗醤亀II膏量ふ彗讐百音薫吾量:機晶年齢の児重がふれ轟‐う義
方を学ぱせ る。

教育鸞動に位置毒けt‐ かかわ暮ことかぶ登む

驀人事とゆふれあい、仲間との学び合しヽを大餞‡馳し、Tき合 う姿へと導くム

蹴十盤鷺鶴輩「醗載ヽ
炒寡奪由轟輸警亀饉鸞

す碁あいさつを教育鷺     鶴、豊総を轟め合ぅ蠅堂をひ人′々とふれ島い、生
曹で儀よ         重点と方途は次のようである。

3.
機

薦菫 I 途方
(1)

饉隧颯祗轟な
のすげらJぎ

「
天理喜

:ゆ基盤 とする。 躍轟魃言〒書
と内「

l嚢
(1露 〕

雖頌吻凩途冬蟄卜匡瞑浙輩奪
う`関穐を意識させ:

liま させる。 f量鯖占ヽ ?(な魃瘍
響写F可〒

(4)
1曹警麗預|

ぬ―くじょうぶな春と体
二_´___三 1‐ ||

警義の運動を進して、路あてなも哺
て運動す儀指導

‐ 晰 畿部か幅)

辱〕 膨評
｀

攀盤墨言嗽讐遮:

警               す

幸PCの計画的な活用の指導‐

奢員∵度Φ轟議菫び等申計画、実餞
__1 1‐  《弯議燿獣樹鬱導難濃郡浄ヽ鍋》

(6)
囀鼈W以込F蘭

と
ず彎幕葛撃

撃響基盤饉甲馨饗馨窯撃諄轟雪謳董奪要葛晨

驀研究推進鍮全体構想をもとに各毅
科砂指導法を搬る。

'特
に「学ぴ合

い』まこ着圏し、ポ■ トフォリオ評
価を活用する.学び方の指導も進
ゆ番。 (機鐘雛饉 l毅務部より》驀
奪霧轟ET響攀肋饗量N裁鶉露量
ら構成する。

「

i TTT~T
: : 二__(鐘趣翁鸞学鸞推濃より》

(7) 1吻憚攀撃Sでは、暴地区おして次め二もな責
側にした播轟を進める:「蠅辣 鯉鍮隆鰊、体

鑽盛lか鰭 響磯蜆仁』

鸞舞鐸
〔鑽籠織濃 よ 等〕

(8) 時嗣鸞隕薄ほ丁
成的ダ鱈F総 辞坤ンタ螂鍮難閲襲綺を進壽る。|

警鶴議を発見 しこ話 し合い、実銭す

重彰蓮
準 デンディF奪 嚇特に英謡鸞び 懸行事否爾藩

…T葺
機数

‐泉小 二研究 驚

|:轟小学校翁鑽管の特亀濾嗜いて ヽ
麗檬

秦ふれあい掃除 |こ よる指導
〔生懸鑢か亀讐
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浴書書ヽやれが覇:澤 亭|ぎ 慈 鮭
.た

な磯糧難一Ｒ一鞠貯

鰺心を開‐くあいさつ撥導   | :
難学級穣学年を越えた
黎れや豫ヽなあいさ嗜を広轟轟鑢轟

彦子どもな毅師とが
:饒

は醸轍 :こ轟尊む指導
鰊一人ず人鞍ぬあてと

予んは警な蝙ます鑢導

はま聯ヽ本と鏃轟櫻ぃな立撥す懸
緻本と鍮かかおりの援まりを

,      直写巻鞭轟

幸各教科においての学び方の指導
驀轟人一人の学びを自賞させ爆

■11ポ
■トフォリオ評価話轍

警萎穣な学S合い警櫂成する摺鑢

|                  
‐‐

ダ抑碁夕織欺魂津事極秦躙 轟緯 藝麟祠

「
″夜〆ごふれ、

麟鐵わ畿尋手だ
‐懸轟幕

鞠 森咆 醸 鱚

薄 き繊 試
ボ ガ “―夕 で

参

欝 ふさ静

お 鼈 ∬ず

寵分鍛轟轟てね つて又轍す鶴
機鳳難問キ:持久麗厳なか赴ギ銀蝋聯織1鞭

り すざすガしい基お鑢麟な修を作機

ぽ機、懺A機、ぬ購 :こ畿Lむ
l⑫轟年M、 本臨鱗じ學、講用する

本警鐘鸞韓盤浄lす

懸纏鍮二纏本鑢な向は

学び方を翁濾やけ儀
◎伸闇よ学抒舎静
醸豊介颯学瘍む%冬す機

趨会ルゝ、1賞賢静ケi

壼ま庁めメ幸ル赤
麟揮す驀

翼    よ静

賊や麟‐響秒ク繊
牌孵き鸞 ι

.ず

趾顧悪轟暮薦
IF写

麟お綺な響ガ

繊麟麟
」麟購向上へθ
‐
溜粛毅 ク麟拳

がな層 みび

1暮靭 ξ91
かかわタオ静撃ざ
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<土 崚 :市立 泉 iFJヽ 学 校 1研 究 幸 題 >

1.主題設定Oi理由 |  .  ‐ ‐ ‐ ~ :
泉の子供は主体的に学習を進‐あるよさをもって

いう・.しかL/、 次あ点においてはまだ弱さが見ら
れる111. ::
・自ら課題を設定する力
・自分の思いを精す杯表現したり、ねばり強く

' 1追究する力              ‐

|■学びを自覚し、自信へとつなげる力
わたしたちが求める子供は「自ら求め、

｀
仲間と

共に学び続ける手」である。この姿は社会の変化
に主体的に対応し、泉という地域で生きぬいてい
く姿である:この力は生きる力そのものである。
「学ぶ楽しさを味ゎラ子供Jとは、自分の考え

を牛み|そ■奪10とにしながらよりよく考える予
摯であり、仲間,よさ、1自分のよさを自覚し伸び
ゆく―自分に自信をもつ姿である。この姿を求める
ことにより1自 ら問題を見つけ、学び続けること
に価値を感じる子供になつてほしいと考え、主題
を設定した。| ‐

2研究テーマで顧う姿

①自ら課題や問題を見つける子供
②主体的に考え深めたり、まとめたり、より
よい方法を生み出す子供      ‐

餅 卜間や人とかかわりながら、課題を解決す
る子供

④自分の思ぃや考え、身につけたことを豊か
に表していく子供

:       ‐

3.研究内容

1.子供理解の工夫  ■ ■    |
学びのよさをとらえる子供理解の工夫
簿き、紳朝、勝、期、曲 熱をとら翻 。

2.単元構成、学習活動の工夫

(1}指導内容の重点化、明確化
(2}学習の複線化

課題測、学習精灘、方法制等のコ‐ス別響
13}学習活動の多様化、弾力化

141学習形態の多様化 |‐

・多様な小集国の活用 (バズ学習)

45}環境構成の主夫       1

3.評価と指導 1援助の工夫    :‐  |
〔1}学びを自党させる評価と指導 :‐ 援助
僻魔調した議 (ポートフォリオ評価)

0学びを引き出し、儀檀づけ騨 せ構・動    ‐

{2}自 力解決を支える指導 :援助    :
131す人一人の学習状況に応じた指導二援助
141-人一人のよさをとらえる観点の明‐確化
(|}協力的指導 (TT)における指導・援助

「(6}自 己評価、相互評価の方法 |    ‐

4多様な小集国の活用 (バズ学習)について

'  1   <研究内容2-141>
伸FHlとかかわりながら問題解決活動をすること

キ|よ り、`仲間のよさや自分の学習につしヽでの気づ
きギより琴まると考え、多様な小集繭|1活用した
バズ学書を取‐り入れた。     |  ‐| |
☆バズ学習の位置づけ    1    ■ ‐

:Ⅲ
… …

‐
1~… … …… ……・・・・‐… …

Ⅲ…… … … …Ⅲ…‐
― ―― ― ― 一 一 ―一

―‐
― ― ‐―… … … … … … … … …‐‐

― ― ・

:①自分たちで課鐘をつくる        i
l 。これから学習することで、問題にしたい |

|  ことをはっきりさせるとき。      |
i②活動計画をたてる   . |‐   | :|
| ・問題を解決する方法ゃ計画をたてるとき |

l③助け合っで学書する |    ‐     i、
l ,話し合い.変流しながら―Fn3題解決活動を |

|  するとき。             、:

:④結果を交流する           .|
i ・活動したこ|となど、結果を交流すること |

:  で氣づきを輝ゅようとするとき。    |
:⑤学習したこと、考えあったことを確かめる |

: 。この時間に学習したことを確認したり、■
|  はつきりさせるとき。         1
1⑥幡動したことをふりかえる    .  :
l ・彎黎したこ■を自弔評価、相互評価して |

i  今後の見:通 しをたてようとするとき。 ||

一泉小・研究 5-

自 ら 学 び こ 学 ぶ 楽 し き を 藤 ■ ぅ 子 供 の 育 成



(平 麗亀 ■ 21華事 麓 ■ 警 茫 極澱 |び懇1鍛i鉤饉 ‐|>

響泉小の教育 ―
◎基本的な学奮警濃

奮習慣③奮成と魔
◎轟磯 輸基本鰺定魔

盟
『

曲 _霊 轟 騨 曇

議、学
證裁
蒙奄国

饉研究主饉選
攣上岐市総数曹

―子供と授業を大切 :こ し
確かな力をつける
0地域社会と―籐とな

もた学機教育鍮創造
◎楽しく学び鮮もヽかあ

り誇けが鶴ては学絞
◎子供が熱申すほ援菫
◎轟礎 :・ 基本の冒得と

臨己教育力の賛成を
路ぎした多様な学冒
溝動録皿夫

輩華撃:守奏|:警 轟:

鰯 ふ ‐ 鰈 森 〕量
電 1本 V丁 ナ 麟 』

◎総合的な学習『Iまなの
き学習轟鍮爽鐘と繁積

◎学びを曲覚させ、追究
力、応鸞力、実鐘力を
培う指導  :

◎子供の制に立つ子供観
と数書

0曲 ら課題や問題を見つけは子供
②主体的に考え、深めた響、議と機た甲、

よりよい方法を生み出す子供
③伸聞や人とかかわりながら、議饉穫解決
■する予供:⑬

曲分の思もヽゃ考え、身にうけたことを豊
‐か鍵嚢していく子供        ‐

霞研究内書置

:   颯轟嚢
1.学びのよ塞を
とらえ懸子供
理解の工夫

・気づきのよさ ‐
・かかわりのよさ
・馨奪Ⅲまさ
二

:J:II言111{1:}よ さ
・行動のよ奎
をとらえ、盤かす

電.指導曲書の量点化、蝿難化
‐二基礎:轟掌ぬ瞬確化

愈。学晉鉾複轟亀
∵:雛題露ぜ、準響結EIJ、 方濃
剛等の専Tス RII攀習

轟学鸞懸動中纂様化、t弾力化
鬱体験的活動簿位置づけ

亀学響形態の多様化
・多様な小集爾の選躍
ザ電ズ学習の鸞鸞

5.環境構成鍮工夫

1.学びを自覚さ崚轟蓼価と指導 二援懸の工夫
11,学びに着園した欝爾《ボ轟 トフオリオ評価 )

121学びを引き出し、髄饉づけ轟賞塞せる指導
.援助             .

a自力解決を支える撥馨 。援助    ―

3.一人一人の学習状況 i通応した指導・機動
亀学習における一人一人のよさをとらえる観点
の明確化       ‐:    ‐

ユ協力的指導 (TT)における指導 腱振動
6.自 己評価、相互評価の方法1■   ‐ ‐

:書教科等鍛瞬甕鸞―マ通

研 究 数 料 研 究 テ ー マ

圏 轟 科 e進んで言轟溝鑽 lこ取り鰻み、ほ蠅鑽な言語能力菱育む国語科指導

・
社 会 科 椰資料を選してt社会的な鶴鍮の見方 齢彎え方を深路ながら、

曲分なりの輩えをもら、追究でき機社会科指導ぬ在り方

算 数 料 ・纂数擁活動を通して攀ぷ轟し塞を霙惑ずは繁数料指導

豊 鸞 科 薔子どもたちが熱中し、気がきを澱機儀鐘満襲指導 .

爾繭工作隅 ・思いを大切にし、生き生きな表聰できは画繭工作科撥漑

体 資 料 T入一人が主体螂に学び、共ξ通 Fできは聾暮ざ数鑢懸う簿欝科指導

総合的な学爾 ・見通し奎鶴って進覧し、仲間と共 :こ畿Å畿麗め金う子供り書虞

―泉小 e研究 6T





研 究 主 題

んで言語活動に取 り組み、

一人一人が基礎的な言語能力を育む国語科指導
土岐市立泉小学校 国 語 季斗 書椰 ≦無

11主題設定の理由

国語科 は、『 言語を獲得jl学習』である。

F言語を獲得することは、心を育てること』である。

さらに、『言語を獲得することは、自己実現に

向け、自らの生きる力を育む礎Jと なる。

F言語で対応する能力Jの育成を担 う国語科の

指導において :な かけがえのない一人一人がt

一つ一つの言語を確実に獲得 し、獲得 した言語

を駆使 し、主体的な言語活:動を核としながら、

<国語を通切に表現 し、国語を正確に理解する

基礎的な言語能力の育成 >を図ることが、,急務

であると考えてきた。

さらに、く国語を適切に表現 し、国語を正確

に理解する言語能力の育成 >を基盤とし、伝え

合 う力を高めたり、思考力や想像力及び言語感

覚を養ったりすることが、新学習指導要領 国語科の

目標『国語に対する関心を深め、国語を尊重す

る態度を育てるJに直結するものと確信する。

上記の願いを具現を、以下の五点の子供の姿

として描き、実践に励むことにした。

1、 進んで言語活動に励む子

2、 言語に着目して、見通 しを持ち、追究する

3、 仲間と言語を核として、学び合える子

4、 学び方を身につけ、基礎的な言語能力を

に付けた子

5、 獲得 した言語を生活の場で生かす子

かけがえのない子供たちがこ瞳を輝かせ、言

語を獲得する姿を目指 し、上記のテ■マ『進ん

で言語活動に取 り組み、す人一人が基礎的な言

語能力を育む国語科指導』を設定 した。 ・

2、 研究優説

0教科の本質に立■た児童理解のェ夫    :
②一人一人の個性が伸びる指導計画の充実  :

0-人 一人の願いや多様な考え方を足場にして、:

: 互いに学び合い、言語能力を高める指導と援班

:の在 り方
‐
           :

上記の三点の指導方法を探 り、究明することに

より、 くかけがえのない)一人ず人の子供が、

進んで言語活動に取 り組み、基礎的な言語能力

を身に付けることができる。

3、 研究内容

1、 児童理解の工夫 (教科の本質に立 った学習

姿勢の確立 )

・ 言語活動の方法や意義を理解 し、一人一人の

興味関心を育てる。  1
0国語科の基礎的な言語能力の規準を

:明
確 にし、

実践に生かす。

2、 一人一人の個性が伸びる指導計画の充実

・ 児童の願いや興味・ 関心を核 とこ、主体的に学

ぶ意識が連続する指導計画を立案 しこ実践する。

t'・ 総合単元的な学習計画の立案…

・ 付 けたい力を明示 した指導計画を作成する。

・ 学習計画表 (ポ ニ トフ碁リオ)を活用 し、主

体的な学習の成立を図るふ|■
‐ ‐ ‐

・ 学習形態の工夫 (バズ学習の多様化 )

3、 言語能力を高める指導と援職の在 り方

,個性やよさを伸ばす指導援助を図る。

*教師の明確な評価規準

*着 目言語を核 とした指導援助の充実

*形成的評価の充実 (ポ ー トフォリオ評価 )

率自己決定や 自己選択の多用

―泉小 。国語科 1…
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国驀鶉購鏃鸞懸
<学校の教育懸標>

倉 lJ挺裁 ‐ 雛著」巨 。 儀毎同

‐ ニ
ー ー <研 究 仮 説 >   l l             ―一二・二

耳いの考えや力を発揮し合い,I高め合えるようなバズ学習を効果的に取り入れ,教師の適切な
指導・援助を行えば,生徒に教科の基礎。基本が確実に定着する。

<全 校 研 究 主 題 >
個と集囲を鍛えるバズ学習の究明

基礎・基本の確実な定着を目指 して

<国 語科学習で願 う姿ン
0 意欲をもって言語活動に取り組むことで,主体的に言語の能力を高め,豊かな言語感覚を

身につけてぃく姿。
◎ 学習課題の探究において自分の意見を相手にわかりやすく伝えたり,互いの立場や考えを
尊重して聞いたりしながら,学び合いを深め,伝え合う力を高めていく姿。

<生徒の実態>

8.言雰撥守‐島轟象塁隷嵩赴纏λ塁盆掛避釈菅留f懸毒魯奮Fを身llマ
けつつ脅る?

ハ‐‐場に応‐じて適切に表現 (文字,音声)す る力が十分に育つていない。
△ 発言者の意見と比べたり,付け足したりしながら聞き,自 らの発言に結びつける力が十分

に育つていない。       |

>・容内究研

研:究内容 1 バズ学習を位置付けた指導計画の立案
◆意欲をもつて言語活動に取り組むことで言語の能力を高め,豊かな言語感

‐早奪言墨見軍轟糞誌軍継鸞季警蓬載だ懲奮楚共婆3謹難章秀套喜駐善づ
ける6          .

・バズ学習の後や単元の出口における生徒の意識の変化,つけたい
力を中心に据えた指導計画の作成をする。

薔費内容2必 然性のあるバズ学習のあ り方の究明
◆意欲をもつて言語活動に取り組むことで言語の能力を高め,豊かな言語感

覚を身につけるために,バズ学習を通して生徒を変容させるための手だて
を究明する。

| ・1学習課題に基づいて,目 的や学習活動が明確になつたバズテーマの設定
をする。

0生徒のよさを生かした特徴ある意見を生み出すために,発間を工夫し,|
各グルニプの言語活動や言語操作の状況に応じた指導援助をする6

・各グループの意見が全体交流で絡み合い,主体的に練 り上げられるため
に,意図的に全体交流をする。

研究内容 3 バズ学習を支える学び方の定着
◇意欲を持つて言語活動に取 り組むことで言語の能力を高め,豊かな言語感、覚

を身につけるために,バズ学習におけるリーダー指導や話 し合い活動の定
着を図る。  1     ‐

・グループの中で,発言者の立場や考えを尊重しながら聞き,意見の交流の
させ方やまとめ方を身につけたリーダーの育成をする。「

・発言者の立場や考えと比べたり,付け足したりしながら,自分の読みや思
いを発言できる生徒の育成をする。

一泉中国語 1‐



11 研究の目的

:(1}願 う生徒の姿

K君 が僕 の標 語 を読 んで「『 み ど り

が ぼ くらの た す け を まつて い る』 の

『みどり』よりも『 もり』の方が場面
が具体的になってlv)い 1よ o」 とバズの
時,ア・ドバイスをくれたのでよかった
です。Mさ んには「全てひらがなで書
くと,自 然な柔らかい感じに,な るよ。」
と教ぇてもらえました。  (Y男 )

| これは 1年 生の表現|「`標 語づ くり」の

1学 習を終えた後の生徒の感想である。
. 

言語感覚は ,経験の多い私 たち教師の
1方 が研 ぎ澄 まされているように感 じて し

|ま うものだが ,.豊 かな思考力や想像力に

|よ って 私 たちが教材研究を し尽 くしても

:思 い
:う

か'な
い二し,か も銚い読みを言葉を

.も と―に,し て行う生‐徒:力 いヽる。誰にも負け

:な量羅軍畠曇量轟璽‐環息参:暮二7:F
:そ して ま た ,そ う した「 自分 の意 見 を相

手 に伝 え たい 6J「 わ か る よ うに な りた _い ,

で きるよ うにな りたい。Jと どの生徒も願
|つ |て :し 、る。,       F
i しか し,自 分 の輝 く意見があ つても ,

それ を相 手 にわ か りや す く伝 え ,相手が
わ か―,っ た とぃ ぅ反応 を示 した り,他者の

声 見 を尊 重 しなが ら
'自

:分 の 意見 とlLべ た

|り
することができなけれは,深イヒせず:

ま り高い=言
語能力や言語感覚は自分のも

の1与捧‐ならな:ぃ 。

1上 記のY男 は,自 ら進んで標語づくり

1こ
1取 り1組

み,自 分だけの標語を倉JIり あげ
た。そして,そ れがK君 や立さんとの対
調による相互作用によって,語 を比べた
り,そ の語を使った根拠を確かめたりし
なからこそ自分の考えた表現をきらに深
めるこ1と ができたのである。  ■‐

Y男 のように意‐欲的に言語活動に取り
組む生徒撃たくさんいるざまた,K君 や
Mさ んのように仲間の意見と真

F貪

Jに 向か
い合い,と もに学び合いを深めようとす
る生徒も存在するふ

:こ

うした姿をもとに
「生徒の実態」を次のよぅにとらえた:

よい聞 き手 は よい話 し手 を育 て ,ま た
聞 く力のあ る人は話す力が よ く育 つてい

るものだ と言われ る。バ ズ学習 の基 本理
念 もこれ に共通 す る。バ ズ学習は「 よ り
よい人間関係 を基盤 とす る教育」つ ま り
F個 人は よ りよ き集団 を形成 し,集 団 |ま

よ りよき個 人 を形成 す るJと い う考 え方
で全ての学習活 動 を遂行 してい くこ とで

あ る。それ に よ り学級 内義人間関係 め改
善 と協 同による学習活 動での全員参加 の

授業 の実現が 目指 され るのである。  1
こうした考えの もとに,以 下の 2点 め

F国 語科学習で願う姿Jを 設定 した。

① 意欲 を持 Pて 言語1活動 に:撃 り組む
ことで.,主

体的に「言語の能力1を
高め ,豊 かな言語感覚 を身にうけで
い く姿。 .1    ‐. :

② 学習課題 の探究 において 自分の意
見を相手にわかりやすく.伝 |え

:た りit

互い.の 立場や考えを尊重しセ聞いた・
り'し ながら学び合いを深め―

,「 伝え合
う力Jを 高めていく姿:  ・   ‐

① 自分なりの読みを仲間に進|ん で広
|ず てい くことができる。   .

② 語 と語を比べ る,置 き換える|な どの

言語操作 をすることによ り,自 分な
りの読みがで きる方法 を身にうけも
つある。            |

③ 場 に応 じて適切 に表現 す る力の定
着がまだ充分に育つていない。

④ 発言者の意見と比べたり,付 け足 し
たりしながら聞き,自 らの発言に結
びつける力 :ま まだ充分に育つてい
ない。       |

―泉中国語 12‐
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こ|こ で言う「言語の
「
能‐力JF伝 え合う力」

の内容:|ま「新指導要領」の内容を踏まえ ,

以下のょうにどらえた:

「言語の能力 J

① 自分の考 えを持 ち ,論理的に意見を

述べる能力 (⇒ 話す力・聞 く力 )

② 目的や場 面に応 じて適切 に表現 す

る能力 (→ 書 く力 )

③ 目的'に 応 じて的確 に読み取 る能力
十読書に親 しむ態被 (⇒ 読む力 )

「 伝え合う力 J

人 間 と人 間の関係 の 中で ,互 いの立

場 や考 えを尊重 しなが ら,言 語 を通 し

て 適 切 に表 現 した り理 解 した りす る

力。∵方的 に伝達 す る力ではな く,「 対

話する力」。

(対 話 にお いては ,Aと Bの 二うの意

見 があ る時 ,結 論 はその二者択 一で

は な く,弁 証法 的 に Cと い う出 口を
1見

‐
出す こ とがで きる。 この よ うな創

造的対話 を可能 とする力ふ)

今後の社会の発展 を念頭 に置いた時 ,

目指すべ き「国語 Jを「‐表現 に役立つ国語 J

「 生活に役立つ国語」「 生 きてはた らく国
語Jと イメニジ したふ

そして:願 う生徒の姿をもとにした上
記のような力を国語科における定着させ
たい「基礎`基 本」であると考え,研究実
践に取り組んできた。

(2)1国 語科 における仮説

互 いの考 えや力 を発揮 し合 い ,高 め

合 え るよ うなバ ズ学習 を効 果 的 に取 り

入 れ ,教 師 の適 切 な指 導・援 助 を行 え
ば、生徒 に教科 の基礎 e基 本

'力
S確 実 に定

着す る。

↓言己仮説の中の「効果的なバズ学習J

は,さ らに下記①～③の仮説によって成
立するであろうと考えた。

以下 にそれ らの仮説 を述べ る。

①仮説1          ‐

バズ学習を位置付けた指導計画の立案

まず,単 元の
―
入口■の1生 徒あ

―
懇轟二出

口で持たせたい意識を明らかにする。次
に,単 位時間でのパズ学習前後での生徒
の意識の変容を予想する。こうして生徒
の意識を踏 まえつう ,つ けた い力を萌確
に した学習のね らい と合わせ ,学 習課題
を設定 する。そ して ,そ の達成のために

適したバズの種類や方法を位置付けて指
導 計 画 を 立案 す れ ば ,生 徒 の課 題 解 決人

の意 識 は 連続 し,意 欲 的 に学 習 を深 め る

ことになる。それによって基礎・基本は定
着する,と いうのが仮説 1で ある。

②仮説 2

生徒 の意識 と教師側 の ね らいが一体
になった学習課題 を受けて,バ ズ学習の

.

際 に 目的や活動 内容 が明確 にな ったバ

ズテーマを設定 し,提 示する。また ,各 々

の生徒 の よさを生 か した特徴 あ|る 意見
を生み出すために ,発 間 を工夫 じ:各 グ

ルー プの 言語活 動や 言語操 作 の状 況 に

応 じた援助の上夫をす るもそ して ,そ の

後つ 意図的:構 造的な全体交流めさせ方

を主夫する。そうすれば ,が ズ学習での

課
'題

追究 に対 し―て生徒 に とって の必然

性 が生 まれ ,基 礎 :基 本は定着 する ,と
いうのが仮説 2で ある。

③仮説 3
‐バズ学習を支える学び方|め定着
|

・
グ ル ー プの リー ダー や メ ンバ ー に対

し,バ ズ学習 の基 本的 な進 め方 や ,話 し

合 い を通 した学 び方 の視 点 を「 話 す 。聞

くJと い う側 面か ら指 導援 助 すれば ,バ
ズ学 習 で の意 見 の伝 え合 い や 生 徒 に よ

る主体 的学習活 動が活発 にな る.そ れ に

よ り学習 内容の深 ま り,広 が りが生 まれ ,

基礎基本 は定着 す る,と い うのが仮 説 3

である。

―泉中国語 3-



2 研究 内容

(1)研 究 内容 1

効果的なバズの方法 ,場 の設定 を工夫
する。   |     |

①単 元 や授 業の 中で ,学 習活 動 に適
‐した バ ズ の 種 類 や 方 法 を位 置 づ け

る。       ・

以下 の よ うにバ ズ:の 種類 と方法 を明確

に し、学 習 に意図的 に位置付 ける。

・ ′ヽ.ズ の種類    ‐
F発 見バズ 1:・ 自分|た ちで課題 をつ くるc

(｀導入のつかむ過程で )

「 探究バズ」 …課題 を深め追究する。

鍵轟
=手

電奮嫁曇
合 う。.相

=評
価 し,他 の

|.    よ̀さ を学び合 う。

● 1,(警本?事 とり,警 かめる過程で)

.・ |

「輪
.番

法.1・
:り ■ダーが順に発言を回す

・
:

「指名法 J‐
・リ ニダニがメンバーに意見

|     を促 し指名する。
「 自「由会議法」∵リーダTが テ∵マを確

.    認した後 ,自 由に話し合4う 。
「 リァダ■法J■ リーダーが司会 しなが

ら課題に―対して話し合う中
で:実 態に合わせて主体的
にバズの方法を選択し,進
める。

「スクランブル漱J… 班で話し合うた考
えや 自分 な りの考 え を グル

ァ プの メ ンバ ー 以外 の 者 と

1  自由に交流 す る。

「お出.か
`I夕

法11。 まず班で話し合つた後,

■ .‐ _数名の代表が層Jの 班へ出向
_ _ く0そ こで出た意見を聞しヽ
|:   て自分の班に婦り:責 任を

i  l ■ 持つて体える。それを参考
1 1.. :に し,再 び班 で 話 し合 う。

②ダヾズ学'習 の後‐や単元の出口におけ
ぅ生徒,意 識の変‐

1ヒ ,っ けたいカ
を中心 に据えた指導計画の:作 成を
する 6

単元の入口での生律の意識,轟 由で持
たせたい生徒め意識を明らかにする:

単位時間のパ ズ学習前後 であ生徒 の学
習 に対 す る意識 の変容 を予想 する。
生徒の課題解球全の意識を連続させる
ため,生 徒の意識を踏まえつっ,つ け
たい力を明確にした学習のねらぃと合
わせて学習活動を計画する。  ‐'|

(2)研 究 内容 2ヽ

必然性のあるパズ草:習 否落ワ「万:万::至

盟            ‐ |
ズヾ学習 を通 して生徒 を変容 させるた

め の手 立 て を究 明 す る。

①学習課事に基づいて,日 :的 や学習
活動が明確になったバズテーマの
設定をする。     |

。つけたい力を明確にし,生 徒の意識を
:と らえながら課題設定をする。
・授業の学習課題とパズ学習 :と おける直

摯9話 題であるパズテーマを結びつけ :

意図的,効 果的に設定する。
1目 的や活動内容‐が具体的に明確になっ
たバズテーマの設定と提示を工夫する。

②生徒のよさを生かした特徴ある意
見を生み出すために,発 .間 を.二 夫
し,各 グループめ営議

‐
活動■言

'議 ‐

操作 の状 況 に応 じた指 導援助 のエ
大をす る。  . ‐

。 生徒 が多様 な意見 を積極 的 に出 し,1練

り合 うこ と:が 可能 とな るような発 蘭
の提示を工夫する.。  |  ‐ :

・教師は机問指導によ リバズでの意見交
流の様子 をつかみ ,言 語操作の活用状
況や言語活動の深 ま りに応 した示唆 ,

援助の方法を工夫する。     1

二泉中国語 4-
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そ こで ま ず ,二 つ の例 文 を準 備 し,表
現 方 法 働 違 い を比べ ,ど ち ら仰 文章 漁尾よ

り分 か りや す い か をバ ズで 話 し合 つ た。

それ に よ り交 流 の 中で 考 え を伝 え る ため

の ポ イ ン トが あ る こ とに気付 くこ とが で

きた。

次 に ,意 見 の書 き方・ 意 見 の 聞 き方 に

つ い て探 究バ ズ を 中心 に ポ イ ン トを譲 じ

合 い ,学 ん だ こ とが本 当 に生 きるだ ろ う

か とい う生徒 の 意 識 に'沿 つて ,実 際 にそ

の ポ イ ン トを使 つて相 手 に伝 えて轟 る準

備 を した。

見 発 表 の テ ー マ

テ レ ビは有 効 で あ るの だ ろ うか 。

また ,指 導 計 画 に ,予 想 され る生徒 の

意 識 を位 置付 け る こ とに よ って単 元 の ね

らい と生 徒 の意 識 に沿 つた達 成 目標 を設

定 す るこ とがで き,そ れ に適 したバズ学

習 を位 置付 ける ことがで きたふ

生徒 の意識の流れ を も とに ,パ ズ学習

を設定 してい くこ とは ,そ の意 図が生徒
に とつて明確 になった。そ して ,教 師 に

とつて も探究バ ズでの練 り合 いの様子や
ノー トの ま とめの様子 を ,予 想 に照 らし

合 わせて評価 で きたふ そのため ,よ さを

個 人・ 全体 の両方に対 して価値付 けるこ

とが しやす くな った。

これ らの ことか ら単元 を通 して生徒 の

学ぶ意識 に連続性 を持 たせ ,学 習活 動の

中 1か にバ ズ学習 を設定 す るこ とが有効 で

あ ると考 え られ る。
ズ

式

この とき根 拠 を議 し合 う

は 同 じ意 見 の 生徒 同 士 ,

を とった。

意 見発 表 の後 ,以 下 の よ

見 られ た。

ため の探 究 バ

ペ アバ ズ の形

うな感 想 が多

痣機 菫 後 の感 簸 よ 讐～
や ポ イ ン トをバ ズ 電話 し合 って ,意 見

を ま とめ て議 蟷 る ょ ぅにな っ た。
。 相 手 を意 識 して 議 した り,Nい た り

す る と内 容 が伝 為 りや す か っ たこ
・ ベ アで意 見 を相 談 したか ら ,曲 分 か

気 付 か な か っ た 根 拠 も増 ゃ す こ と

がで きた。

・ 話 し方 に も ポ イ ン トが 鵞 恙 通 と 壮

知 つ た。 今 度 か ら使 い たい。

授 業 の 入 日 と出 圏で の生徒 の意 識の流

れ を大切 に して 学 習 活 動 を仕 組 ん だた綺 撥
生 徒 は単 元 を通 して ,自 分 の 考 え な機手
に伝 え る とい う意 欲 疑持 って 学 習 活 動に

取 り縫む ことがで きた。 また ,探 究バズ
に驚いて も,そ れぞれ が考 えた意見 を実

流 し,最 後 繊意見発表 につなげてい くこ
'と

がで きな。授業後の感想か らも授業 を

通 して身 につけたヵ を実感 してい 轟こ と
が表れてお り,意 欲鞠 に学習 に臨轟 た こ

とがわか る。

―泉中国轟 慇―
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議舞週彗澤篭ォ尋 国 選画 掏 爾心 蛛 曇曹 機 ずヾ翼 響 習

3 1国語科におIするパズ学習で鬱けた紳『謡じ聰濶警闘鰤亀甲する籠力』〔認知的側面)

4バ
=学

習ぬ基準騰な学び簿 《態鷹鑽側面》

・ドスの種類

|「燿翼訂l要」i    亀墓ょ二ξ7:鰹鶴   び:ち .農111と 1,1か :る過程1)

人の考えを全員で確認していく時)   1 1‐ .

.す る。(輸番法の発言の後,‐ 整理し考えを深める時)

自由に話し合うも1人にわからせたいときも使
|ら

―。
「う中で1実態に合ゎせて主体的にギズの方法を選択し,進める。|

I煮ネ|グィレTプ,メ ンパ∵以外の者と自由に交流する。 .
表が別のpJIへ 出向く。そこで出た意見を開いて自分

の班に帰 り、責任を持つて伝えるおそれを参考にし,再び班で話し合う.

一泉中国語 8-

1 ′嗜ズ学習の目指すもの
競争ではなく,協同 (心 と心を合
わからないことをわからないと言い合える擢づくりをすること
教えることが学ぶことになること       

―    ‐

班内で教え合つたり,深め合つたりして,誰もが発見できたり,理解できたり,追究できること

γttl菫圭:闘 :く.こ とによって理解|で きる,説明することによって理解することができる。～

国語科におIナ_苺バ
=学

習で大切にしたみヽ意識
: 相手意識・。し`ったし1、誰lお顎百て
ム
 1目 的意識:・ どうして,何あために

・ 場面 1状況意識。・いつ,どこで,どんな状況で述べよう,語ろうとしたぃるのから
・ 方法意識…今まで身につけたどんな方法で     ,
・ 評価意識…内容や方法は適切であったか。本当に伝えられたのか。

・.相手の立場や考えを尊翼し,話 し合いの話題や方向をとらえて目的に沿つて効果的に展開するよう
的 確 に 話 し た り ,そ れ そ れ の 発 言 わ 沐 薫 l′ 了 閣 姜 小 け れ hi´ブ  白 Aハ 芸 与 た き じ A 瀬 虫 ヮ サ lハ■由あ寡輛戦冤為撃臨 驚謂露零二 ,雪  義鮮:菫:
内容を聞き取つたりすること  ‐

・ 議の内容や意図に応した適切な語句め選択,‐ 貴の効界的な使い方など説得力のある表現の仕方に
注意して話したり,I聞き取つたりすること

。
全体1部分,中 1ぃ と付加,事実と意見との関係に注意して,話の論理的な構成や展開を考えて:

話したり聞き取つたりすること

りTダ■が司余進行を―行観
席は班体形にしてつける。(ん「机の距離は心の距離」)黒板に背を向けない6班同士はずらず。
同じ班の相手に伝わる<らぃのP―の本ささで議す。
資料を使って相手に向かって話す時は,教科書やノート等を相手の方に向けて話す.    ■
全員が発言をする。|(基 本は輸薔法,全員への指名法。また,全員での自由会議法). ■
わかうないこと,できないことがあれば,必ず出す。そして誰もが意見を言えるように教え含う。
課題→「僕1=こ うJTtう 1⇒「君はどう思うJ「ぁなたはどうする」→「それではこうしようJと

.

いう意識の流れで進行していく。



(轟 年生小説「故郷」魯迅1の学習をもとに)

1 前時の復習

(前時範囲の内容と使えた操作,関係把握のポイントの確認)

・わたしは美しい故郷の思い出を胸に二十年ぶりに帰つてきたが,現実の村々はわびしいもので

あつた。そこでの情景描写のマイナスのイメージや,「ああJという感動詞の詠嘆の意味,「覚

えずγこみあげたJの「覚えずJのあるなしの比較からも寂蓼の深みや失望がわかる。しかし,

わたしは自分の故郷が変わつてしまつたとは認めたくない。つらすぎるし,自分の家族も,と
考えると不安が募るから。だから言い問かせた。・.

2 本時の学習の確 (3分)全体

(ガイダンスプリントを使い,教師による学習課題や読みの視点などの確認。)

貫 く課題 ,「故郷に対するわたしの思い」 ⇒ 本時の課題「我が家に帰つたわたしの思いJ

読みの視点"  ・情景描写 ・逆接をもとにした対上L ・副詞 (修飾語) ・文の長さ

3 本時の範囲の通 (3分)指名読み

(7分)各個人

(読みの視点をもとにした「ひとり読みJ(本文書き込み,図式イしまとめ,文章まとめ等の方法で。)

*教 師は机間指導により,個別の読みの援助,示唆をする。(要援助生徒には,辞書により意味を確:認
させたい語も含め,使うとよい言語操作,関係把握の視点を与える。言語操作などを活用しな

‐がら,よさを生かして自分なりの読み取りをしている者へは認め,深め,さ らにつなげるアドバ
.イ ス等をする。また,後のパズや全体交流で意図的指名をするための教師用メモもとつておく。)

15 バ珂 (7分)争グループ 「探究バズ』 り中ダー議

読みの視点の確認  (リ ーダー (班長)の進行により,班メンパーが各々どの視点で読んだかを確かめる.)

リーダTがまず,自分の読み取りの結果としての意見を発表する。

同じ視点での,つけたす意見,質問,反論などを自由会話法を使いながら出し合う。

さらにリーダ下の司会で別の視点での意見を輸番法や自由会話法を適宜使いながら全員の個

人追究の成果を出し合い,交流する。
*教 師はおL間指導により,指導援助を行う。

16 全体交刑 (15分 )全体

(バズで話し合うたことをもとに:各自の意見を出し合い:課題追究をする.)

挙手や意図的指名により,話 し合いにより,課題を深めていく。
*教 師は黒板に意見を位置付けながら,視点を明確にさせながら,聞き手を意識させ,前の意見と

のつながり,1立場を明確にさせつつ,話 し合いを構造的に進行していく。

(5分 )全体

①
②

③

④

8‐ 1自 己評価 .(‐ 3分)各個人  使えた言語の活動の確認

態度面 (聞 く姿勢,パズであ発言の積極性,全体交流での挙手・・)

認知面 (使えた言語操作～あるなし～,言語,内容の結びつきを意識してできた関係把握～逆接～)

7 1ま とあ (7分)各個人

母が帰郷する息子をしっと待つて迎える際の「機嫌よかつたJこ と,慣れ親しんだ故郷を後に31

っ越さねばならないための「やるせない表情は隠しきれなかったJこ とが:「だがJという逆接
でつながつてい.る 。だから,説明文で学習したように前を否定してしまい,また|,「 さすがにJ

のあるなしの比較と合わせてもやるせなさの大きさがわかる。そして,それはその後の「とうと
うJと いう語からも・・。                     | |‐

中泉中国語 9・



(2)研 究 内 容 2

ズヾ学習 を通 して生徒 を変容 させ るた

め の手 立て を究 明 す る。

011学 習・課題 に基 づ いて ,目 的や 学 習
‐活動が 明確 にな うたバズ テ ーマの

設定をす る。

3年 生 単元名   ・

「 文法 と表現～責の組み立て～ :

学 習課題 につ いては ,多 様 な意見

を出 し合 え る もの ,認 知的 不協 和 を

生 み 出す と考 え られ る もの を意 図 じ

て設定 す る。 そ して ,そ れ を受 けて

のバ ズテー マ につ いて は以下 の二種

類 の条件 を課題 に付 け足 して の授業

を|そ れぞれ別の1ク ラスで試みた。そ
れによ

―
り各々'の バズの深まり具合,

練 り合 いの状 況 を比較 し考察 す る こ

とに した。 |   .  :

A:ど ん な 意 見 も受 容 的 に認 め ,

各 々 の 意 見 を 積 極 的 に 出 し合

う。

B・ :提 示さ れ た話:し 合 いの 目的や学

習 活 動 の 内容 に沿 うよ うに話 し

合 う。

「 文法 と表現～文の組み立て～Jに おい

て総合体験旅行で広島へ行 うた後の生徒

作来をもとに意図的にい くつかの組み立
ての整わない文を提示 し,正 確な表現に
ついての学習 を した。 ここではあいまい

な表現があるため意味が二通 りに受け取
られ メ実際には書 き手が何 を伝えたかっ

たのかが伝わ りに くぃ文を修正する学習
の様子を取 り上:げ るこ:

<提示 した例文 >
三 時 間 ほ ど碑 め ぐ りを した後 で 資料

を見学 した。

Tだ の文 Iま 日本 語 と して組 み 立てが整 っ

て いな い と思われ る:そ れ は どこか ?

どこを直せばよいのか ?

(こ の学 習課 題 で個 人追 究 を させ た後 ,

下 の条 件 をう け た して バ ズ テ ニ マ:を
提

示 した。)

<バズテーマ として付 け足 した条件 >
Aク ラス :「 いくつで もかまわな いか ら

積極的 に出 し合 つてみよ う.J

Bク ラス :「 出 し合 つて分類整 理t,相
手 に対 してよ り正確 に伝わ る文 に直 .

してみよう.」   | ―  ‐‐ |

難 Φ結 果 A,Bの バ ズ とも に ,あ い ま

い な点 が指 摘 で きな い 生徒 が い た が ,話
し合 い に よ って 理解 で き る よ うにな った

また文 の 直 し方 にお い て も ,,期 待 す る解

答 で あ る ,読 点 をつ け て切 る こ と,旬 点

をつ :す て 二 文 に直 す こ と,語 llFを 変 えて

直 す こ とにつ い て は 出 て きた。 この こ と

か らどち らも認 知 面 の 学 習 課 題 は達 せ ら

れて い る とい え る。

しか し,机 問指 導 に よ りそれ ぞれ のパ

ズ の様 子 を見 て み る と ,Aの 場 合 は 各 々

の メ ンバ ー の意 見 の並 立 的 な 出 しつ放 し

に終 わ りが ち だ ったの に対 して ,Bの 場

合 で は 以 下 の よ うな流 れ で 意 見 をつ な げ

練 り合 う話 し合 いが行 わ れ て い た。|

Bク ラスの,あ る班のバスの様子

Pl:ど こが お か Lノ い の:か わ か,ら ―な い1。

(実 際 に 自分 た ちが三
‐
時 間ほ ど碑 め ぐ

りを体験 したので )お か しくは ない。 .

P2:「 三時間ほ どJが どこにかか ってい

くかがあいま―ぃ。「 三1時:間 ぼど碑
tめ ぐり

をしたJの と「三時間ほど資料館を見
学 したJュ通 堕 撼 塾 地 端 凛 ユ 五 五 。

P3:読 点 を打 つ場所 で 1よ っ き :り ぎせ_れ

虚 いい。先のは「 三時 間ほ ど碑 め ぐり
:を した後 で ,Jと 後 の意味は「 |三 時間ほ‐

ど ,」 ‐と切ればいい。 ―    |

―泉中国語‐ 10-



P4:そ れ な|ら い っ そ語 順 を変 えて「 碑

め ぐ りを した後 で 三 時 間 ほ ど資料 館 を

見学したき」の方がわかりやすい。
P51:も つ とは つ き りさせ るな ら.文 を

1切 つて しまつて F三 時間ほ ど碑 め ぐり

を した。 その後 で資料館 を見学 した。J

‐
とか F碑 め ぐリーを した。その後 で三時

間ほ ど資料館 を見学 した。」と した方が

いいのでは ?

回 :よ り正確 に相 子 に伝 え るた め には ど
:の

方法が ‖いのかな ?

P3:確 か に、読 点 をつ け る位 置 に よつ

て意味の旬切 れ 目がは つき りするけれ

ど Qよ りわか りやすいのは .や つぱ り

一文二内容で文 を短 く区切 つた り,修
飾語 を被修飾語 のす ぐ近 くに持 つてい
iう

た りした方が相 手 の誤解 が少な くな

ム と思 う.

P41語 llMを 変 え るの と文 を切 るの はユ

っち もどっちで よさがあ り,文 の前後

のつなが りや場合 によると思 う。

P2:」Lヒ週亜疑瀬轍矩襲。(直 した文 を

読 む )読 点の方は話 して伝 え る時わか

語順 を変 えた

り,文 を切 つた りL二五狂が豊目L【五五≧

る 時 も相 手 に 正 確 に 伝 わ る 。  ′

.ま
ず ,学 習課題 の内容 につ いては生徒

の 中に「 この文 の どこにおかい しい こ と

があ るの ?Jと い つた認知的不協和 を作

り出 した こ とに よつて 内発 的な動機 づけ

とな り,追 究へ の意欲 :を 喚起 で きた。 ま

た ,二 間一答式の課題 でな く多様 な直 し

方 を含 んでいた こ とも意欲化 につなが つ

た と考 え られ る。

次 に ,A,Bと 条件 を変 えてみ たバ ズ

テ早 マに よるバ ズの内容 の比較 について

みてみ よう。

1 事例 Aの 場合 は「 一方的 に伝 達 す る J

域 に とどまつて しまつてい る と考 え られ

る。「 い くつで も構 わ ない」とい う教師の

百葉に対して,と にかくどの意見も認め ,

思いついただけ出すが、そこでおしまい

とい う羅ダ」的な もので あ つた。意見 を吟

味、検討 す るこ とまで主体 的 に行 え きれ

てはいなからた とし`えるも

(た だ し,過 去 の例 か らJ学 習集 団の人

間 関係 が まだ希 薄で 話 し合 い の基 礎 を

固め る段 階では ,こ の方が発 言力のあ る

生徒 の意 見 に集約 され た り淘汰 され た

りして ,意 欲 的 になれ きれていなぃ者が

埋 没 して しま うこ とが避 け られ る とも

考 え られ る。)

それ に対 して事 fll Bで |ま ,バ ズテーマ

で与 えた「 相手 に対 して よ り正確 に伝 え

るため」 に各人の多様 な表現 方法 の違い

を集 団で検討 し,吟 味 し:追 究 し合 う「対

話」活動 が生 まれ た といえるふ A・ B事

例 の比較 か ら,こ の深 ま りは課題 内容 に

目的 を加 え ,パ ズで行 う活 動 をよ り明確

に したことによる効果だ と考 え られ る。

これ らの こ とか ら ,学 習課題 に基 づ き ,

目的や学 習活動 が明確 にな った具1体 的な

バ ズテー マを設定 す る こ とがバ ズ学習 に

必然性 を生み :単 な る伝達で な く,能 動

的 に対話 す る力 ,伝 え合 う力 を育て るた

めに有効 に働 くと結論で きよう。 i

② 生徒 の よ さを生 か した特 徴 あ る意見

を生み 出すため に,発 間を工夫 し,各

グ ル ープ の 言 語 活 動 や 言 語 操作 の状

況 に応 じた指導援助の工夫をする。

③ グ ル ープ の 意見が 全 体 交流 で絡 み合

い,主 体 的 に練 り上げ られ るため に意

図的 に全体交流 をす る。  i

3年 生 単元名

「俳旬への招 き |

各 グル ー プの読み の よさを生 か し,さ
らに意見 を深 めさせ るため には ,着 目さ

せ る言葉 ヵ言語操作
|の

仕 方な ど,発 間や

援助 の仕 方 を工夫す る こ とが大切 だ と考

えた。そ こで ,同 |じ :句
を選択 した 2つ の

11-―泉中国語



グループヘの援助の仕方の工夫による ,

バズの深 ま り具合 と,i全 体交流での練 り

合いの状況を実践 ,考 察することに した。

単元二「 表現の味わい」の「俳句への

招 き 2」 において ,こ れまでに学んだ基

本事項 をもとにグループで読み深めてい

つたも111旬 の中か ら,自 分の好 きな俳

句 を選び ,そ の選んだ句 ごとにグループ

を作 つた o「 囀 りをJの 旬 を選んだ者が最

も多 く,5名 ずつ 2グループができた o

個:人 追究 した後のダズ学習では「 自分

の意見を 3人 以上に伝 えようoま た ,仲
′
間の意見 を 3つ 以上メモ して こようJと

い う行動 日,標 をかかげ ,自 分が意見 を述

べなければ進 まない状況を設定 したo生

徒は同:じ 句 を選択 した仲間の所か ,そ れ

ぞれノ∵ 卜と鉛筆―を持 つて移動 し,意 見

交流をした。

次
:に

「 囀をJの 句 を選んだ 2つ のグル

■プの視点の違いを見てい くo

Aグ ル∵プでは ,F抱 く」か ら,母 親の

ょうな優しさを感した者と,「 大樹Jか ら

長年ずつ`とそ■にいる森の王様のような

偉大さと受けとめていた者など,言 葉か

ら受 け る イ メー ジ を大 切 に して読 み 深 め

られ て い た oそ こで ,「 抱 く」に他 の 言葉

|を 入 れて 比較 して み る よ う助 言 した o一

方 Bダール ■ プで は ,「 こぼ さ じJが 分 か ら

ず考 えが とま つて しま つて い た o「 こぼ さ

な い :と い う意 味 では な い か Jと い う予 想

を立て た ところで ,辞 書 で「 じJを 調 べ

|る よう 助言 した o

l以
下にそれぞれのグル∵プのがズ交流

の様子を調す。

<Aグ ルー プ>

Pll大 樹 が親で ,小 鳥が子 どもで ,親

が小鳥を抱 いてい る感 じがす る。

.P2:「 抱 くJは 擬人法。
.T:「 抱くJと 他の語と比較するよつ助言。

Pll「 す る 1と r抱 く lを 比 べ る と_,「 抱

.く Jの 方が優しく守もてし`る感じがす

る。

夫樹あ1枝
|ま 優しい母親の手のよう

だ。        ‐

ヽ4ご く大きな「大樹」が小さい小

さ、:ヽ 小鳥のために1優 しく包み込ん

で き、くように生い茂 つてい く感 じ

がする。

「 大樹ゴ|ま 大 き
iな

樹。長年ずつとそ

こにいる。森の王ではないか。

この旬 には 自然の優 しさがつまつ

てぃて ,大樹が全部 を包み込む よ

うな感 じで枝や葉 を茂 らせている。

グルー プ >

:「 こぼ さ じ」の意味が分 か らない。

:「 こぼ さない Jつ て こ と' 
‐

辞書で「 じJを 調べ るよう助言。

:1_す ま

P3

P4

P5

Pl

<懲

１

　

２

　

・

・
　

２

Ｐ

Ｐ

Ｔ

Ｐ

ぃ 1:～ しない つ

小 さ な 鳴 き声 さえ も も らさな い よ

うに強 く守 つて い る感 じ ?.

小 鳥 を大樹 が包 み 込 ん で いて ,絶

対にこぼすまいとする大樹の強い

意志が伝 わ うて くる。

最後 が「 かな」なので や わ らかい

感 じがする。

切れ字。作者の気持ちが込ゃられ

てい る。

「 か な Jか ら大樹 の様 子 に感 動 し

てい る作者の気持 ちが伝 わる。

P3

P4

P5

P3

P4

・ この後 の :全 体 交流 で |ま ,Bの グルー

プの発表 を聞い た ,Aの グルー プが ,「 抱

く二とい う包 み込む ような優 しさの 中に ,

「 こぼ さ じ」 とす る大樹 の強 い意志 を詠

み込 んだ解釈 が加 え られた6た つた~文

字 の 中に4も ,強 い意志 が含 まれてい るこ

とに ,他 のグルニプの読みか ら気づ くこ

とができた o

全体交流では ,:Aグ ルー プはi「 抱 くJ

と表現された擬人法の解釈 を申心に,B
グループ |ま Fこ ぼさ じJの '「 じJに 込め

られた強 い打ち消 しの意志を中心に ,そ

れぞれの解釈を発表することができた o

二泉中国語 12-



全体 交流後 に ま とめ た生徒 の ノー トを

次‐にあげ る。■「
:1‐ ■. : :

<Aグ ル ープの P2の ノー トよ り>

| IF大 :樹
1カS優

・
し く小島iを 抱 くよ う.に 立

■つてい るも」や「 春 3と て も大 きな樹

|■が ,小 さ.い 小鳥の ため に優 し ぐ包 み

|■込 んで い|く
―
よ|・ うに生 い茂 つてい る。

1‐小 鳥 をい
11と :お

しみ ,母 が子 どもを思
| うよfう に優 .し く 包 み込 んで い るお そ

して小t島 :の 小 さ な鳴 き声 を決 して こ

■ ぼ す まい とい う,,大 樹 |の 強 さを感 じ

■ る句であ る●J
●こ の iよ う に タバ ズ で の 交 流 で学 ん だ「 抱

く,から 広 が るイ メ‐ ジや ,全 体 交 流 で ,

1他 の グル ■ プか ら学 ん だ「 じJの 解 釈 を

自分 な りに取 り入 れ る こ とがで きた。

本 実 践 か ら:全 体 交 流 で 話 し合 わ せ た

い こ とを ,バ ズ学 習 の 中で グル ー プ ご と

=議
み|あ 視1薫 |と ェヽ'与 えておくことは,

その後,全 体‐薫‐識|で の話し合いが深まる
ために有効で,あ る|ご バズ学習の中で十分

に話し合,|卜 がな諄:れ.た ことは糞徒,自 信
につなが|る ●生‐徒力l気 iづ いたことを―もと
に広 :ず てやれる|と|よ い力導,全 く気づけな
いグル∵プ:に ついては,教 師側から教え
ること伊必要iで ある。  ‐    ‐

以上の こ:と か ら
・

バ ズ学習 において ,

各 グルー プの言語活動 ,言 語操作 か ら出

され た読 みの よさを認 め ,さ らに ,意 見

を深 め られ る援 助 を した こ とに よ り,全
体 交流 の場 で ,Iバ ズ学習で学 んだ こ とと

は違 うた視点 に気 づ くこ とが で きた と言

える。
:そ

して ,1生1徒 が:言 語活動 に意欲的

に取 り組 む こ とにつなが ったこ この こ と

か ら,1バ ズ学習 に必然性 が生 まれ た と言

える。, 「    ' ・ |・

(3)研 究 内容3

:

バ ズ学習 にお け る リー ダ‐指 導や話

し合 い活動の定着 を図 る6    ●

1年 生 ‐単元名■  ● :

バズにおける書講活動機基礎・基
‐
体む

国語科としてともえたときに,1次 の量点
を研究実践 :こ 位置づ|ナ たも

1点 攣は,生 徒個々の1議 し方や聞き方
に関わる部分である。ど|の 生徒も.タドズで
|ま 常

'こ

轟ι事二繭懸事の上wil経 1春1基 1棄
‐じ

て い る。 バ ズ学 習 の様 子 を見 る と,学 力

面 や 人 間 関係 鍛 率で発 言 力 砂 あ る者 母意

見 の み が 出 され た り参 自分 の意 見 織 み が

出 され た りした 。疑 聞 や 分 か らな い 進 と

が あ る生 徒 が 黙 つて しま も た り,意 見 の

根 拠 や仲 間 の 意 見 に対 して つ な い で い く

発 言 が 弱 い。 話 し手 は 自分 の 立 場 や 意見

壮伝 え な くて |ま な らな い し」聞 き手
:‡裁・轟

して の 立 場 や 意 見 を 自分 と比 べ 井付 け足

した りF反 論 しな が ら 自分 ⑫発 言 わ 場
::こ

備 えて 準 備 を しな くて l・Iな らな い き こ鍛

よ うな作 用 を繰 り返 しな か ら意 見 か 深 ま

りの あ る もの とな る込  ‐

2点 目 |ま バ ズ を進 ぬ ヵ意 見 を ま とめて

い く リー ダー の 育 成 で あ る。 学 習課 題 を

達 成 す る ため に ,リ ニ ダー は 話 し合 い を

バ ズ テ ー マ に沿 つて進 め ,鑢 :確 な意見 を

弓|き 出 す 。時 に Iま 混 乱 した議 じ合 tヽ 職場

を収拾 す る役 議 をす る こ と 儀あ るだ ろ う。

バ ズ の 全 員 で課 題 を解 決 し,全 員 で 満足

感 や 充 実 感 を味 わ た る には ,バ ズ 録 中 :ふヽ

とな る リー ダー の 進 行 が鍵
‐
とな る。 さ ら

に ,リ ー ダし 自身 が1話 し方 や聞 き力 の基

礎・基本を身壼うけ|メ ン|〉
二ヽの手本|と な

れば,グ ル轟プ
ー
ぬ
―
ノヾズのヵをょ

―
な―高

‐
めて

いくと考えた。        |:・ |

単元「 標 語 コ ンタール にお―うぽ しよ
:う

J

は ,説 明文「 ち ょつ と立 ち止 まって豊で

学んだキーワTド を用いた要点―の:ま と総
方をいかして ,‐ 自分がもうとも伝え、たしヽ
思し1羞 |ニ ヮふドにのli薔 セ標譲づこ:ち を

―泉中国語  13-



試み た単元で ,あ る。

ンペ‐ ンをテー マ と

に取 り組 んだ。

標 語は緑イし土本 キヤ

し,応 募作 品づ くり

生徒 は非常 に意欲的 に標語制作 に取 り

組み ,∵ 人で複 数の作 品を制作 した生徒

もいた。 キー ワ∵ ドを含 んだ:標 語 と標 語

に込 めた願い を作文 に し,生 活|バ ズで発

表会を する計画 を した。

発表会 で・は ,キ ー ワー ドにっ い.て は伏

せてお き,聞 き手 に 自分が意 図 したキー

ワー ドを上手 に伝 えるこ とがで きたか を

確:か
'め るこ とに した。,前 時のi授 業で は ,

話 し手 の評価 の視点で ,話 す速度や声の

大 きさが意見 と して出てお り,特 .:こ キー

ワー:ド は速度や 声の大 きさを工 夫 して読

む とい うこ とを学習 しているこ聞 き手 を

意識 した発表 をす るために発表原稿 に記

号 を書 き入れて原稿 1を 見て話 す時の ヒン

トと した6(資 料① )聞 き手は キ∵ ワ:∵ ド

を正 しく聞 き取 るこ と,自 分 の立場や意

見 と比べ て仲 間の発表 を評価 す るよ うに

事前 に指 導 を,し たら(資 料② )

発表会後 は ,評価 と感想 の交流 を行な

つた。     . 1'
リーダー に対 しては ,単 元 を通 して継

続 的にバ ズの進 め方 について指導 を行な

うた。指 導内容 はパ ズでの意見の深 め方

や ,疑 問や分 か らない こ とを持つ仲間 を

全員で援助 す る こと,仲 間の意見や ,話
し方・ 聞 き方 に対 して具体 的な姿で仲間

を認 めて い くよ う評価.の i視 点 を明 らかに

す るこ とな どであ る。(資 料③ )   |
子 ども達 は探 究バ ズで り† ダーの進行

の も とにキー ワー ドの見つけ方や こ とば

の用.し 方ヽ、 イメ轟 ジについて意見 を深め

ることで意欲 的 に標語 づ くり‐や原稿制作

に取 り組 んだ。 その結果、か な り質 の高

い作品がで きた。その ため ,発 表会 も多

くの生徒 が 自信 を持 つて参加 した。

作 品の内容 もあ るが 二探究バ ズを通 し

て話 し手 ,聞 き手 とも評価 の視点 を明確

に した こ とで 話 す こと,や 聞 くこ との 基

礎・基本 をよ く意識で きた。発表会 は順

調 に進み ,拍 手 や励 ま し,笑 顔 な ど,朗
らかな雰 囲気 の 中で発表 を行 な うこ とが

|

とい う言語活動 に近い。

―泉中国語 14-



さらにバズ学習を活発なものに してい

くには ,今後の国語の授業で ,「 読むJか :

らさらにメモを見て「 話す 」 という言語

活動に発展 させて.い くことが必要であるこ

授業を通 して身につけた力を生活の中

で使いこなす力がさらに必要であるも授

業のなかで折:に 触れて学んだことを復習:

しなが ら,よ り高い定着を図っていきた

い。                       ‐

り■ダー指 導 について は ,バ ズの進行

が上手 にな り,よ り具体的な発言:を 覇|き

出せ るよ うにな って きた`力
S,進 行 の |し か

たの用紙 を見 なが ら進 め る姿 が気 になつ

た。 日々のパ :ズ のなかで繰 り返 し指 導 し

なが ら方法 を定 着 させ てい くこと,そ し

て Jバ ズの方法 を リー ダ∵ 自身が さ らに

工夫 を して話 し合 い を進 めて い く力が必

要 にな って くる。

本単元 では ,バ ズ学習その もの を通 じ

て ,「 話す・聞 く」の学習 を行な ったが ,

わか りやす く伝 える方法や話 し手 を意識

した聞 き方 を身 につ け ,こ とばの選 び方

な ど言語感覚 も豊か にな るとともに、信

頼 関係 がつ くられた。

こうしたことか らバズ学習におけるリ
ーダ早指導ゃ話 し合い活動の定着が1伝 え

合 う力の育成 に有効 に作用 したといえよ
う。        1 ■■      ‐  .:

.一
学習後の生徒の感想よ リー | ■

バズ学習での伸間 との関わ りという項
目のなかの生徒の感想 を載せ る。 |

K君 が僕の標語を読んで ,「『 みどり
がぼ.く らのたすけをまっている』のFみ

ど り』 よ り『 も り』 の方が場 面が具体
的 にな つていいょ 。Jと バ ズの時 ,ア ド
バ イス を くれ たの で よか ったで す。 M
さん には ,「 全てひ らがなで書 くと,自
然 な柔 らかい感 じにな るよごJと 教 えて
も らえ ま L/_た 。     .(Y男 )

仲 間 とは ,協 力 しあ
｀
い.分 か らない

ところを解 `決 してい ます。分 か らない

ところを友達 が教 えて―ぐれ ,と て も助
か つた こ とがあ ります。逆 に教 えた こ
ともあ ります。友達に教えてあげて ,

ぼ くだけ分かつたん じゃな くて ,友 達
も分かつたので とてもよかつたです。

.  (D男 )
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考 察

(1)研 究内容瑠

効果的なパズの方法 ,場 の設定 を工夫
する。      |‐
指 導計画作成 の段 階‐で まず ,こ れ まで

の学習か ら単元 の入 口での生徒 の意識 を

とらえ ,予 想 した。次 に ,'つ けたい力 を

達成 目標 と して明確 に しiた 上で ,出 口で

持 たせ たい生徒 の意識 を明 らか に した。

そ して ,そ の間の毎時 間の授業前後 の生

徒 の意識 を予想 ,期 待 し|て 位 置付 けた。

また ,単 位時間の指 導展 開案 の 中に もバ

ズ学習前後 での生徒 の意識 の変容 を予想

し,位 置付 けた。

こう して それ に対応 す る一連 の学習活

動 をバ ズの種類 や方法 を
―
考慮 しなが ら選

択 し,指 導計画 を立案 した。

す る と,実 際の授業実践 において生徒
の個 人追 究 の'様 子 ,核 となる「 探究バ ズ J

での練 り合 いの様子 ,ノ ー トに よる学習

ま とめの様 子 を ,机 間指導 に よ りつかみ ,

その場 で計画での予想 に照 ら し合 わせて

評価 で きるようにな った。そのため ,よ
さを授業 内で意図的 に位 置付 け ,価 値付

けることが個 人 に対 して も全体 に対 して

も しやす くな った。

授業後 の感 想 か ら見て も ,こ う して即

時的 に教師|や 仲 間 に認 め られ るため ,生
徒 の課題解決へ の意識 は連続 し,意 欲的
に学習を深めることになったことから,

生徒が主体的に言語の力を高めることに
効果的であったと言つてよいだろう。。

また,単 元的な発想 に立ぢ,教 材 を単
独で実施 するばか りでな く,説 明文 と表

現 ,あ るい は文法 ,小 説 と詩 ,表 現な ど

を総合化 して指導計画 を組みつつある。

読むことだけで終わ らず ,そ こで学んだ
ことを聞 く,書 く,話 すこと につなげる

のである。 これはバズ学習による生徒の

学ぶ意識の連続性 を考慮することか ら始
まる。認知的意欲を促 し,表 現 に役立つ

国語を目指すことに有効であ ろうと思わ

れるが ,今後 さらに検証が必要である。

(會 )研 究 費容 2

必 然 性 の あ る パ ズ 学 習 の あ り 方 の 究

明  |
ズヾ学習を通 して生徒1を 変容させるた

めの手‐立てを究明する。
学胃琴題とバズテーマを同一っものと

せず:1課 題を追究するためのより具体的
ながパテ■マを設定し提示した。その1際 ,

どんな意見も受容的に認め,意 見:を 積極‐
的に出し合うことをねらったバズチーマ
と話し合ぃの目的や学習活動の内容に沿
うよう条件を付け足してのバズテ■マの
2つ による生徒の活動状況の差を学級を
変えて実践研究した。

その結果,後 者の方が各人の多様な表
現方法の違いを班内で検討 し,吟味し,

よりよいものを追究し合うというた上方
的な伝達ではない,対 話が生まれた:

また,パ ズテーマに認知面のみでなく,

態度面からも「 *人 以上に伝え:よ―ら|。 1

「 *人 以 上 の意 見 をメモ して こ よ う。」

「 誰 もが考 えを持て る ように しよう。Jと
い つた条件 をつ けるこ とで活 動が明確 と
な り,積 極 的なバ ズ とな ったの も注 目す
べ きこ とであ る。

そ して また ,各 班 の言語活動や言語操

作 の状況 に応 じた指 導援助 の工夫 につい

て も ,パ ズ学習 の際 ,机 間指 導 しなが ら ,

後 の全体 交流 で話 し合 わせ たしヽ視点 に関

連 す る意見 の よさを認 め ,価 値付 けた り ,

深 ま りき らない班 に着 日 したい言葉 や操
作 の示唆 を与 えた りす るこ とは主体 的課
題追 究の ため に有効 に働 いた と言え る。
これ に よって生徒 は 自分 たちめ読 みや|,

自分 な りの表現 の方向 に 自信 を持 つて取
り組め,話 し合いも活発になっ|た ことが
あげられるからであるよ    |  

‐

こうした意欲的な姿を生み出したのは ,

パズテーマが生徒にとって必然性のある
ものでありえたからであり,ま た,1机 問
指導で実態に応 じた指導援助を行もて ,

バズ学習が深まるよう補強をしたからで
あぅ。これらが能動的な伝え合う力をつ
けるために有効に働いたと言えよう。

二泉中国語 18-



(3)研 究 内鶴 3

バズ学習壁支える学び方の確立
バズ学習における|■ ■ダ■指導や話
し合い活動の定着を図る

=1  1年 生時や 1学 期 当初の時期 にバズに
・ 臨む時θ基本絢な学習態度に関 しての指

ll.導 費計甲岬継糠的に行:||た こ1特 ■り摯ダ

1聾 Ittt二糠為延藁票:』‐賛詈,

雄め,方 を具体に指導じ活‐用させてき:た 。

|:ョ1会違■ヤ
=ニ

アル荘二1共tた り,メ ン

1貫事醤毒曇鯉L置雪扇:象 [こ二撃讐
プ リン トを準 備 し,活 用 さ鸞 た り した。

通 う した手 立 て を と 轟な か っ た時 は 単

に 自分 巾考 え を伝 達 して終 お って しま う

1髯辟il尋轟桑黒ポ課島桑1裏育み
|ダ ■|は 何|と|か |し ょ:‐う|キ

=|も

|ど .う してまいか
・ お|が ら|テ

:時

由lヵ
i来 をしまら|二

t、 らことも
あ
:|た .:こ れでは,ヽ糞‐で

'‐

|.討‐議が,1深 まら
ft ur o

内容 の 1圏 番 な どを意識 す るよ うにな り ,

聞 き手 も相手 を意識 して 自分 の考 え と比
べ なが ら聞 くとい うこ と,つ ま り,意 見

の 内容 に対 して の発見 や 同感 ,反 論 とい

つた視点 を持 つて間け るようにな つて き

ている。

教師 による机 問指 導 中での即 時的な評

価 や全体 交流 での位 置付 け ,授業後 プ リ

ン ト回収 を して の評価 だけで な く,プ リ

ン トヘ の個 人評価 の書 き込みやバ ズ後 の

生徒 同士の相 互評価 を重ね た こ ともバ ズ

での学び方 を支えて きた と考え られ る。

こう した こ とに よ リバ ズでの課題追究

に深 ま りや広 が りが 出て きた。生 徒 の表
lltを 見 て も笑顔 で拍手 を した り,励 ま し

た り,熱 く反論 を した りす るよ うな ,発
言 がつなが って い く姿 が多 く見 られ るよ

うになってい る。

基本的なバズでの学び方が明確になり,

パズで話 し合うことめょさを実感 してき
た生徒たちは,希 薄で |ま な

.し 寸,安 心して
話し合える温かな人間関係1の 中で

:意
欲的

かつ能動的に言語活動を行えるようにな
りつうありぅ伝え合う1カ を次第に身につ
けてきていると言つてよいだろう:

とい う本 研 究 の仮 説 は お お む ね支持 さ

れ た と言 え る。         「

5 成果と課題

○ 単元指 導計画に「 達成 目標」,「 生徒の

意識の流れ」二「バズの種類 とテーマ J,

「 学習 を支える基礎 0基 本Jを 位置付
けて授業 を仕組んだ ところ ,方 途が明
確 にな り,場 に応 じた指導援助を行 う
ことがで きるようになうた。また

‐
:生

徒の課題解決べの意識
1:ま

連続 し
｀
1見 通

しを持 ちて主体 的に学書 を深 め られ

るようになったL

バ ズテニマ を 目的や学習方法 を萌確
1に したもの,認 知面 ど態度画を踏 まえ

た果体的なものにすること:こ よって,

生徒にとってのバズ学習に必然性は
生まれ,意 見を意欲的iと 伝

:え

合えるよ
うにな^っ た。

言語 活 動 や 言語 操 作 の状 況 に応 じて

よさを認 め価値付 けた り,着 日 したい

言葉 や操 作 の示 唆 を与 え た りす る指

導援助 を行 うこ とによ り,生 徒 は 自信

を持 つて取 り組み ,話 し合 い も言語 の

活動 と して深 ま り,活 発 にな って きた。

O

○

以上 (1)(2)(3)の 結果 ,考 '察 か らt

互いの考えや力を発揮 じ合 し`T高 め

合 えるような
rバ

ズ学習 を効果的に取 り
入れ ,教 師 の適切 な指 導・援助 を行 え
ば、生徒に教科の基礎・基本が確実に定

着する。

一泉中国語 19-



○ リマダ∵にバズ学習の進め方を具体
的に指導し,メ ーンが―にも認知画二態

度面にわなる:評 価の視点を与え,継 続
的に指導した.こ とにより、生徒自身の
力で 主体 的 に課 題 追 究 がで きる よ う

になつて きた。    1  1

基 本 的 なバ ズで |の 学 ぴ1方 が 明確 にな

り,バ ズで話:し 合 うこ との よさを実感

して きた生徒 た ちは 温 か―な人 間 関係
の 中で意 欲‐的 に言 語活‐動を 行 え るよ

うにな り,伝 え合 う力 を身につけて き

た。            | |

▲ い くつか の教材 を総合 して作 成 す る

単元指 導 計 画 中 にお い ての ,「 つ け た
い力・生徒 の意識 0バ ズ学習活動の相
互の関連性 Jを さ らに明確 にする必要
があ る。     ■..=

▲ 生徒 にとつて必然性あ―る学習 とする
ために,ね らい と生徒の思‐い とが一体

になつた ところで課題設定 をヽする方法

.を さ らに工夫する必要がある。

▲ 机聞指導 によ り個の考 えを類型的 に
つか―む評価や ,タ

バズでの話 し合い状況

‐に即対応できるような援助 ,示 唆の与
え方を工夫する必要がある。

■ ,ィ ズヾ学習 を支える学び方に関 して |ま ,

さ らなる定着や向上の ためら継続 的
な指導 を重ね ,主 体的 に伝 え合い ,

個 々の言語の能 力 を高め合 えるよう
に ,信 頼関係に支えられた生徒の育成
を図 らねばな らない。

○

二泉中国語 20-





研 究 主 題

資料 警Jみ rt社会的なものの見方・考え方を深めながら、

1       自分なりの考えを持ち、追求できる謄静科指導 ″彦″オ

泉 小    社 会 科 部 .含   | :■ ‐
|‐

1

1。 主題設定の理由 3。 研究 内容

現代社会は、情報化や[軍 際fL、
‐環纂問

題な―ど|さ|ま ざまな1面 で:、 課‐題を抱たてい
る。41‐ 11社 会科1教 育では1.こ うしたさ|ま

IF島霧書,鷹異子を勇重曇t量雪票ア
「生||き る■ .1‐ として大切にされている。

子ども|が●社会科の学習の中で、主体

的に考え、1追 求できるようになるには t

資料や事象か ら問題を見つけだす力、課

題に対 し、さまざまな見方か ら物事をと

らえる力を併せ持てるようになることが

必要である。しかしこ泉小の子どもを見
ると与えられた課題に対してまじめに取
り組める子は多し`が、資料を分析し、見

通しを持うた学習をする力に、弱さがあ

る。そこで、事実を的確にイメ丁ジして

とらえることt資料を分析し、追求の見

通しか持せる'こ と、そして、自分の生き

方 に関わ つて、考 え を持 て る ことが大切

で あiる と考 え、本主題 を設定 した。

願 う子 ど もの姿

○ 自 ら課 題 を見 つ け 、解 決 で き る子

0資 料 や 事 象 か ら事 実 を見 つ け た り、 つ

な げ た り して 活 用 で き る子  .::
o社会的事象について多面的のと らえ考

察できる予        ・
○仲 間 と練 りあ い考 え を深 めれ る予

(1)学 び の よ さ を と らえ る子 供 理

解 の工‐夫   :
(2)自 ら学 び 、 学 び 合 う こ とので

き る学 習 活 動 の 工夫    :
(3)一 人 一 人 が 学 ぶ 喜 び を味 わ う

評 価 と指 導 援 助 の工 夫

23研究の便議

説 1・ 子供が興味 を持 つて 追求 し続 け

れ る単元構成 や学習 活動 の工夫 を

行 えば 自 ら課題 を見つ けt主 体 的

に取 り組 めるよ うにな る志

議2 資料の開発、資料の■え方の工
夫を行い、‐資料を読み取る力を在

ければ、ね らいに沿って資料を活

用できる子にな り、自分な りの考
|●えを持てる子に育つ。

説 3'1個 の願いを把握し、学びのよさ
:を 広げる指導援助や評価の工夫を

行えば他の見方や考え方に気付き

多面的な考察のできる子に育奎

①机列表やポー

びのよさをと

する

トフオリオ を使 うて 学

らえ 、子 ど も理 解 に徹

る評価

リオ による評価

①・ 地域 素材 を発掘 す るな ど主体 的 に

調 べ る ことがで き る単元構成 を開

発 す る           |
・ 課題 に沿 って 自 らま とめれ るよ う

な ワニクシー トの活用 の仕方 を考

え る。

② 一斉学 習やバ ズ学 習 な ど学習形態 の

工夫 を図 る。         |
③ 興 味 の持 て る資料 の開発 や 、1資 料 の

見方 の指導お よび提 示 の,仕 方|の 工未

を行 う     .    :

①・ 学び を 自覚 させ る評価

自己評価
.  :

相 互評価

教 師 に
1よ

ポ ■ トフォ

②学びに質を高め:る 指導援助

教師の言葉かけ

学びを助ける環境構成

轟 小 社会科 1-
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鱚鰈翼 鰺ゝ靱輔渉靡・彎麟隕

織ながら自分鍮馨蜀考え咆狩蒻
.:L魏

め量褥径農

鶏鸞導鬱飩験方

資料の見方 。読み力を深めゐた路に効果的なパズ

学習のあり方を捺つた。

6学年 単元  『源頼朝と鎌倉轟府Jよ り

戸‐耳平耳=干
二・一」

T]・

う予想が生まれた。また、N男は「華やかなのに

なぜこんなに勤騒になったんだろう。Jと疑間を

もらした。このような話し合しヽから、『武士の世

¢中と貴族の世の中はど鍮よ勢にちがうだろう」

という課題を設定することができた二
‐

量.評醤の場でのバズの鐘爾付け

単元を通し、毎時の学習内容や評価を入れぬポ

ートフォリオを準備した。これにより、学習の導

入時に本時の学習内容全確認でき、学習の経末で

は、本時の振攀返りをすると同時に、次時の学習

内容菱把握し、学習仰方向付け解できる。藤原道

長と貴族録くらしの璃鐙愛「
ごξよ、本時の振り返りで

F荘爾奎増やすことまま権力毯広げることだと思っ

てしヽたデ、最園を増やすことまこより、財産が増え

巻ことがわかった。Jなどバズにより伸間の意見

の良さや考え方の良奎を見つけることができた。

賛彗辞屯少 轟競農に集まる私讐轟(讐欝)

奈良時代●ころか争.貴緯や地方の難巖は,ぁれ地を薦ぃ

て私有地〔荘躍)を広げました。藤原醜 多くの人を使争て

あれ地を開こんいたり。地方の議藤た写から簿付徹豊朧 り
して私有地を広iム そこからばく大な収入竜えていました。

緩路おi4静 乾響ι/メ
・こオ過

話し合い峨場や、ふ鰯ぬ場でバズ学習を位置付け

為ことにより、自分と|は違つた見方や考え方を知

ると同時に自分鍮考えをよりしヽつそう深吟ること

ざできた1          ‐

効果的なパズ学習の位置付け

豊静鐵し癬いの議でや鐘爾付け

課題に対し、自分峨考え覆持つた後、

ことで自分だけの考えにとらわれず、

な見方、考え方ができる。
本時の属隣

バズを行う

より、多様

撃 習 活 動

絵資料 を具

体的に読む

ことができ

武士の や し

きの特色を

みつける こ

とがで きる

武士 と顆輌

麟 じ合い ,

熙題をみつ

ける。

資料  『武士のや しきJの検

このや しきの給 を見ても

ン トに書 こう。

鷲鷲なつ くり  蹴 を守 る工夫   戦いに締 える  組織え をして
=ヽ

る

・ 池がな い   。物 見構    ・ 武書の書1露   ・ 封 人を指示

・ 量様が違 う  ・ 零が ある  羹潟隔の奎織   ・ 来づ くりを大 暉

・ 貴族 と比べて  。円番が い薔         ・ 家の周 り 1ま たんぼ賛
ア
家理頴

:『
百1 轟んたニ

○資族憾       0な ぜ犠うのか     に住んでしヽるのか

どうなつたか                O Ff人 の生活lt?

るよ うになった事とつないで グルー プで雛題 をみつけよ うe

。この餞士たちがいた簿倉時ftは 。どん 資料「源覇輌の肖畿爾J

な翁ftだ つたのだろうか. 疑料 『餞倉の位餓』

・農民はどんな生活をしていたのだろうか。

・頼襲はどのようにして権力を持つてきたのだろうかt

If霞警督lξ tti轟 誓言尊桑篭宣島貫督F『懸たギ霙晉司
L=._L二 止 4,一 三 二 二 .____―

一
一 一 一 一 一 =― … … … =一 ― ‐

・

… … … …
JI

はじ玲に鎌倉時代仰武士の館の絵の資料から、個

々が見つけたことを発表した後、この単露での学

習課題を考えた。N書は「鐘倉時代の武士まこつしヽ

て考えようJと言う課題を作り、バズに臨んだ。

一人一人が自分鍛考えた藤題を発表す為中、K予

は、「平安とは違って、どうして朦倉は華やかで

はなしヽのだわう。Jとバズで発表した。すると、

R男は、K子の発言を聞き、「量族と武士は関係

あるのかななJ'とつぶやく。これ鉦より、グルー

プ内で、貴族と武士鍛闇係鍛気付き見られた。そ

して、貴族の政治から、武士鋤政治に移つたとしヽ

峰
・
町1た :プ ・タタくう■辛イだtf、 島ガfチモ瞥

聞ぜ llへ 鶴 す亀轟ふぅ予
:it警

撃拳ご孝了与

争守fr》 ィ・九七帰島 偽ヽJtt ttT A与 尋:J・

くす与時やk許 島占ガ∫ヾ ′す71奪 Il`

― 轟懸彎罐鯰 露一

警‐LAま0

今日|ま 、『武士織やしき』め論をもと:護 難倉時fヽの学習課驚を
つくります。
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社会科研究構想
<学校の:教育目標>

‐
倉 IJ造 ‐ 自 主 ‐ 協 同

研究内容 3 バズ学習を支える学び方の定着

◆社会的事象に対して意欲的に追究させ,社会的認識を深めさせるために:バ
ズ学習の進め方を含めた基本的な授業のあり方を究明していく。

<研 究 仮 説 >
互いの考えや力を発揮し合い,高め合えるようなバズ学習を効果的に取り入れ,教師の適切な

指導 。援助を行えば,生徒に教科の基礎 。基本が確実に定着する。

<全 校 研 究 主 題 >

<研 究 内 容 |>

研究内容 1 バズ学習を位置付けた指導計画の立案

◆社会的事象に対して意欲的に追究させ,社会的認識を深めさせるために,

効果的なバズの方法・場の設定を工夫していく。

研究内容2必然性のあるバズ学判峨轟り方の究明
◇社会的事象に対 して意欲的に追究させ ,社会的認識を深めさせるために ,

パズ学習を通 して、生徒を変容させるための手立てを究明する。   「
0事実をもとに生まれた学習課題の設定や,達成目標のはつきりしたバ

ズテーマによる探究バズを中心に行う。

・バズから生まれた生徒の提案をうとに,考えを深めたり広めたりでき~   
る学習活動を工夫していく。

1各グループが,自分たちな りの主張や問題提起ができるように,各グ

ルすプに応 じた指導・援助を工夫 していく。

個と集目を鍛えるバズ学習の究明
: 基礎・基本の確実な定着を目指 して

<社会科学習で願 う姿>
◎社会的事象に対して意欲的に追究でき,思考と認識を深める姿
0資料や事実を足場に,積極的に意見が出せ,相互作用で深め合える姿

<生徒の実態>
0社会的事象に対する興味・関心は高く,意欲的に自分の考えをi発表:す ることができる。

Oり ■ダ■,司会で全員が自分,考えを発表レ,考えを本げていく子とができる。
△資料や事実の意味を正確に理解しながら,思考と認識を広げていく力がやや弱い。
△仲商と自分あ考えあ違いをとらえ,ょ り真理に近づけていこうという高まりにやや欠けてい

る。

一泉中社会  1-
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1 研究の目的

(1)願う生徒の姿

「先生 ,発表 したい。」

と多
・
くの生徒が挙手 し,発言する授業。

「○○君の意見は,違 うと思う。わた し

は,000・ Jと 学習課題を解決するた

めに学級全員が一丸となって必死で取 り

組む授業 000。

こういう授業は簡単にできあがるもの

ではない。 しか.し 」1生徒を意図的に,1系

統的に指導してい けば,必 ず実現 してい

けるはずであるなでは,どのようにして

指導 していけばいいのだろうか。本稿は ,

それを目指 したバズ学習における社会科

部の研究実践の記録である。

社会科は,年号や人物など覚える

ことが多 くて,あ まりすきではあ り

ませんふ一生懸命やつても覚えられ

ません。どうしたらいいですか。

社会科が嫌い という生徒は ,上のよう

なことを言うことが多い。反対に,好 き

とい う生徒は ,発言も意欲的であるし、

新 しい こ とを知 るこ とがで きる

し,テ ス トでもす らす らと答えられ

る。社会は得意教科だ。

と答える。

2っ の文章からは,好 き嫌いは,覚え

られるか,ど うかにある。確かに F知識

・理解Jは社会科にとつて大切な要素で

ある。               |
しか し,そ れだけでは社会的事象に対

して:思考と認識を深めたことにならな

い。たとみ|ボ ,3月 、1｀8日 の新間に|「推
古天皇と息子の墓かJと いう見出しで,

横穴式石室 2基が出土 したことを報 じて

いた。この記事を見て生徒は,ど う考え

るだろうか。まず,こ の記事に対 して ,

最低限の飛鳥時代に関する知識・理解が

本切だ。 しか し,社会科でうけたい力と

して,も つと知 りたいという意欲・関心

を持たせたい し,新聞記事を読んで (資

料活用),ど うみるか (思考 0判断)と
いう過程へ進ませたいと願つている。

さ らにこう した姿を具体化,す るため

に,社会科部会では,研究構想図でも示

したように「社会科学習で願 う姿Jを 2

点設定 した。          |

4月 か ら系統的に取 り組んでい く中

で,生徒は少 しずつ変容 してきた。

中学生になって■番変わつたこと

は,発表が増えたことです。社会科

は覚えることが多 くていやだなと思

つていました。 しか し,「縄文時代

と弥生時代の違いはJ「長安はなぜ

国際的な大都市になったのだろう

かJな どの学習課翠 :|つ いて,嵐屍

鳥鼻主ゑL駄 (後略)

上の作文の_ の箇所に注目した

い。自分の意見を持ち、仲間の意見を取

りt入 れながら、新 しい自分の考えをつく

社嬌科翁研究実践

社会的事象に対 して意欲的に追

究でき,思考 と認識を深める姿

資料や事実を足場に,積極的に

意見が出せ ,相互作用で深め合

える姿

―泉中社会 2-



もそい そ■
1ど

(柚童
if4al用

)挙 |こ ようて ,I患

考 と認識 を深 めあ う姿が始 ま りうつあ

るL二人二人が学習課題に真剣 に取 り組

むことによって集団での深 ま りがあ り,

同時に「希薄な人間関係」を乗り越えた

「あたたかし`人間関係」に満ちた集団が

形成されれば,二人一人も大きく伸びて

いくと考えるよ=  :
こうした姿がt社会科における基礎・

基本を身につけた姿であると考え,1研究

実践に取 り組んできたな

(2)社会科:=お iナ る仮説  ・ 1  ‐

‐全校の研究仮説を受けて,社会科部で

は,授業を進あるながで,学級の中で「 わ

かる・わ
―
からない」「できる |:で きなしヽJ

の分裂
:を

克
1月

長し,基礎・基本を確実に定

着させるためにバズ学習を効果的に取 り

入れたこ

社会科におけるバズ学習は ,第 1に「 わ

かる」という本来は個人的なことをみん

なで学習 し,全員がわかつてい くとしヽち

方向
‐に進めること,第 2に学級内に「教

えあう」「学びあう」関係を多様に作 り
‐

出し,学習を支えあう集団を形成するこ

と,に極めセ着効である。パズ学書の基
本理念である「個人はよりよき集団を形
成 し,集 団はよ りよき個人を形成する」

を以下 の 3つ の研 究 内容で達成 してい

く。  1 
‐

‐    研究内容 1

バズ学書を位置付 :テた指導計画の立案

単元を見通 した指導計画を立案し,効
果的なバズの方法・場の設定を二夫して

いけば,生徒の思者と認識:ま段Fllを 追つ

て深まうていく。
.研究内容 2

必然性のあるパズ学習のあり方の究明

バズで深めたいという授業をしくみ ,

バズ学習を通 して,生徒を変容させるた

めの手立てを究IIXし ていけば,学級集団

か相互1作用で学び
:あ

:ち 集国人‐
と変蓉|し そ

し`く。      .      1     ::
研究内

:容 3  i:‐
パズ学習を支える学び方の定着

リーダー指導や資料の読み取 :り 方な

ど,バ ズ学習の進め方を含めた基本的な

授業のあ り方を究明 していけば:資料や

事実をもとに積極的に意見が出せるよう

になる。

2 研究内容  ::  1    
‐

研究内容 1

バズ学習を位置付‐けた指導計画の立案

(1)指 導計画に中心となる授業を設

定し1探究バズを中心に活用 してい

く。        |.‐ 1    ・■

1時 間 ごとの授業 を関連付けるため

に:単元構造図を作成 し,単元の目標 を

達成するための中心と
:な

る授業を設定す

る。その授業では
´
,単元の目標 に追るた

めに探究バズで学習課題を深めてし
'ヽ

ぐき・

(2)指 導計画の中に,社会科の 4う

の観点 (興味関心・思考判断 1資料活

用・知識理解 )と バズの種類を関連

させて位置付けていく。

指導計画のなかで,社会科の14つ の観

点を意図的に生徒に身にうけさせようと

考えれば,そ れに対 して効果的なプヽズの

種類が考えられるよ各種
1の パズを有効に

活用する
‐
ことによって基礎・基本が着実

に生徒に定着するよう工夫tて し` く。

導入や課題作 りの段階では,生徒め興

味関心を喚起するため,発見バズを使い |

単元で学んでい く内容をつかませる:資
料から事実を弓|き 出す資料活用の段階

'で

は,発見バズを使い,相互作用でより1多

くの事実を引き出す。資料か ら
―
引き出し

「

泉中社会 ‐3-



た事業|を 元に学習課翠‐に対 して考え:を1深 :

める思考判断の段階では,探究バズを使:

い,単元の目標に追る。■

(3)知識理解を図る補強バズを日常

1的 に取 り入れていく。

知識 0理解の確実な1定 着 を図るため

に,日 常の授業に補強バズを取 り入れ ,

相互作用で学習内容の確実な定着を目指

してい く。   :キ  1 ,|

● :■  ■研究内容 21‐  ■ |■ ∵

必然性のあるパズ学習のあ|り 方の究明

(1‐ )事実をもとに生まれた学習課題 |

の設定や ,達成 目標のはつきりした
｀

バズ ,テ ーマによる探究バズを中心

に行う。 .:        「 イ :

よ:り ,意.欲的な学習姿勢を生むために,

できる.限‐り生徒の思考を生か した学習課

題を設定する。1さ らに,1学習課題 とバズ

テ∵マを効果的に結びつけることによっ

て,意欲的な学習姿勢が生 まれキ基礎 l・
:

基本の確 実な定着を図る:こ と,を 目指すも
:

'(2)バ
ズか ら生 まれた生徒の提案を

.

もとに,考 えを深めた り広め・た りで

.き る学習活動を 工夫 して い く、。  ■

:生徒が必然性を持つてバズをおこなう 1

ために―,Iバズを進める段階で,自 分のグ

ル■プ内から出てきた問題や疑間を学級

全体に:提案する活動を取 り入れる。'それ

を受けて,班での意見を明確にしなけ:れ

ばならないので,考えをより深めていぐ:

ことができる。

:グ ルTプに応 じ,た 事旨導:,援助 を工夫

してい く,。       |‐
「

1■

すべての班が,自 分たちな りの主張や

問題提起ができるようにするために.■教 |

師の指導・援助を各グル∵プに系統的に

おこなう。_さ らに,学習 り‐ダ‐の指導|

や生徒相互の教えあいを組織 してい くこ

とによって学習内容を「より深めることが

できるようにしてい く‐も     ・ | |

研究内容 3 :・   11
バズ学習を支える学び方の定着■ ■ i‐

1∵
l

(1)バ ズの中で意見を引き出すため:

の指名 ・問い返 し・助言・評価‐がで

きるような リーダー指導を:学.年:に

応 じて段階的に行 う。

ブドズ学習を効
i果

的に進めるために,|リ

‐ダ∵に対 して 1:年'生 か ら「バズ学習の

目指す もの」 と「バズ学習の基本的な学

び1方 Jを 指導 し,学年に応 じて,系統的に

指導を重ねていく・6

(`2)資 料に対 して ,事実をもとに語

れるようにする。(関連 ・相違・発

見)    ::i‐    ‐

社会科における思考・認識を深めるた

めに,資料を活用する力を高める。資料

活用11の 発展1段濾:を
―
,学習:課題に関係する

ごとを読み取る (関連づけ),い くつか

の資料や事実の違いを明らかにする.(相

違 )メ」読|み 取つ′た事実か ら学習内容を深

めてい くための新 しい考えを生み出す

(発 見)の 3段階.と し,系統的に指導 じ

てりIく:。 資料活.用 |の 力:を つ tす て,し―ヽく―.こ と:

により,バズの活性化を図つてい く。

:(3)各 グルTプが,自 分たちなりの

主張や問題提起ができるように|:・各

二泉中社会
‐
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3 研究実践

研究内容 1   ‐

バズ学習を位置づ |ナた指導計画の立案

(1)指導計画に中心となる授業を設定

し,探究バズを中fか に活用 していく。

単元を学習するにあ た り,出 来事の羅

列的な学習ではな く,単元を構造的にと

らえることで 1つ の時代が理解できるよ
Iう

にした。構造的とは,単元を理解する

ために各単位時間を関わ らせることであ

る。それにより単元全体をとらえること

によって,一つ一つの社会的事象の認識
―を深めることができると考える。
1 

単元を構造的に構成する上で大切にし

たことは,単元に中心となる授業を設定

したことである。中心となる授業は,単
元のね らいにもつとも迫る時間であ り,

それまでの各単位時間は,そ こでの考え

づ くりための足場となる。

単元名「明治維新」
この単元で扱 う明治時代は ,国 を変え

る大改革が次 々に行われている。 また人

1物 も多く,生徒にとっては党えることが
'多

いという点でも敬遠する単元である。
そこで本単元では改革を立場の違いから
考え,それによってその改革の意味,時
代の様子を理解しようと考えた。

中心となる授業■のねらいは■民衆の
力の大きさと,大切さを理解する

「
ことが

|で きる。」である。そのねらいをより達
成するには,政府と民衆が,対立した社会
的事象が適する。そこで中

‐
′いとなる授業

では「地租改正1を扱うこと:と した。
.そ

の対立をより際たたせるために,単元の

前半で政府め立場から学が,後半でその

認識に疑間を投げかけ,‐もう二度考える
ことにした。  '    ‐

生徒は,第 4時の中心となる授業まで

|ま 政府の立場から考えた。そこでは
'

「諸改革は国にとつて必要だ6と て

もよい改革だ。J

「 これから日本はもうとよくなつて

い くと思う。J

と考える生徒が多 くみられた。

しかし第 4時の中心となる授業では ,

3%の地租が 2.5%に下げら、れた事実か

ら,政府以外の違う立場から考えて思考

を広げた。そ してさらに
'民

衆の力に目を

向け,自 分の考えを深めるために,バ ズ

テーマを「政府は農民の何に負けたのか」

とし,新たな資料「伊勢暴動Jを もとに

探究バズを行つた。初めは,た だ「農民

が一揆を起こしたか らだ。Jと いうもの

であつたが ,

「力で押さえられたのに1要求を聞い

たのは,農民が国を支える大事な存

在 と考えまた恐れていたからだ。J

「一撲の全国的な広が り,規律ある

行動にただならないものを感 じたか

らだ。」

と変化 し始めた。その後の感想は

「あんなに大切と,思 つていた改革も

民衆にとっては苦 しいものだつた。

それでも政府を動かす民衆の力は大

きいよやは り民衆が大切なんだな。

でも改革は国にとっては大切なもの

でもあつたと思う。そこが難 しい。J

というものであった。

改革を立場の違いからとらえるように

構造的に仕組み,各単位時間の学習を足

場として,第 4時の中心となる授業で新

中泉 中社会  5



たに考えづくりを行つた.。 探究バズでは
「地租の軽減」という社会的事象をより

深めて考えた。これにより,「 でも改革
は大切なものであったと思う。

`そ

こが難
しい。Jと の感想からわかるように,生
徒は自

`分
の考えを広|ず ,´ 深めることがで

きた。

(2)指導計画の中に、4うの目標とパ
ズの種類を関連させて位置付|ナていく。

「興味・ 関心」「 思考 :半J断」「資料活

用J「 知識 。理解 Jを 各単位時間のね ら

い:llあ わせ,そ のねらいを達成するため
に適したバズを次のがニジの単元構造図
にあるように考えたこ次は,第 1時の実
践である。

単元名「明治維新J

第 1時「新政府の成立J

、単乖●第1時でもあることから,単元
年、「興林・関心Jが持てるようにした。
ここでは「五箇条め御誓文」と「五傍の

掲示」を比べ,課題を生み出すために
^「発

見バズ」,を 用いた。ねらいは次である。

撃米諸国を意識 して近代国家を目指
|し

ていることに気づく|こ とができる。

「
=箇

‐朱|の響誓文Jと r=傍の掲示J

を比べて気づくことを問し`かけると

「言し`方が違 う。」

「世界から学ぼうと言っているのに

キリスト教はいけないなどと違う
ことを言つ,て いる。J

上L較することで特色がわかりやすくな

り,課題意識を弓Iき 出すことができると
考え,バズの種類を「発見バズJと し,

ノドズテ∵マを

矛盾しているところを見つけよう。

とした。        .   .「
ここでは,いっもは学習活動に参加で

きない生徒も1つは見つけること、カミでき
ていた。そして先:ほ どのバズテーマによ
り,班で発見がズを行った。

「話し合いで決めようと言つている
のに,訴えること―ができない。J.

という最初には気づかなかった新たな違
いも出され,た 。そして,学習課題を「な
ぜこのように違ぅ内容の:も のが出された
のか。」 と設定 し,班で考えた。班では

「理想的なことを言つているが,現
実にはゃはり農民などを押さえつけ

ようとしている。J   .、
「外国をまねようとしている。■11

という考えが出された。授業後の感想で
|ま

とあり,こ れからの単元学習についでの
,興味 :関心を持っ:こ とができた.。

このように各単位時間のねらいと4つ
の目標をあわせ,そ の目標を達成するの
il薄 したバイを行う■とで,各時間のね
らいを達成 し,そ の結果単元全体で全て

の力をつけることができた。と返ってきた。

‐泉中社会



単元指導計画

「単元あ由標L萌治最鳥の政策は1藪来rlj由 各自標として政府主導そ行ゎれ,た ものであるがt改革を支え
動かしたものは民衆の力であり、それが後の自由民権運動にうながうていうたことが理解できる。

一
 「単元導入前の生徒の意識J

外国や諸藩、民衆め力に'よ って幕府は倒れ、その後‐明治政府は急速に新しい国づくりを進めたが、
どんな改革をどんな目的で行つていつたのだろう。

単元を貫く
課題

第 1時「新 政府の成立J(興味・関心) 単元でつけた
○欧米諸国を意識して近代国家を目指 していることに気づくこと

.改革を進め
るものは何か

(知識 :理解)

○中央集権国家を目指 していることが理解でき
る。

天皇 rLrCI
一
集 をつくるため。

か、班で考えをまと峰よう |__【理解がメ■
欧米列国に肩を並べるためには封建的な存 |

○欧米諸国と対等になるための改革であることが

三__獲整L聖茎整量鰹釧II違轟豪1__

l fttt「音鍬臭警壌譲筆懲琴奮警言彗通な。|

|_…たるi盆食1_二二二三二1_1……三二:__=二二_,」

できる。

い力

国の改革につい

て、国|と 民衆の立

場か ら考えること
ができる力

鋪
こと
で1鶴醸難雛烏晨

1方針を変えさせるな |

|んて、民衆の力はと|

|て も大きい存在だつ
|

|……たんだ拠。_」___J

理解できる。

・ 民

:
12つのものは矛盾している。方向があまり決まつていない

|

|ようだがさ_二れか。■どんな改三菱資■て_セ Lくのだ_ろう9__|

第 2時「中央集権国家の形成」 第 3時「政府による改革J(知識・理解 )

第 4時「地租改正」(本時 ) (思考・判断)

○農

一揆 つたから でも軍隊です
このころは、まだ財政は苦しかつた。収入が増えたからだ。

～わからないん 探究バズ

規模も大きく、破壊的で:まない行動をしている。・政府の役人たちが民衆の力を恐れている。

○士族は政府に
第 躊
ほ

「士族の反乱J(思考 半J断 )

士族の不満は、
D西郷のように政府にとって気になる存在力ぶいては改革が進められないからだ。
___ 士族はこめ後どう|な ■てしヽく―め,か p」Iで まとめょぅ __鯉綴がバ1___二 1_:

農民の要求は受け入れたけれど、士族の要求は受け入れなかつたんだな。政府に
|

富国薩戻両更面
「
覆マ薫百金が必要だちた。

税収を減らさなぃために3%は必要だった。

「単元終了時の生徒の意識」
'政府の行った改革は、欧米列強に負けない国家にするために天皇中心の国にし、富

国強兵をスローガンとして産業、軍備を整えた。改革の進め方は、封建時代の勢力を
排除し、民衆の力によって動いたものであつた。

‐泉 中社会
‐
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亀基翼慧賢彗こ二J理雲:軍
― くことにょり

.:この1学級の1学期におけ
‐       ' | ―:::  . | 

´
:

る単元テストの得点で以下のようにな結 .1

社会科部会では,「探究バズJを 中lい に  果が得 られた。

した研究を行つてきたが,「基礎・基本  ↑.1「 ,1神翠1'肴野半元テスト  :

.:|,鳥轟::1違1轟あ壷1暑i甚 :菖
|:1驀1轟

‐
‐:で1

ズを日常的に取り入れていく。
■

「         チ

          ‐  1 ‐   111:  ・・

1 の確実な定着」ということを考えたと;き 11

前時までの学習の振り返りも大切にして ::

:い く1必要があると考えた:■    1.:
そこで ,各学級の社:会

科係を活用して ,

学習開始後 5分間の「補強ノヽ /ii」 を仕組ん

できた。具体的には,1前時の学習に関わ

つたバズテーマやプリントを,社会科係 '

が挨拶後に提示し,生活班ごとにバズを
■使つた復習を行うというものである古

^1下,資料事
‐
,2年等のあ1学繰|1用

||や■警や19rlをゃ:11'“
:今

奪等
=|ゆた

頃は手書きでちポイントも多少ずれてぃ,

るようなものであつたがII回を重ねるう

ちに(■‐学期で 12枚のプリントを準備)

1自分めラニプロを使うそナリシトを用意
‐

し,内容的にも知識だけの振り返りから,

時代の流れや思考・判断を要求するもの

になっていった。 |   :

単元名 近畿 関東

全体平均 128.8 125,0 117.3

X組平均 138.8 139:1 125.4

歴史的分野単元テス ト

単元名 欧州の発展 日本の開国

全体平均 133,7 138.3

X組平均 134。 1 141。 0

※表裏の合計得点  ‐

また,「 補強バズ」を取 り入れた取 り

「組みについて,学級の他の生徒が,次の

1よ うな班ノー 卜́を書いてきtた 。  |

私は,今年になって社会をがんぱ

っています。ノー トの使い方や予習

をしつかりやるようになって,授業
中の挙手も少 しずつできるようにな

りました。 (中 略 )

それから,Y子さんが毎時間作つ

てくれる「復習プリント」もうれしい

です。っいつい忘れてしまうような

ことも,こ のプリントで振りかえり

ができます。班で教え合うので,前 |

の時FHlの 勉強も思い出します。Yさ

んに感謝 !

11  (後 略)・   _.■ l

87―泉中社会‐l

復 1習 プ ウン ト ニ
“
7:‐ il

問11岩倉 具視を中心とした「岩倉使節園J:ヰ、(    I
イかけて海外を回つたふ不平等条約は改正幸れなかったが、

‐ 1    ),輝綺Jだ撃■や1    )を学ず,勢な,

0政治に役立てていつた.

問 2、 く   )や (    )の廃止などに不満をもつた士

)を起乱た。

lil餞五凛     |
:れ ?ξ

驚竜桜叩111
|

‐     . |    : ・ハ:   ●: . 1



研究内容 2     .:
‐必然機0,ある.バズ学習.0あ り方の究明

|{1,学 習課題■パポテT了 とを効果的
:二 1年翼連づ:す ていく。 .

年度当初よリバズ学習を進めるにあた

つても学習課題とバズテーマをいかに結

‐びつけたら、より意欲的な学習姿勢が生

まれ■基礎マ.基本0確実な定着が図れる

.か、1実践してきた。まだまだ試行錯誤の

撃階であるが1熱下にその実践,一端を

4‐ 導ヽ登■・         1
.① 学習課題とバズテ,マ  ‐

1社会科の基本的な学習の流れは以下の

■ようであうol● :  :

○資料提示 (疑問‐発見の生み出し)

*バズ学習を導入する場合あり

=_|.lF発見バズ』二‐
↓ た

○課題設定 :(課題の生み出し)1
‐  ↓

0個人追究 く考えの生み出し)

|.尋  ・ :|‐  ■ 1

0バズ学習 《自信の生み出し)

.1     ‐
.   ‐二 三 J圏 壼 』 量 菫』 璽 LttCLL_|   ‐        i

尋 ,    |               .

10全体追究く思考0深まりや高まり

._   ,o,生 み串し)

幸バズ学習 (発展0年み出し)

..|  「探究′ヽ:ズ J

‐    ↓      |    ‐

‐0ま とめ (学習内容のi定着の生み出
_  . し)

.■ バズ学習を導入す登`場合あり

I理解rtズ J

上記の流れ のよ うに、できるだけ生徒

,:尋帝■牛かしみ誉習課題を設定し、課
題追究意欲を喚起してきた。その後、個

へ追究亀気事鷲)イ:イ学習にネつ丁いPた
が■学翼1議翠

=バ
ズ言丁マ関攣において

次の3つのパタァンに類刑事‐れることが

わかった。
パタマン 1

学習課題とバボテーマが同下り |`'

讐奪挙下に漆べ,■ :| . 二|::|
9ギータ∵ン1 「‐軍

「
キ. ‐■‐  |

・題材:聖徳太子の政治 ‐1‐

.,(,1‐ 年歴史的分野 )

・鷲甲:碁

奮II二譲覆F毒百:尋‐5言
:課:題と 同ず

「具体的なバズテ∵マ」

,(認知面,み)1.1‐
大会の改新 (1年歴史的分野〉

「蘇我氏を滅ばした後 もどうし

て こんなに都 を遷 .し ているoだ
ろうJ .     :

・バズテT了 i.「蒸皐中1ぃ ,甲ブゞりに

は、ど―みな書労があうみ91だろ

:    :ラ 1‐  _1  ■   ‐ ||.
0パターン3 F具体綺なバズテ∵マ」

..(認知面と態度爾).

・題賛 ::琴本の国内 〔警午事翼甲

'野

)

。課題 :「老中忠邦は、国内外.と も苦し

い時に、ぜのような改革.を 行な

つたのだろうJ

。バズテーマ :「 このことから何がわか

うJ

・バズテ∵マ

○パタ∵ン12

・ 題材 :

・ 課題 :

学習課題を通究するため,具体的な

パズテーマで認知面のみを重視した

も母     ..    .

貢琵諄雷奪奪襲姦畠1墓異暑奮雲彗
を重視したもの,.‐ ‐ . ■、

―泉中社会 9-



るのか、誰 もが考えをもてるよ
|=.■ :ぃ

た
|し

'よ ぅJ ・
    ・

1 社会科では、各授業の重点 目標を位置

:轟諄そぃるよ
―
をれは以

~Fめ
ようそある。

0興味関心を高める授業■単元に対

する興味関心を高め、単元を貫く1課
題を設定する授業.主に単元の

導入時に位置付ける。

0資料活in能力を高める授業→資料

の活用を中心にした授業。主に思
l・

考判断を高める授業の前時に位置
‐
付ける:   |

0思考判断を高める授業‐見方や考

え方を深めたりt高めたりする機

業。主に単元の中心 となる授業に

位置付ける。また、人物の生き方
.に

追る授業に位置付ける。

O理解を高める授業■基本的な知識

を理解する授業:単元に適時位置

付ける:  ‐

.こ
の 4つ の重点 目標の窓か らニパタ轟

ン 1～ 3の授業をみてみると、次のよう

になる。

Oパ ターン 1二患:考判断を高める授業

0パ タ
ー
ー ン 2→思考判断を高める数業

0パ タ
ニン 3■資料活用能力を高める授

・
 1   1業 ‐.

③実践結果

以上のことか ら考えると各授業のパズ

の様子か ら次の結果が得 られた。

Oパタニン 1の思考判断を高める授業に

おいては、課題がかな り具体化 されて

お り=バズテニ マでも十分に適用する

た蓉で'あ ったt'息考判断の授業では、
‐かなり鏡角的な学習課題を設定

:す るこ
とが多いので1バズチーマと同二で深
まうた。 <バズの様手>

Cri:‐矢手はし、なぃろな政崇を考え
|

ているか らこんな強気の手紙を送 i

つた と思 う。    1■
~111

C21でも縮手は夫帝菌あ磨な'め に
やつばり不思議だ。

わかうた。太陽が鼻る景め国
という意味もあるんじゃない
のかな。

C41.う ん、それな ら納得できる。

0パ タニン2の思考判断を高める授業に
おいては.学習課題が今二歩抽象的で
あった。また、1バ ズ学習を全体追究後
に置付けt夫響天皇の立場に立た薔、
国を早急にまとめ上げなければいけな
い気持ちまで追るという発展までを目
指した。

iこ
めことから、全体通究後の

バズテーマは、学習課題をさらに発展
させたものが道切であった。

<バズの様子>‐
「 `

Cl:豪 族の勢力‐から逃れたいと、

天皇は必死だったんだ。

C2:こ こまでしても天皇中心の国
づくりを目指していたんだ:

◎パターン 3の資料活用能力を高める授

業においては、どうしても能力差が学

習姿勢にあらわれて くる。絵図資料だ

けでなく、年表や統計グラフなど抵抗

がある生徒も多い:ま た、社会科特有
の難語に対しての抵抗も大きい。そこ

で、学習課題をさら
iた

具体化 した認知

面のテーマと態度面のテ‐マも含めた
バズテーマを設定することでゝ誰もが

資料を活用できるようにした:.こ のこ
とか ら、能力差が出る授業 にお いては

態度商も含めたパズ■■ヤが効果的で
あった.

<バズの様子>  ‐・

‐‐―― ―-1‐ ‐̈__… ……………・ ―ヽ ‐― ――
― 一 ‐

―
i_二 _=二 ::::=二 il._11_______

Cl.:ぼくはどうしても考えが持て
・  'ない。   1 ■  '.'‐

C2:私の考えを聞いてみて:何か
‐1:ヒントになるかも11しれないよ

`

0-―泉中社会  1
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12}バ ズか ら生まれた生徒の提案をも

とに,考 えを深めたり広ぬたりで

きる学習活動を工夫していく。

単元名「平和主義 と国際社会』

(公 民的分野 )

題材名「国際社会 と核兵器 J

生徒が必然性 をもってバズを行 うため

に,班 が学級 に意見提案す る活動を取 り

入れた。学級共通の課題 について班でバ

ズを行 う際に,班 の意見を学級 に提案す

ることをバズテーマに入れ′る。 このこと

によって,班 での意見の違いや共通点を

より明確にす る必要性1が 生まれ るように

した。また,班 としての意見提案である

ので,誰 が どの意見を主張するか,司 会

は誰が行 うか,な どの役割分担 を決め ,

協力す ることにもなると考えた :

本題材では,ま ず,歴史の学習での原

爆 についての内容の確認や非核三原則 に

ついて理解 した。

次に,世界に核兵器が どれだけ存在す

るか発問 した。いくつかの予想 を出し合

つた後,資料によって約 4万発の核兵器

が存在す ることを確認 した。

竹 して,そ の多 さへの驚きや疑問か ら

課題 を設定 し,そ の後バズテーマを設定

した。

がズテ∵マを設定す る前には ,資 料「核

保有国(4カ 国),非核保有国(5カ 国)そ れ

ぞれの言い分 Jを 提示 し,納 得できる意見 ,

納得できない意見を個人でまとめた。そ

の上でバズ(7分間)を 行った。

バパの 目標が意見提案できるよ うにす

ることであるので,班 で無理に意見をま

とめるのではな く,意見の共通点・相違

点を明確 にす る机問才旨導を留意 した。具

課 題 : なぜ 14万 発 もの核兵器 が

存在す るのか。

バズテTマ (探究 バズ ):

(核 保有国・ 非核保有国の うち ,

どの国の意見が納得 で きるか )班 の

共通 の意見 と異 なる意 見 をま とめ :

提案で きるよ うに しよ うこ

体的 には,次 の ょ ぅな手順で話 し合 いを

進 めることを指導 した。

まず ,核兵器容認派か否認派か立場 を

決め るよ うにす る。 そ して ,そ れ ぞれ の

立場 の どの国の どんな意見 に納得 したか

を明 らかにす る。 さらに,なぜ ,納得 で

きるのか理 由を言 う。それ を班長 ,も し

くは記録者 が メモす る。 その後 ,司会者

や意見の主張者 を決 める。

黙上の机 間指導 を しなが ら,各班 の意

見の対 立状況 を把握 してい った。バズに

お ける意見の対 立は,概算 で次の よ うで

あった。

<班 での 意 見 対 立 の 状 況 >
(6学級 の概 算 D l学 級 8班 ,1班 :

4～ 5人 )

・全員が核兵器を否認 :1～ 3班
口全員が核兵器を容認 :0～ 1班

・意見が対立    :4～ 7班

事前 に予想 され た通 り, どの学級 にお

いて も半数 以上の班 で意見 の対立が見 ら

れた。 もちろん意見の対 立 には, 2対 2

か ら 1対 4ま での差 はあ る。 ただ ,どの

対立の状況 において も,お 互いの意見 を

よく聞き合 う姿が多 く見 られ た。少数派

の意見 が言 いに くい状況 になった り,強

―泉中社会  11-



ぃ主張をもつている生徒の意見|1夢 9意

見がまLま ったり:と いうことはほとん

ど見 られなかつた。バズテ~マ が,班で

の意見を他の班に提案す ることであるの

で,理 由の違いに着 目す ることができて

いた。例えば,ロ シアは,「核暴器を持つ

てはいけないと規定した国際法がないか

ら,核兵幕を持らことに1ま 問題ない。」と

いう意見であった。1国 際法を大切にする

視点からこれに納得する意見に対し,国

際法のある ,な いの問題ではない,と す

る意見など,解釈の仕方の違いを具体的

にする様子が見られた。

これ に よつて,感覚的に,あ る国の意

見 に納得 で きる 。で きない としていた生

徒が,具体的な理由をもつ様子が見られ

た。竹して,こ のような生徒は,班提案

を受け持つことに積極的であつた。

'ヾ

ズの後 ,班 ご との意 見状況の差 を知

らせ た。 自分たちの班 とは対 立状況が大

き く違 う班 もあるこ とを知 るこ とに よつ

て,学級での意見交流に意欲 をもつ生徒

の姿が多 く見 られた。提案 をす る班には ,

意見対立が半々である所を意図的に指名

す るようにした。    ,
以下は,あ―る学級での言見帰案と話し

合しヽの様子である。

<話 し合いの様子>
提 案 III :提

核兵器否認派 :A
核兵器容認派 IB

提 1 ぼくたちの班では,ア メリカ

の意見に納得できる人 とできな

い人で,2対 2に 分かれました。

(そ れぞれの理由もこの後述ベ

た )

提 :他 の班の人たちは ,ど うですか。

撰::

.ぼ
くた ちの班で は,全員 アメ

リカの言 い分 に納得 で きない意

見で した。核の力で平和を守る

ことは,結 局,平和でない と思

う。 (同 じような意見が-2,‐ 3続

いた。)

アメ リカの意見に納得できな

い意見がい くつか出ま したが ,

納 得 で き る意 見 の人 はい ます

か。

日本 はア メ リカに守 られ てい

る よ うな もので,ア メ リカが核

を持 ってい なか つた ら,日 本 も

ね らわれ た り,お どされた りす

るか ら無 くせ ない。

(同 じよ うな意 見 が 2, 3続 い

た。 )

でも,核 兵器 によつて世界が

破滅す る苛能性があるか ら,日

本の平不日も結局危なくなる。

B: 核兵器 を一度に無 くす ことは

無理 ,現実的に減 らしてい くに

は,核 兵器で平和 を守 りなが ら

努力 していつた方がいい。

班提案による話 し合いの時間 |ま ,ど の

のクラスにおいても約 20分 間 とつた。

話 し合いは,生徒の司会によつて時間い

っぱい続いた。

最初は:4単 純な平和論・防衛論であつ

たが,徐 々に 「どうしていけばよいか。J

と,い う視点が生まれてきた。核兵器容

認派・否認派 どちらにしても:核兵番を

無 くしていく願いは同じであり,そ の方

法が違 うとい う視点で話 し合いが進んだ

ことに,認識
:め

深まりが見られたこ

A:

B:

A:

一泉中社会 12-



(3)自 分たちの考えが持てるよう ,

バズ中の教師の指導・援助を正夫じ

ていく。

生徒が意欲を持つて追究できるような

課題を設定 し,達成目標のはもきりとし

たバズテーマを設定すれば,教師の役害J

が終了するわけではない。どの班もが自

分たちなりの主張や問題提起ができるよ

うにするためには,バズ中の教師の働き

か11ナが必要=と
:な って くる:|   ■ |

社傘科部含では,1'下ズ中の話し合いの

様子をうがみ:ギズめ1機能がより
'高
まる

ように次のょうな1指導 1援助|を 考えた。

① 考えが持てなLl生徒への援助

■攀岬が直接説明をしたり.:聞 き出

111し た|り |す るのではなぐi班のリーダ

|■や社会科が得意な生徒から声をか
|けさせる。

⑫ lよ い考えを班内へ広める援助

個人追究での生徒のよい考えをバ

ズの中で活かす場合 ,「 よさJを他

の生徒鋤考えとの違いや着目点で示

す。りl――ダーの力が及ばない場合に ,

教師が話 し合いの仕方を示す。

9 着眼点を他の班に広める援助

班内の意見が対立せず広がりが得

られない場合や,資料の読み取 りが

画―的で深まりが得 られない場合に

はルできている班の着眼点を他の班

に意図的に広めていく。

① 考えが持てない生徒への援助

昨年までの授業では,資料の読み取 り

ができない生徒や考えを持てない生徒ヘ

の働きかけとして,教師自らが説明して

しまう場合が多かった。 しかし,生徒の

反応は「私はできないJと感 じて しまつた

り,受身的で自分で考えようとしない場

合が多 くなってしまつていた。
1今

年度になって,社会科部会で話 し合

い,バズにおける生徒同士の教え合いを

重視 し,教師が直接教えるのではなく,

リーダーや社会科を得意とする生徒に説

明を依頼するようJ齢掛けることにした。

生徒同士の信頼関係ができていくにした

がつて,理解できない場合には「分から

ない」と説明を求めたり,「 これはどうい

うこと?Jと さらに発展 してたずねる姿

が見られるようになってきた。

② よい考えを班内へ広める援助

個人追究の段階で,せっかくよい考え

を持つていても,班内でその意見が活か

されない場合が出てきて しまう。こうし

た時に,教師自身がリーダーの代わ りを

務めるのである。

この援助は,班やリーダーの成長と共

に少なくなっていく傾向がある。教科担

任が絶えずバズの話 し合いの仕方を指導

していくことは困難である。やり方を学

んでい くと,「 ○○さんの意見みんなと

違うね」「みんなでその考えを発表 しよ

うJと いうリーダーの声が多くなり,「や

つてみせる」ことで,パズは次第に活発

になってきた。

③ 着眼点を他の班に広める援助

バズの後全体追究を行うため,教師が

事前に広めるという意図は,前述のよう

な場合に限られる。バズが形式的な交流

にならないようにしたいという願いによ

ると言つてヵ良い。

こうした指導・援助を行つていくこと

で,バズを意見交流の場とするばかリーで
なく,更に違つた考えを生み出‐していく

‐

場と|し ていこうとする班が表われてき

た61ま だこの資料からむ考えがないね。

みん:な で考えようJという話し合いが,

少しずつできるようになってきた。

―泉中社会  13-
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◆班内で どうして も解決できなかっ

た ら、先生に助けを求める。

<資料図> 「班 のつ くり方」

④ 実践結果
。「バズ学習の目指す ものJに ついては

社会科 ノー トのまとめの感想欄に次の

ように書いてくる生徒が出てきた:

0今 日のパズ学習で、△△着がわか

らなくて困つていたのでtぼくの

考えを言ったら、 ‐
「そうか:わか

つた。Jと 言ってくれたので1と
てもうれしかった。    .

0バズ学習をやっためでt全体追究
の時、自信を持って挙手できまし

た。       |
〇バズの時は、緊張 しないで、‐気楽

にみんなと話せるのでいいとt思
,い ました。

O最初はわからなくて、:恥ずかしか
つたけど、みんなに聞いたらとて
も親切に教えて くれたので、す ご

くうれ しかったです。

③生徒の意識の中には、バズ学習は自分
|や伸問 (集団)を 育てるものだという
=意

識が芽生えつつある。

③バズの体形になつたり、元の位置に戻
した0する時間が徐々に短くなってき

、た。

③ り‐ダーの司会進行 lt、 輸番法が中心
であるが、中には指名法や自由会話法
ができる班も出てきた。 |  :

◎適時に評価活動を繰 り返すことによっ

て.:バズ学習に対する意識が高まうて

きた。

ー -

- ―

<5'人班>        人班>

率黒板に

背申を

向けな

いよう

に配慮

したし

② ,実践の場| ・11i●  1■  ■|‐  ‐

1授業オリエンテ■:シ ヨンの時間 ■
|■ 日々 0授業時間  : |

11  基11
「バズ学習の目指すものJを生徒が実

感できるように指導する。

1授業展開,実際,場面で、「バズの基

本的な学び方」について繰 り返し丁寧
に指導する。        |‐

・ 事前にリーダーを集め、リーダ∵指導
をする。

・ 評価を大切にする。

一泉中社会  15-
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<2学年の実践>     ‐

1学年では ,‐ がズ学習の意義 と基本的

な進め方を学んできた。 2年生では,深
まりのある学び合いのために リァダ‐を

育成す るこ,と に目を向け,継続的なリー

ダ∵指導を行うこととした。

現在の 2年生は,学習意欲があ りなが

らも,学び方がわからず自分の考えを持

てない生徒 ,ま た自分の考えや,仲間の

考えにっいて自分の考えを述べることの

苦手な生徒が多い。そこで 2年生の リー

ダ∵指導では ,

・班全員が考えを持つことができる

ようにすること
,班 の伸間の考えをつなげること

をねらいにしてきた。それは語 りあい ,

教えあうことが「集団としての意識を高

めるJ:こ とになり,そ の人間関係―の深ま

りによって伸FH3と の関わり合いが生まれ ,

話 し合いに深まりが生まれると考えたの

である。しかし,自 分の考えを語ること

には意欲・表現の仕方において個人差が

ある。そこで仲間と仲間をつな ぐ存在が

必要となるo班 におぃ.て
―はその役割を果

たす存在が班長であ―る。そんな願いから

授業はもちろん,学級での話 し合い,帰
りの合の生活バズで二班長に指導を行ち

てきたこり■ダーによるバズの進め:方 と

して

①根拠を確かめる。

②伸間の考えについて他の仲間に問
‐いかiす る。 1 ■     |
③全員が考えを持てるように教え合
い.を 仕組む。

④共通 相ヽ違 。課題 (疑‐Fntl):を
―
明ら

かにする6. ‐1  ■

4つ 目については班長の力にも個人差

があるため,全てには要求できない。そ

のような班では教師がその役割 を果た し

ている。

ある学級のリーダー (班長).N‐男君は,

1学期の初めlま バズで司会を行っても,

ず人一人に向かって

「 それじゃ、自分の考えを言つて く

ださい。」

と言い,意見がな くてもそのまま進め ,

全員が言い終わるとそのまま黙っている

1状態であった。そこ|で 意‐識的にそ
―
の班に

,つ くtと を多 くし,と きにIま り∵ダーと

な りN男君に進め方を示 していった。今

では,              |

F(伸間の意見について)何でそう

思つたの。」     |‐
「 K男 さんの意見にういてU子 さん

はどう思いますか。」

「 K子 さん、 T男 くんに教えてあげ

て・ください。J     I :| |

継続的な指導により,‐ 3う 目まではで

きるようになってきた。それによもてま

だ十分とは言えないが:教え合いができ

たり,仲間の考えと関わらせながら自分

の考えを広げ深められる生徒が増えてき

ている。           `

16

とまで言えるようになってき:た 。
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社 会 科 部

第 ■ 学 年 舞 轟 2袋 詳 年 第 3学 年

目
指

す
生
徒

の
姿

0気軽 に班の仲間に語 り

,かけることができる。
○明るく素直に班の仲間

と話すことができる。

○わか らないことがわか
らないと言うことがで
きる。

O自 分の考えをもってバ

ズ学習に参加しようと

することができる。

◎課題を的確に提え、 Fnt

題 としていくことがで
きる。

◎考えのちがいに気づき

問題 としていくことが
できる。

◎自分の考えを仲間の考
えと比べなが ら、バズ

学習に参加しようとす
ることができる。

◎多様な見方や考え方が:できる。
③相手の立場に応じた話

ができる。
③効率的なバズ学習を追

究することができる。
③さらによい考えはない

かと追究することがで
きる。

O自 分たちでバズテーマ
をつくり出すことがで
きる。

リ
ー
ダ

ー

の
は

た

ら

き

か
け

○何を話 し合 うのかを 1ま

っきりさ‐せることがで
きる。

こ「～について話 し合い
1 ましょう」
。「見つけたことやわか
らないことを出し合っ
てみましょう」

■ 「もう他の考えはあり
ませんか」

・ 「～さんの考えについ

て、あなたはどう思い

ますかJ

◎班内の考えを整理 しな
が ら、考えのちがいを
明確にすることができ
る。

・ 「まとめると2つの考
えにわかれました。も
う少 し考えてみましょ
うJ

・ 「あなたの立場はどち
らですか。理由をつけ
て説明してください」

0多様な考え方を出させ
仲間の立場に応 じた機
きかけができる。

・ 「他にいろいろな考え
方や見方はありません
か」 |

・ 「このことについても
う下度考えてみてくだ
さい」   ‐

。「もっとよい考え方は
ありませんか」

仲

間

の
反
応

0班の全.員 が気楽に話す む

ことができる。
・ 「～だと思うけど、ど

うですか」
。「

～
だと思います。理

由は～だからです」
・ 「私も△君と同じで～

ですJ   ‐
0「 こ:こ まではわかるけ
ど、ここからわかりま
せん」

・ 「△さんの～がわかり
ません。.も う∵度説明
してください」

◎ 自分の考えを仲間の考
えと対比して話す こと
ができる。

・ 「△さんは～と言った
けど、私は～と思いま
すJ I      ‐

・ 「△さんは～と言った
けど、どうしてそう言
えるのですか」

。「ぼくはことが△さん
とちがうけど、どうで
すか」  ‐

◆「ぼくはここが問題だ
と思いますが1ど うで
すか」

‐

③相手の立場に立って、
説得力のあるパズ学習
ができる。

③相手の考えに共感でき
るところはあいづちを
うつたり、相手の考え
に疑間を持つたところ
は問い返したりなど、
反応しながら闘くこと
ができる。

③相手の立場に立って話
ができる。

。「△さんの考えはよく
わかるけど、ここは～
と考えた方がもっとい
いと思います』

―泉中社会 17-



1響事「警i平ギレF'1毒琴守|キ 1手 蓄■
・ るよう!=す る。(間違 自相違 臓発見 )

単元名『人権 を守 る社会 をめ ざして』

鐘材亀『由曲権1   (公 良的分野)

バズによって,意見の共感や 1深 ま り:を

自覚す るためには :‐個々が足場 となる意

見を もつていることが必要である。そ し

て「 それが明確であるほど,バ ズでの比

較 を行いやす くなる
・:し か し,新 しい人

間関係の中では,個 の意見をはっき りと

表現することは難 しい。また,足 場 とな

る意見をう くる力には,個 人差が大きい

ことも多い。主張の強弱の差が,バズを

進める上での障害になること―もある (参

加率の偏 りな ど)。  そこ|で ,バ ズを支え

る手立て として,4次 のことを考えた :

<バズを支える手立て>    ‐

:意 見を選択する資料 を用意する。
自身近な事実 を根拠に、ヽ意見を 分類

するバズテーマを設:定 するL

本単元では,自 由権 について考 えるた

めに,資 料「ちがいの ちがい」を提示 した。

資料 をも とに,ま ず ,個 人で「あって い

い違いJと「あ■てはならない違い」にわ
:

資料  「ちがいのちがい』 (一 部 )

A
‐先 生 は パ ー マ を か け て よ い

が ,1生 徒 はか けてはい けない。

麟

'Sレ ス トランに Iよ スニ ツを着
′
ている人は入れ るが ジーバ ンで
1ま 入れない。|

機

'習
熱別クラスで数学の得意な

Aさ―ん |ま 入試問題を
―
解 いてい る

が,苦 手な Bさ ん |ま 基礎問題.1を

解いている.

けた。 2つ に分けることは,全ての生徒

が比較的容易に行 う.こ とができた。

|そ の後,次 のバズテこマを設定 した。

<バズテーマ >(探究バズ )

(「 ちがぃめちがぃ1の分け方I主 つ

いて)共 通する:意 見と異なる意見に

分け,提案できるようにしようt

.班の中で意見を分類するテーマである。

意見の対立や焦点化より,個 々の理由を

大切にする|と を指導しな。以下
'ま

,あ
る班の、バズーの事例である,:

<バズにおける意見の例 >   ‐

・背広だ と入れて,ジーパ ンでは入

れない レス トラン は,あ ってはな

らない違い:差別 :

0き ちん とした雰囲気で食べたい人

が集 まって くるので,|そ れ を―守 る

ためにはあっていい違い。
‐
区別。

・教師はパーマをかけていいのに ,

生徒 |ま 禁止 とい うのは,お か しい。

・学校の校員Jと して決1ま ってい
.る

の
'な

ら守るべき。     1

意見を分類す ることがバズの 目標であ

ぅので,気軽に1分 ?立 .場 を言 れ|る 生徒

がほとん どであったらまた,資料の内容

が身近なものであるので:自 分の考えを

具体的に話せ
.る

生徒が多 く,「 何 となく」

や 「どっちでもいし`」 といった意見はほ

|と ん ど見 られなかったこ
―

|´

'そ してし
′
話 し答ぃ を進

:め
る■で ,区別

と差別 ,何 が 自由で何が 自由ではないか ,

とい うことに論点が焦点化 していき,本
時意 図 していた課題 (「 憲法では ,ど のよ

うに 自由が認め られているのか。」かの意

識 の高ま りが見 られ た。

―泉中 社会 18-



4 考察   ・ | ・1

‐冒頭で掲 |ずた ,|「願 う生徒の姿
‐
」の中

で示 した生徒の実態が,こ れまでに述べ

てきたような実践を積み重ねる中で,以
下のように変容 してきた。  |

第 1学年社会科の「武士の起こりJを
第 2章「古代国家の歩みと東アジアの世

界Jの単元の中心となる授業 として設定

し,探究バズを使い学習を進めた例であ

る。

学習課題 :11世 紀の中ごろの 日

本は,武士 と貴族ではどち らが ,勢
力が強かつたか。

バズテーマ :立場を明確 に して ,

意見を出そう。

バズに入る個人追究の段階で

武士は ,平将門や藤原純友が乱 を

起 こす ぐらいだつたか ら,武士のほ

うが勢力が強かつたと思います。そ

れに院政 をおこなつた上皇は源氏 と

平氏を用いて院の警備に当た らせて

いた し,武力を重視 していたか ら,

貴族 よ り武士のほ うが勢力が強かつ

た ともいま す。

と,武士の立場で考えを生み出 してい

る。 ところが ,探究バズの過程で仲間の

貴族の側 の意見

中央政府は ,ま だ藤原氏が摂関政

治をお こなつていた し,武 士は侍 と

言うように貴族の警護などを してい

た。確かに,地方の戦舌Lを おさえ ら

れないなどJ衰えてはきたが ,ま だ

まだ力を持つて いる6

武士は,源氏や平氏を 中心に確か

に力をつけて きたが,中央
1の

政治は

衰えて きたとはいえ貴族の藤原氏が

摂関政治を行い ,全国を支配 してい

ます。武士は地方で戦乱 を起 こした

り,貴族の命令でそれを静めた りし

ている段階です。まだまだ,貴族 を

上回るだけの力 もまとま りもない と

思います。

と発言 している。授業のまとめの中で ,

バズの中では ,自 分の意見が気軽

に発言できる。その中で,仲間の意

見を聞き ,自 分の意見を深めている。

学級全体の発表でも自信 を持つて発

言できる。

と書いていた。彼女の思考 と認識がバズ

学習によって深 まっていったことがわか

る。 このような実践が多 くのクラスで生

み出されている。

以下で ,研究仮説

互いの考えや力を発揮 し合い,高
め合えるようなバズ学習を効果的に

取 り入れ ,教師の適切な指導・援助

を行えば,,生徒 に教科の基礎・基本

が確実に定着する。    |

について,研究実践を中心に検証 してみ

たい。        .:
‐   研究内容 1

バズ学習を位置付けた指導計画の立案

(1)指 導計画に中心となる授業を設

定 し,探究バズを中心に活用 してい

く。      |
を,聞いて全体遣究の場面では ,

―泉中社会 19-



単元構造図の中で中心 となる授業を位

置付けることによ.う て,1時 間ごとの授

業の学習内容が関連のあるものにな り,

よ り,充‐実 してきた。_ま た,:常 に出回 (中

心 となる授業 )を 意識 し, 1時 間ごとの

学習を進めることによ り,学習のね らい

がよ り鮮明になつて きた。このことは ,

生徒の発言やノー トの記述が1焦 点イLし て

きたこ`とか らも明 らかである。.

しか し,1時 間ごとの授業の押さえが

弱い場合 ,中 心 となる授業での探究バズ

で追究が不十分になって しまう|と い う特

徴 も明 らかになってきた。

(2)指 導計画の中に,社会科の 4つ

の観点(興味関心・思考判断 ・資料活

用・知識理解 )と バズの種類 を関連

させて位置付 けていく。

各単位時間のね らいと 4つ の観点を合

わせ ることによって ,パズの種類が明 ら

かにな り,よ りね らいに追 るバズを仕組

なことができた。

しか し,III識理解な ら補強バズと定式

化 して しまう傾向がある。生徒の実態や

学習内容によって柔軟にバズを取 り入れ

ていきたい。

(3)知 識 。理解を図る補強バズを日

常的に取 り入れていく る

「補強バズJに ついては,日 常
｀
の授業

の中で,定期的に取 り入れてい くことに

より,「 知識 ,1理 解」`の定着に一定の効

果があつた。■    ‐

しか し,ク ラスによって差が出た原因

tま ,・ 教科係‐
(リ ーダ∵).の 活躍の差であ

ると考えられるが リーダー指導が重要な

かぎを握つている事がわかる。

研究内容 2 .:
必然性のあるパズ学習のあ り方の究開

(1)事実をもとに生まれた学習課題

の設定やJ達成 目標の 1よ っきりした

バズ・テー'マ による探究バズを中心

に行 う。

学習課題 とバズテーマ との関係では ,

実践 にあるように 3つ のパター ンが考え

られる。初期の段階では ,態度面を含め

たバズテニマが有効である。さらに学習

が進めば ,学習課題 と同 じか ,さ らに鋭

角的なものになって くる。バズテーマは

学習課題 を追究するための ,話 し合いの

ためのガイ ドとなるものであ る6よ つて ,

バズテーマをどう設定するかが,バズ学

習における授業の成否に大きくかかわっ

てくる。

(2)バ ズか ら生 まれた生徒の提案を

もとに ,考 えを深めた り広めた りで

きる学習活動を工夫 してい く志

この方法は,グル早プで提案 しなけれ

ばいけないので,バズの必然性が生まれ

やすい。さらに,バズの中でも提案する`

という目的があるため,個々人の学習活

動が活発にな り,交:流する必然性が生ま

れ,バズの中での深まりを図ることがで

きる。         1 ・

今後の課題 として,グループの中での

役割が偏る傾向の是正や言い合うだけで

な く深める司会の進め方1意図的な教師

のかかわり方などがあげられる。

(3)自 分たちな りの考 え力嗜もてるよ

う,バズ中の,教 師の指導 ・援助を二

夫 していく。

―泉中社会 20-



すべての班が,自 分たちな りの主張や

問題提起ができるように,バズに対する

教師の指導援助を 3つパターンに分けt

意図的に指導を重ねたらその結果,バズ

が,単 なる意見交流の場から更に違つた

考えを生み出 していこうという場へと成

長 してきた。

研究内容 3

バズ学習を支える学び方の定着

(1)バ ズの中で意見を弓|き 出すため

の指名・問い返 し・助言 口評価 がで

きるような リーダー指導 を,学年に

応 じて段階的に行 う。

研究実践の積み重ねの結果 ,「 学年 に

応 じた目指 したいバズ学習の姿」を資料

のように定式化することできた。学年の

発達段階を踏 まえて ,F目 指す生徒の姿」

に対応 した「 リーダーのはた らきかけJ

と「 仲間の反応」をつかむことによって ,

学年 ごとの リーダー指導の系統性が確立

された。更に,リ ーダーの力やグループ

の実態に応 じて柔軟に指導で きるように

研究を進めたい。

5 成果 と課題

○中 lい となる授業 を設定 し,単元を構造

的にとらえることによつて,1時 間ご

との授業の関連が深ま り,思考 と認識

が段階を追 つて深まつてきた。

Oバズで深めたい という授業 を仕組み ,

バズテーマを効果的に活用すれば ,学
級集団の相互作用で学習課題 をよ り深

め られることがわかつた。

○交流する必要性のある学習活動を設定

し,バ ズを行つた結果 ,個 々人の学習

活動が活発にな り,相互作用で学級集

団が学びあ う集団に変容 してきた。

○バズ学習における リーダーの役割や資

料の読み取 り方の指導を系統的に進め

た結果 ,意欲的に根拠のある意見が出

せるようになって きた。

▲単元を見通 した指導計画を立案する際

に,生徒の実態 を多方面か ら正確 に分

析 し,反映 していかなければな らない。

▲バズ学習のなかで,学級集団に相互作

用を及ぼすバズテーマをどのように設

定 してい くかが今後の課題である。

▲与え られた資料だけでな く,自 分で発

見 した り,新 しいことを考え出 した り

するような指導を継続することが課題

である。

(2)資 料に対 して ,

れるようにする。

見 )

事実をもとに語

(関連 ・相違・発

初期の段階では ,違いをはっきりさせ

個々の意見をもたせるために有効な手立

てである。さらに,資料か ら自分の考え

を選択する段階か ら,資料か ら自分の考

えをつ くりだすような段階に全ての生徒

が移行 していけ るよ うに研 究 を進め た

い。

―泉中社会 21-





算数的‐活動を通して学ぶ楽しさを実感する

轟数軋指韓
1 テーマ設定の理由

願 う子どもの姿として、

9‐ .棄簿する尋七年よつて、

1:■事事を撃|とる予 |

1驚習事墳を用tヽて、

|う,テ |   |

学び含える

課題を解決できＯ

　

・

|: : 
｀

    |1 11

1‐
1新措:導

要領で

'ま

1「学ぶごと■楽しさや充実感 ・

■単位時間の授業が望まれているといえる。|

|そこで、・算数部会では1本年度操作と概念がら

ながるような算数的活動を重視 していくことに

よつて「できたJ「分かつたJと い う学ぶ楽 しさ

を感 じとれるそんな子をめざしたいと考え、上の :

ようなテーマを設定した。

数的活動の活動

2 研究仮説

●操作と概念がつながる算数的活動を効

果的に仕組めば、子供たちが興味轟Fき

を持つて、算数を楽しく挙習すること

ができる。          |

3 研究内容             | |

(1) 子ども理解の■夫 「 |.‐   ■

・ 既習事項の確認        |  ■

。 ポー トフォリオで学びの確認    ■

(2) 単元構想と学習活動の工夫

|・ 効果的な算数的活動を位置付けた単元指導

計画       : :
・ 学習形態の工夫 (バズ学習を中1心に)

(3) 評価と指導援助の工夫

:・ ポー トフォリオの活用   ■‐

・ 子ども理解を生かした指導援助の工夫 ‐
|

作業的な活動 数の意味を具体物等を使つて理解したり、表現したりする活動

計算の方法を具体物などを使つて議べる活動

図形の構成要素や概念を具体物などを使って見い出す活動 など

体験的な活動 実測や実体験を通して、数・量。形への感覚を豊かにする活動

学んだことを実生活の場面で確かめてみる活動

問題場面を実際に実演し実感してみる活動 など

調査的な活動 嗣‐的に応じて情報を集めたり、分析したり表現したりする活動 |

総合的な活動 算数の複数め領域の内容を総合させる活動

算数の内容や方法を他教科等の学習と関連させる活動 など

発展的な活動 学んだことを用いて問題を作つたり互いに解き合つたりする活動

学んだことを自分なりにまとめて表し、学習を振り返る活動

学んだことを用いて|さ らに発展的な問題について考えていく活動

学A/だことが生活のどの場面で用いられているか見つける活動

学んだことを用いて生活の問題を具体的に解いていく活動 など

…泉小 。算数科 1-



実餞事例

算数鍋鸞動を機|じ‐で
=学ぶ幾 しきな実感す

.‐ 係数料撥導 ;‐

3学年単元 「大きを数』

1 仲間と共に聞寵作りを達 して

数め概念を深めるや男 i ■

(1/1心 時 万織位鍮授業より)  ・

無Bljで議蠅を違究 しているとき、決まるて、黙ゥ

たまま一人下を向き、何もや心なくならでしま争◎

男。机聞指導し、理解を深めようとしrで も、無表情

のまま下を向くことが繰 り返暮れた。

しかし、おり算 (2)のバズで解き方を見つけた

時、o男は、今まで:こ ない生奪生きとし♂た畿をして、

仲間と闘わつているではないか。そして、:笑麟で、

俸間とともに発表の準備をしている。構織で見る笑

顔であつた。

そ砕⑫舞礫姿を:|‐
‐  | ・

(1)伸間な気安く学び合 う鸞動を通して、自分

なり織考えを持てた。

(露 )伸開に支えてもらえる安心感から、発表 し

たいとい う意欲につながつた。

と撻えた。

こんな仲間との学び合いのよさを体感 した 0男っ

彼には、.算数的活動を通して学ぶ楽しさを味わわせ

る土台が畠来たと感 じた。

をこで、「大きな数J鍛単元ぐは、(1)(2)母
姿だけでなく、聞饉作 りを伸聞と共に取 り組むこと

や、他のグループの問題を解 くことで、曲毎学がこ

との楽しさに気付き、数録概念む灘め辱ことができ

るのではないかと考えた。また、活動を促す教具し

て、位板をグループ 1嗜準備 し、実議 した。

霊 単元「大きな数Jの実銭概要 モ全 拿時)

(1)万の位       (1,2,轟 /蹴 )

(2)大 きな数礫大小   (4/8)
(3)lΦ 倍母数や 10で割つた数 (轟 ,藝 /客 )

(4)大きな数織計算  (7/8》
(轟 )れんじ轟|    (塞 /8)

まとめましょう    ‐

3 満面織笑みを浮かべた o男  | | ‐|

10男 1まゃ位極をはじ■:1黒た.と 書tと まどいな。
感じ、今爾は一体何をす碁んだろう:そんな表構で
位板を見つ壽ていた。使い方な説明し、実際にやっ
てみせると、表情が緩やかになった。

いざ、購動仰時閣 :こ なると、
「僕は、万の位を表め拳よゥリーダーJ

と仲間にかかわりを進んぐ歳録ていき、一緒に鸞動

に取り組んだ。そし′て、リーダー:こ向かい、

「万の位が 2個、千の位が 4個あるか ら・・J と

いい終わるかいなや、

「あ、 24547で しょう。」

と満面の笑みを浮かべ、ノー トに、自分たちの問題

の答えを書き始めた。

その後、彼は、他のグルTプ甲零 |「‐や事答撃1こ
間

題を解き続けた。そして、正解で0をもける顔は常

に満面の笑顔であるた。  11    1
0男 の意欲的な学びは、次のように書理できる。

〔A〕具体的操作をすれば、進究することができ碁

ことに気付いた。       _‐
〔轟)自 分の問題を発表 し、解 く。また、飽鍛グル

ープの間態を繰 り通 し解 くことによぅで、一

1層の理解が得られるこ盤を体成 した。

(C)伸 聞とふれ合 酢活動をすることで、自分礫考

えが高まること―が分かつた。

上記は、研究内容の歯に強く鑢鐵するこ今後も、

学習を意欲時にするた録に、講動的な教具や援難簿

懲弗工夫、脅して、「ねがるJ「できた轟と賞感さ燈

碁授業む工夫し、劇造し続けたしヽ。

語]雰暮え∫TTT爾写ふネi

0男 に向からて、指を示 しなが与

―泉だヽ 。算数科 2…



1数学科1研究構想
―ヤ

<学校の教育目標>
創J進[‐ 歴彗

~7_‐
t甕 同

<研 究 仮:説 >
互いの考えや力を発揮し合い,高め合えるようなパズ学習を効果的に取り入れ:教師の適切な

指導・援助を行えば,生徒に教科の基礎的・基本的な内容が定着する。‐

<全 校 研 究 主 題 >

>容究

研究内容 1 バズ学習を位置付 1すた指導計画の工夫
◇事象を数理的に考察する能力を高め,進んで活用する態度を育てる

ために,効果的なバズの方法・場の設定のェ夫をしていく。 ■

研究内容2必然性のあるパズ学習のあり方の究明‐ ‐・ 1

.◇襲量年足鼈魔歴婚雷墓簿誉警習楚鸞倉F長饗拳警留窪菅雪童涯撃警馨'警馨
るための手立てを究明する。

| :ア警肇電f』 守〒甲
し'~人

一人の発想や着眼点を生かした課翠:ブ く,

|   ・課題追究の際に『探求バズ』を活用し」自分の考えを深めたり多様:な :

‐考え方があることに気づかせたりする。     :     _■
・『理解バズ』を活用し,学習内容の定着を図る。

研究内容 3 バズ学習を質える学習スキルの定着 :

■◆根拠を明らかにしながら,仲間とともに学ぶ力を育成するために ,

.バズ学習の進め方を含めた基本的な授業姿勢の定着を図る。 |

|

ξ

個と集団を鍛えるバズ学習の究麒
―

 基礎的 0基本的な内容の定着を目指して

<数学科学習で願ラ姿>
◎事象の中の数理的な側面をとらえ,課題化できる姿
◎数量,図形についての基礎的・基本的な知識暴技能を習得し,進んで活用す:る 姿
◎根拠を‐明らかにしながら考察し:課題解決ができる姿      ‐  1.
◎仲間と考えを交流 し合い,お互いの学力とともにふ伸聞意識を高めていく姿

<生徒の実態>
○素材や学習課題に対して興味関心をもち,主体的

′
:こ 課題追究に取り組もうとする姿が生まれ

てきた。     |‐
○班の伸間と自分の考えを出し合うことができる。
△自らの数学的な見方や考え方を,I全体の場で広めていく意識が低いために,全体の学び合い

が深まらない。     |                      ■ヽ ■.

△全体の場で

'自

分の考えや疑間を出し合つて,高め合もていこうとする姿勢が弱い。
.

―泉中数学 1-
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1 研究の目的

(1)願 う生徒の姿

「

………………‐‐………………………
、

|  1 私は,数学が苦手でするそれで ,

‐  1分からないところをそのままにし:て

|お くことがありまし|二 Fゃ ,ギ:ズ

1学習のときに軍子さんやヽ 男くんた
|ち が,「 ゎかる ?」 とか「 一緒にが

‐ |んばろう!」 と声|を か|デtlそ れまし
| |た。|を tti:|そ |、ムt)に教‐えで々∴
| |る ので,少 しずつわかるようになつ

|を きました: 
‐       ■

:

| | :最近は ,｀ わからない ところがある

| |と私か らH子 さんに聞いた りして頑

| 1張 れるようになってきま した。わか

| |らなかつたところがわかるように
1な

||:二 [1‐ :t「翼二言墓こ1ふ 11
: .|う になっできて,授業 も楽 しくなっ

|て きましたo班の本洋こも前ょりた

:‐
・

11,:く さわ―話ができるようになってきた

|し。 あとは,家庭学習やテストな

|ど ,ど うやつて 1人 で頑張つてい く

| .::か だと,=私は思いました。
t_… ………………………ご・11111_11_1__111,1111_11lJ‐

こ―の文章は,2年生の 1学期に Si子 さ

んが書いたものである。数学が苦手で ,

学習に対 して消極的であった S子 さんだ

が,バズ学習によって,1少 しずつ理解を

深め,班の伸も深めながら,素材や学習

課題に対 して興味関心をもち,主体的に

課題に取 り組もうとする姿が生まれてき

た。 ■     ‐ ‐ :   .|
〆

……………………….― 一――…………………………
ヽ

:図 を下方からずっと見ていると,

全然間駆‐が解けないけど,見る方向

を変えているいろ考えていると,見
えない線が見えたり,見える線が見

.     |●       ■4 .:  ‐1 ■11 1「 「  : 1  1 '‐  |

えな く_な つたり:し て,定理の基本の

形が浮かび上がつて くる。Fな んだ ,

そうか。こうやつて見るんだ !Jと
解決できるも'こ の爽快感が ::た まら

ない.9  ■1  ‐  ‐―..
また:.バズ学習の中で,他の人の

考えや見方を取り込むことで,た く
さんの考え方や解き方を見つけるこ

ともできた。  |||,ヽ | ‐‐

数学つて:人生みたいだと思もた。
ゝ______三二摯____∴ _二 _二 ●1__=二 ___………ノ

この文章は,3年生『 円の性質』の単

元終了時にG男 くんが書し、ヽたものであるこ

自分で筋道立てて解決することの面白き

を感 じるとともに,バズ学習によって ,|

‐煮みが広ギPIり 深まPな りす0よさを
「感 じながら4学習する姿勢があつた。 |
‐ しか し,1二人二人をよく見ると基礎・

基本がしつ・かりと身についていないため ,・

学習課題に対する.意欲が薄い 0課題を解

決できないなどの姿が残|て し、る61'
また11'集団をよく見ると::Lら あ薮学 |

的な見方や考え方を全体の場で広めたり,

集団を高めたりしようとする意識がまた .

低いため:こ |,1学び合しヽ|が
深まらないこと

がある。       …     …
そこで,次のような姿を目指し,全校

研究主題 F個 と集闘:基 轟え.る ,ヽ 景撃善あ

究明 :～基礎 .,基本の確'実 な定着を目:指

しぞ～』のもた,群究と嚢践を通あ
=11‐

||

とにした。              一

、1願 ぅ姿iti  l一  ‐
・

||)｀

|

◎事象の中の数理的な側面をとらえ:

課題化できる姿

◎数量 ,1図 形についての基礎的・基

本的な知識や技能を習得 し,進んで

活用する姿

数学科の
i研‐

究1実1餞

―泉中数学 2-



◎根拠を明らかにしな|が ら,考察 し,

課題解決1カ
Sで きる姿■ |

◎伸間と考えを交流し合い,お互い

の学力とともに.,1仲1問意識を高めて

い(姿 :

(2‐ )数学科における仮説  :
全校研究主題を受けて,数学科では次

のように仮説を立てたな
~・  ‐ ‐   ・

①単元を見通し,4つ の観点 (数学

への関心 1意欲・態度,数学的な見方

や考え方,数学的な表現・処理ゴ数量

や図形などについての知識。理解)を
1萌確にした指‐導計画を立案し:効果

的:な バズの方法 1場の設定の工夫し
'て

けば
=事象を数理的に考察する1能

力を高め:夕 進、んで活用する態度を育
:

てることができる。  | :  ||
②バズ学習を生かした授業を仕組み ,

それを通:し て生徒を変容させるため

の手立てを究明すれば,,数量・図形な]

どに関す.る 基礎的な概念:や原理 ,`法

'則
に理:解 を深め,数学的な表現や処

理の仕方を習得させることができるも

③バズ学習の進め方を含めた基本的 |

な授業姿勢の定着を図れば,1根拠を |

明ら力Yに
・
しながら11仲間とともに学

ぶ力を育成することができるo`:

2.研究内容   1  1・   :
この研究仮説をもとにして主題に追る

ために二次のような内容で取 り組むこと

にした。 ..  :  ・
1       1

(1)バイ学習を位置づ|ナ た指導計画の

‐ 立案 1  ■  |  :|

態度1「数学的な見方や考え方 J「数
・学的

.な表現・処理J「数量や図形な

どにういて
:の

知識・理解」を萌確に

し1‐ 適切
‐
なパズの種類を位置:う けるも

【発見ノ`ズ】白券た|ち 塾象題をもitる ては

つきりさせる)た めに,気づいたことや

疑間に思つたことなどを交流するバズ。

(主に「 つかむ」場面で)  1 ‐

【探究バズ】課題について,す人一人

考えを交流し,深めていくバズ。(主に1

「ふかめる」場面で)    .
【理解バズ】わかつたことを自分の言葉

で発1表 し合うことによつて'理解を深:め る

バズ。(主 に,「 まとめる」の場面で)

【補強:夕 ズヾ=】.練習問題を解いたりすると

き,分からないところ
・
を教え合うバズ。

(2)必然性のあるパズ学習のあり方の

究明

指導計画をもとに,お互いの考えを発

揮 し合い,高め合えるようにするために

次の 3つ のパズの活用をする。

①発見バズを活用し,一人一人の発

想や着眼点を生かした課題づくりを

する6        1

素材はできるかぎり日常的な場面を考

え,素材か ら見つけ られる事柄をも
fと

に

課題化をするふ|こ の時 3発見バズによっ

て,Iよ りたくさんの事柄が見つけられ :

生徒の発想や着眼点かな謀壼人三焦点花

する。そうすることで,問題解決のため

の見通しがもてI意欲的に課題追究がで

きるようになると考える。 ~|・

②探究バズを活用し,自 分の考えを

深めた
Iり

,'多様な考え方があること 、

に気づかせたりする6  ■・ ■.:①単元指導計画の立案においては,

4つの観点 F数学ヽの関心・ 意欲

一泉中数学 3-



:生徒の疑問や意見の食い違いなどをき

つかけll探究バズを活用 し:生徒 自ら課

題に対してさ:ら 深くに追究 したり,見方

を広||ず た りする
.が

できることを目指すじ

l③学習をまとめた後 ,‐ 理解バズを活

用し,学習内容の定着を図るぎ

単位時間の学習内容をまとめた後,ま
とめたことやわかったことをお互い|こ 交

糠する.こ とで,理解をより深めたり,確
認したりし,基礎 基ヽ本の確実な定着を
目指す。       1    ■

|(3)Jバ ズ学習を支える学び方の定着

①生活班のり■
‐ダこにlI話 |し 合tヽや

がズの進め方について指導するご:

生活班の班長がリーダーになる場合に

はI班全員の意見をうまく出し合いなが

ら,学習が進|め られるように,話 し合い

やがズの進め方に,ついて指導するも

また,班の中の数学が得意な生徒がリ

十ダ■になる場合には,'課題に対してよ

り深|く

'追
究したり,困 つている伸聞

:に

対

して適切な問いかけやアドバイスができ

るようにバズの進め方について指導する。

,②学習予定表を用い:学習の見通し
をもたせるとともにj自 己評価の積
み重ねをし与互いの取り組みを価値
づける場:を設定するも11■ | す

‐
学習予定表には :1学習内容の他::対応

する教科書やワ■夕のペァジ数を記入しI

予習や復習に役立てられるようにヽする。

また,・ 忘れ物や挙手,満足度や達成度

について―の1項目をあ|ず :11関 心意欲態度面

を自己評価させる。1・  ■ ■‐

単元の終わりには,そ の単元全体の学

習を振り1返 る欄を設ける●■・ ‐■■■

この学習予定表を用いること
.で

I単元

の学習の見通し_をもたせ ,:白主i的 な
.予

習

や復習を提.:し|:課題意識をもつて授
'業

に

臨めるようにするとともに,自
:=や

仲間

との学習の振 り返 りなど,意欲的に学び

合える自分づくり・伸問づぐりを進める。

3 研究実践     -   1・
(1)バズ学習を位置づけた指導計画の立案

① 4観点とパズーの種類を位置づけた

指導計:画立案 :    :    11

■‐:1単元 :3年生 『式の1計算』|‐ |

中学校 8:年間を1通 して:文字
｀
式・から二

次方程式までを取り扱い:数量関係を受

字式や方程式■不等式に轄潔にあら|わ し

て処理し,能率よく問題解決をしていく

ことが求められて
・
いるも

: |■ ■ 11

その'申 にあち'て ,こ の単元|は ::他の領

域に密接に関わもてぃる渉
・
例え|ま :二次

方程式や図形の計量などで直接利用する

ことがあ:る もこのためチ形式的な計1算 指

導に陥らないように留意すること1.ま た,

それを見通した単元指導計画の作成が大

切である。,後 に学ぶ,'単元
‐
F図形の計量1

では,何 を文字に置き換えればよいのか

という代数的な処理が必要とすならて く|る 。

そこで,本単元では,代数的な処理を行

う素材を準備した。     1
また,バズ学習について:|‐ 尊元め前半

では:.基礎・基本の定着めた|めた補強バ

ズを多く取り入れた。後半|よt文字式の

利用を通して ``数学のよさ"を体感でき
るよう探究バズを:・ またそれを確認する
ための理解バズを取り入れるようにした。

単元の終わりには,ほとんどの生徒が

文字式についての理解
iが

されており:i展

開や因数分解なlど
抵抗な く計算すること

―泉中数学 4-
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:ができた。また1探容́ 1ヽ1こおいて,文
1字式を使うことのよぎを体感|で きた。|‐
|(7)必然性のある||ヽズ学奮01在 り1方の究萌

①発見バズを活用し,■:人 ■
‐
人の発

想や着眼点や生かした課題づくり

,.Hrt,: 2ff4". ['-]*E€#te 
:

; ff ffia>RffiH!* WWAEeffi yL< t- r,

Herf ui 1k&}.i;, #&f,*,6 t /vf*;. L
'fsfff^ 6 ir I 5 fr,* ttXreffi t,S!\, *

Ifi D Atrttco

lt時間目は:一次関数のrlj用 ●:ため|
よ:う な「時間と距離の関係をグラシで1表

したものJを素材とし―て提1示 して,「 こ

の|グ ラ|ン ,か ら問題を作っでみよう。1・ と
いうテ‐マで発見ノヽズを仕組んだ

`■
 |

バズの後の発表では,次のような意見

が出てきた。     i    l.■
,A地点からB地点までの距離|  ■ 1

,A地点から乗 り換え地点までの距離
‐

・ 1本 国o電車の速さ    |  ■
1 02本 目の電車の速さ   ■  |
11本目の電車のグラフを式にする.

02本 目の電車のグラフを式にする |

これらの牛徒の考え|に ,歌師●rつ た
間尋を加え,さ らに考えて

,|ヽ く腹.序に沿‐
つて1問題番号をつけることにょって,1課

題化していぐことができた。‐ |‐  ■

課題追究においてはしまずは個人追:究

の時間をとつて考えさせ,そ の後で1響
:客

がズを仕組み,I互いの考え方の交流や深
め合いを行つた。自分たちの考えた問題
を解いていくということで,前向:き な追
究姿勢が見られた。     | ■
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:②探究ノヽズを活用し

「

自分の考えを

1深めたリニ.多様な考えがあるこ:と に‐
1き づかせる           ・1

課題追究から出た疑間を,伸間と共に

探究 し,自 分の考えを深め広 |ヽず る場とし

で,探究バズを位置づけてきた。‐  |
‐仲間との交流を通 して,成就感や満足

感を味わうことができたと感 じる。| ‐

.単元 :1年生『正の:数 ,負の数豊|

i中 学校に入学して ,す ぐに指導する「正

の数 :絆 負の数■は,計算:の 基礎となる大

変重‐要な単元である。時期的なことを加

味しi単元を貫 く素材として
・
「財産と借

金ゲーム」を実践した。  ‐

財産 と借金ゲす:ム

1黒カー ド(ク ロ‐バ‐轟

は財産,赤カァ ド.(ダイヤ

スペ■ ド)

ノ|、 ― 卜)

||ま借金 1と するも

1時間自 (財産と借金ゲ十‐ム)

.本時は,自 分の意見や考えを=自
由に

出|し合える仲間関係を―築く場として ,｀ 位

置づけた。どの班も:楽 しくバズでの交

流をすることができた。   ‐

「次の1文章は,授業終了後における,'H
さんの感想であるも .     1'.

ぜ型賞皇
=墜

距豊島雲誓1二:Ji

2時間:目 (財産と借金ゲーム)i■   |
本時は,1仲 間の素朴な疑間:=な ぜ,い

うも合計はゼロになるのか」を,バズテ

■マとし,仲間と共に解決する喜びを体

感することをねらった。議 `し 合いで伸問

から出た疑間を:解決し「全興の合計が ,

ゼロでなければ計算が間違つているJこ

とにも,日 を向けることができたも1,II:

6時間日 (ヽ正の数―負の数の加減)ヽ ⅢⅢI

本時は「財産と:借 1金ゲ∵ムJlで1学んだ

考えを」活かす場として位置づけた,。

次の計算の仕方|を 考えてみよ―う

・(1)3+(-5) (2)6-(-2)

バズでは,既習‐事項を使つて,次のよ

うな意見が交流された611 ‐ ■ ず

「

ノ

=三
二宣宣笠

=/~~″
イ=′=1

Y男 くんの考えミ ll Y男 、ん?百み|| : . i t
10「財産と借金ゲ‐ムJで は,赤力|‐ 1:

tァ ドを取うてくると,悲 しく―なる。t

t(1)は財産が,3万から5万減るこ|:
t とヽになるこまた,(2)を考えると, I
t

i赤
カー ドが取られると喜ぶ。つまりji

れ

と

赤

財】財産が6万から2万分増える・からも:〕
t

t

t

t

t

ミ

ti

t

t

t

ｒ

ｔヽ
１ヽ
いヽ
し
ｔ
‐口
】

W男 くんの考え

ち「マイナス5をたす」.こ とは「プt

:Filひ iザ「F‐1瞬
申耽

:

N子さんの考 え

t。 みんなの意見を聞いてもわ―かるよミ
ミうに,(1)の計算 3+(75)は , t‐

t二 -5たで書、(2)の計算6… (-2)t

渡Lノ蹴三鸞Lイ群二_ぶ
生徒はパズを1通 して,正 ,の 数Ⅲ負の数

の計算方法を見つ |す ることができたも以

下の文は,そのときの感想である。

H子 さんの感想

仮の班だけど,仲良 くできたので ,

良かった。Y君 :く |んは,自分がシッ

ぺをする番だつたけどち女子が下番

上だつたの,力 を抜いていたまでも ,

なぜ ,‐しへつも1みんなの財産と借金を

・ジ|ヨ :す 力Tを除ぐ,1‐γ 5までの1

1カ ードで、ばば抜きの仕方で回す。

千財産が一番になったと思つたら,::

ストップをかける。  |  ‐

轟泉中数学
‐
7ニ

‐
1



: M男 く|んの「死ん|でいたて+2)が ,|:

:(■ 2)を取られることで,生 き返ち :

1できた1とまいう発言には,ビ ックリ : バズでは,以下のような考えが交流さ

「
       ●1■

11f∵′
=ノ

11
王子さんの感想:11子さん,琴響 |‐

  ‐    1
卜  :口 ..: :  _        _  ●:  ミ

[19二‐■二曖二二二L口 :二

‐
1」 ii l jヽ i

11理11頂 雷IFillii31
翼
′V‐い卜 ~`｀ す・′し

卜思,たも私も:

::]こ「二警l二重:1言青農育III

れたら

「
       層シルノ″ル′ル

〔
ル

|

S男 くんの考え

ミ

t

t

:・ 小学校の時にやったように,左か哺
ミ

i    ミ
ミ

:l it

|.    =:it
.  ■ t

ヽ 一ゝ二^二 ´崎

:二三,I二
'L′

″ル″嵐′二′二:ニブぶ

次の計算をヽ'す る方法を考えてみよう

(1)112X(-9‐ )や (■ 16)、   l i
(2)80÷ (+4)X(■ 12)  . |

、Y男 くんは,(1)(2)の 計算を能率良 く

計算する方法はないか考えた。しかし,(2)

は,先 に(+4)X(■ 2)を 計算すると11

答,え が■10と なり:Y君は,.(2)の 答え

が,-10か ■ 4‐ 0か温乱してしまつた.

T男くん「 (2)の答えは 2つあるのか

:    かなぁ。J

M男 くん「そん なはずはない。小学

|| .::‐  1校では ,かけ算やわ り算

の計算は左から順番にや

るように習つたよ。1

Y男|く ,ん
:「でも,I(1.1)は計算順序を変

― えても,答えは合つてい
:'ヽ

るよ。」:■ |   : |

Y君は:さ らに疑間を深めることにな

うた:そ こで
,、
Y君の素朴な疑間から,

次のようなバズテ■マが生まれた。 |

tら順番に計算しないとい|テ ないからitう にしたい。

:やつばり順序を変えてはいけなt、 。:

15時1問 目 (乗除の混じもた式の計算) W子さんの考え

本時は,探究バズを通 して疑間を解決

しi仲間との交流で,法則や規則
―
を発見

することを意図して位
‐
置づけた。|一 ■ |

ド。
(■ )は ,割 る数は変わも

―
ていない.:

t ミ

ミけど;(2)は害Jる 数は(+4:う なのに」li‐

Iは じめに(+4)x.(|二 21)を計算|す |る :ミ

:と :割る数が(‐ 81):こ なる.か ら間違
::

H子 さんの考え

::鍵公襲轟韮場鎮鴬 こことができるのご

ミは,加法と乗法だけ。っまり,1秦法
:ばかりの式にすれば,結合法則や奏

:壼彎登′壁王ず菫
=:I■

′鸞二||

探究バズを通 して,以下のことを発見

することができた。       : :
・乗除の混じつた式では,計算順序に気

をつけなければならなしヽ  111 11::|■

・乗除の混じうた式は:`乗法ばかり|の 式

にすると能率良く計算することができ_る.:

次の文章は,り ズヽを終えた後のY男 そ

んの文章である。   ‐
1‐  ■ .■ ■

―泉中数学 '8-

(2)80÷ (+4)文 (二 2｀ )は計算順:

序を変えてはいけないのだ:ろ う|か

'



‐半澪::1年隼『‡字ゃぶ』 ‐‐
導入で,次のような素材を提季 した⑬

プランターを  国‐摯撃。圏

右図のように,   ・   螢

正方形に並べて   。   鬱

花壇を作ろうと   ,   藝

思います。     画・・・園

生徒はこの素材から,プランターの個

数を求める問題を考えた。

(縦 )X.2+(横 T2)x‐ 2

ax2+(a… 2)X2
■15X?十 {:尋 T3)メ 2

=30+13X2‐ 事 56.

式に表すと

4X{(1通の個数)Tl}
x(aTl).
X(15Tl)
X14=56

式に表すと _
4 xI(1江D-2}+4
4‐X(a… 2)+4    1 ‐.

=4X(15-2)+4
=52+4平 56

.大 きな正方形から中の正方形 、「

を引く。

aXaT(aT2)X(a… 2)

=15X15 T l13‐ X l13 1.i

=225-1‐ 619事 56
-ィ ー ノー ノー ′― r― ノ♯ ノー ノギ ィー ′― ノ

普段あまり活躍することができなかつ

たN君は,次のような表1を 作成 :し ,関係

を見つけるこ′とができた。   ,

ｔ
、１

１ヽ

■ヽ
、■
、■
、１
、１
一１
（ｔ
「彎
、１
、１

■ヽ

ｔヽ
（１
、ｔ
一■
、■
、■
、■

■ヽ
、メ

４

４

４

一一　

一一

一

③

④

⑤

″

H子 さん

H男 くん

教師

H子 さん

「すごく早く見つけている

けど,数えたの?」

「数えなくても計算から求

めることができるよoJ

「じゃを,1翠が15個並

んだ時でも見つけること

‐ができる?」  ‐

「そんなの簡単だ。」

がズテ∵マを以下のように設定し,1交

流を始めた。    ‐   ‐

1辺に 15個並んだとき,プラン

タ∵が何個必要か,.ぃ ろいろな方法

で見つけてみよう。   |  :

バズでの話し合いでは,プランタすの

個数を求める方法はたくさんあること,

10という数字を文字に置き換えれば,

‐ど
～
な場合でもこの式から求めれること

を発見することができた。

生徒の主な考え

式に表すと, 4
4XaT4

=4x15T4
=60-4=5
式に表すと

X(1辺)T4

「 ====三=二
|″
f=7fT7∵

1

N男 くんの考え

。1還の個数が 1つ ずつ増えると,

プランターの数が 4つずつ増える。

|ま ,全然関係がわか名なかつたけ―ど,場

表を作つたら関係:や
S見っかつたo伸 ,t

間との交流では、多くの伸間の意見

を聞くことができた。 4種類も見つ

ける子がいて,ビ ツクリしたoた く

さん瘍考えが学べて,すごく楽しか

つた。また,今度もこのような授業 t

をやつてみたい。

Ｏ

　

　

　

　

② 籍ノお′躍ノ群ノ群ノ輩ノ=ノ絆ノ″ノ″ノ″ノ=′―t

1辺の個数

プランタァ 18 12 1620
は じめ 156

一泉中数学 浦 …



: バズでの話し合しヽをもとに「 1辺の個

:数を文字嵐基使らて,表 した式に 1通の

1個数を代入して計算すれは,す ぐに何個
1必要か見ちiチ る・ことができる。Jと全体
:交流でまとめた6

③学習をまとめた後:理解バズを活

用し,学習内容の定着を図る。

‐   単元 :3年生 『式の計算』
1 文字式を使うことめょさ (数学のよさ)

|を 体感させるために,理解バズを取 り入

|れた。        ‐

1 14時 間日 (数あ
I計

算), 15時 間目

こ(整数の性質)では:生徒の発言から|「 な

|ぜ奇数と奇数の積は奇数なのかJを取 り

,上 げ,それを文字式を用いて証明 した。

1理解バズは授業の後半で行い,各班ごと

lで ''(奇薮)二 (鵜
:薮′

)年 11'にもぃてあ説
萌をするなど,‐ 整数:こ もいてめ理解を深
あたIF   l i
‐

1・6時間自は円の求積FH5題 からの発展
である。一般化 (数値を代入 しな くても ,

1文字式を粛し`ればどんな場合もいえる)

|す ることが数学のよさであるととらえて
‐いるが,生徒の実態 (基本的 0基礎的な
:数の計算が定着していない生徒が若手名

|い る)・ を考えると,文字式の利用だけを

‐認めるのではなく,数値代入による考え
:方 から文字式を用いた考え方、の発展を
1認めようとした。それが,バズ学習の中

1で確認される
｀
ことを期待した。理解バズ

Iは ,求積問題の類題を考える際に行うた。

1類
i題
奮あるため個人■最

も
り組基ことがで

‐き,ま たバズにおいて,そ れぞれの解き
1方 にも共通点が多 く,求積問題における

'理解度は深まつた。  |

(3)バズ学習を支える学び方め機立

①生活班のリーダーに,話 し合いや
バズの進め方につし

't指
導する。 |

数学におけるバズでは1班長が常にリ

ーダーになるばかりでなく,数学が得意

な生徒がリーダーになる場合め方がバズ

が効果的に行われる場合が多い。そこで ,

数学リーダーという名前で,班の中で積

極的にバズをリニ トする生徒を育セるこ

とにした。 4月 より,授業の中で「班長だ

けがいつもバズのリーダーになるとは限

らず,班長を助けてあげられる生徒はど

んどんバズの中心となうて活躍 していこ

う」という意識を持たせることにした。

すると,教える側は「何とか自分の考え
をわかってほしいJ・という姿勢で精一杯の
努力をするようになり:意図した数学リ
ーダーにな りつつある。説明 しやすいよ

うに班の中で席の並べ方を工夫(教 える生

徒が真ん中に座る)したり,ノ ー トを机の

中央に出して説明 したりするなどの班も

出てきている。

②学習予定表を用しヽ:学書あ見通し
をもたせるとともに,｀ 自己評価の積
み重ねをし,お互いの取 り組みを価

値づける。

すべての学年,すべての単元において

学習予定表を作成し,単元に入る時点で

生徒に配布している。学習手走装の目的

は次のようである。        |
0生徒が単元全体の見通しを持ちセ授業
に臨むことができる。   ~'|

。予習や復習時に役立つ。     1
・授業の振り返りを積み上げることで,

自分自身で評価をすることができる。
・単元を終えたとき,振 り返りができ:る 。

10-二泉中数
'学



く資料 :理解バズ 学習の展開>

7 本時の目標   :.
個人 :事象 (本時では面積)を考察する手段として、文字式を使うと、簡潔に説明できるよさに気づくことがで

、きる。                     |          ‐     |    ‐
集繭:燿人,考ぇを、嵐ゑ晟熾二説明することができる。  |   ■    ||||

8 本時の展開(16/18時間)

学習過程 学 習
:活

動 指導:援助

つ

か

む

ふ

か

め

る

ま

と

め

る

小さい正方形の面積をひく

S=(x+2a)2_x2
=x +4ax+4a 一x

=4ax+4a

。(11)の ように道を分割して考えよう
1・ 1■ 4文x+4Xa  ←角の部分はa/2+a/2=a
=4責 +4a `(生徒の説明から)

.      :

●1≒ a(4x+4a).     ‐ |■ :  |

‐■=4ax+4a7 1・ →alでも面積が等Kな る

〒S  ■           |

‐|||||||||||llllllllllllilllilllllllilllllllllllllliiillliillllilill:|||||||||||lil:llliilllllllilll!|||||lili:lilli:|||||||li:|lilll:|lilllilllllllllllllllllliillilllii:illi:||!:ill::i!li::lilll::illiil::::lili:::iil::iililliillllllll

lIE方形の場合と同じょうに考える

デ::1:霊 i:t:2「
1基 2(r十 五/2)π

=(2f+a)π
al=a(2r+a)π           ~
‐二(Lal年 五2)π   tt「iの場合|も、S=alがいえた
=S               ↓

他の図形でもいえるの?

(i)道を分割して考える  (五 )大きい正方形の面積から
1

S=4XaXx+4XaXa‐
二4ax+4a2

ヨの円
生径x

当幅a

議線の長さ1

◇問題プリント配布

(点線なし)

※本時の問題は、必ずしも全
|

生徒が解決できるものではな
|

‐い。tかし、文字式を使つて
|

説明しようとする姿を認めて
i

いく。そのたゅ)黒板前での |

説明を多く取り入れることに :

する。         :|
02通りの求め方それぞれを認め

ていく。  ↓       ■

指名して黒板に書かせる  |

◇道のまん中の線:(点線)を示す ヽ

OS=alが成り立つことを紹介し、

これを追究課題とする。

※ここは個人追究とし、生徒の説

明でまとめる。

※個人違究に十分な時間をとる。

○証明ができた生徒に対しては、

仲間べの支援をさする

○バズ学習において、正方形が

円に変わっても、考え方は同じ

であることを助言していく。

○「三角形でもいえるのか」など、

生徒のつぶやきを発展問題と

し、バズで取り組ませる。

一泉中数学  11-



単元を終えての生徒の感想に次のよう

なものがあった。

4 考察

(1)研究内容 1に 関わって

4観点とバズの種類を位置づけた

単元指導計画の立案

4観点を位置づけるこ

けたい力を明確にしたり

したりするために必要である。

また,実践例「 3年 式の計算」に も

みられたように,そ れをもとにバ|ズ を置

づけることは,単元前半にうけてきたそ

の計算力を生かすこ1と で,単元後半の利

用の場面では,文字を使うことのよさが

より体感できた。          .
単元を見通 して,適切なバズを位置づ

けることは,有効であつたと考える。

今後は,計算練習の時間はいつも補強

バズではな く,計算のポイントやつまず

きを明確にするなどし,理解バズや探究

バズなども活用 し,よ り高め合い理解を

深めていけるようにさらに工夫ができる

と考える。

(2)研究内容 2に関わつて

①発見バズを活用し,一人一人の発
想や着眼点を生かした課題づくり

素材は,「 ともなって変わるものと変わ

らないもの」「等 しいものと,等 しくな

いもの」などの観点から,生徒の発想や

着眼点からいくつかみっけられる'も のが

よい。また,こ の素材が日常の具体的な

場面であれば,生徒はもつと意欲的にな

れ「る。「一次関数」の実践例では,こ の

2つ を兼ね備えている点でよいと考える。

また,発見バズを行うことで,生徒一

人下人が自分の発想や着眼点から様々な

事柄を見つけることができ:た 。バズで話

を進める中で,自 分の意見に自信がもて

たり,伸間の意見に少々驚も`た感じで「な

るほど」とつぶやいたりと,仲間とと|も

に素材について考える姿があつた。

②探究バズを活用 し,自 分の考えを|

深めた り,多様な考えがあることを

気づかせた りする。とは ,本時につ

,系 統的に指導

数 学  学 習 予 定 表 :       第 3学 年

″  裁
組  番 名前

1   
ィ

時 学 督 内 容 教科書 フーク 忘れ物 挙手 理解度 満足度

1 flll*y * *.t 74～ 75

xと yの関係を式で表す

y義 ″きのグラフ

!-aucr fiYa7

ッ・ 盤 2のク・ラフとJの関係

変域とグラフ

変イLの割合

平均の速さ

いろいるなFO数

章末問題

撃来問題

単元テス ト

忘 磁 掛 手の合員: ― / /
元

を

終

え

て

一泉中数学 '12-



「正の数・負の数Jの実践例より

IY君の素朴な考えからバズテーマが
|

1生まれた。            |

まさに,必然性のあるバズ学習がここ

にあるのではないだろうか。

また,単元計画の立案にも関わつてい

るが,仲間づ くりをね らいとした導入の

時間が,2時間目 06時間目・ 15時間

目のように探究バズを活用 した学習にい

きてきた.

このような各時間のつなが りについて

も構造図などをもとにしながら明確にし

ていけたらと考える。

③学習をまとめた後,理解バズを活

用し,学習内容の定着を図る。

知識理解の確認 ,表現処理の仕方の理

解に効果的だけでな く,数学的なよさを

体感 させることにも有効であることが 3

年生「式の計算」の実践か らわかつた。

(3)研究内容 3に関わつて

①生活班のリーダーに,話 し合いや
バズの進め方について指導する。

「 どうしてそうなるの ?J「 そうやつ

てみつけるの ?」「 ああ,そ ういえば前

にこんな性質を習つたねJな ど,根拠を

明らかにしながら,バズを通 して学習を

進めることができた。

②学習予定表を用い,学習の見通 し

をもたせるとともに,自 己評価の積

み重ねをし,互いの取 り組みを価値

づける。

全ての単元,全ての学年において学習

予定表を利用 したことで,学年ごとヽに ,

学習予定表の利用の仕方や自己評価の仕

方などが深まつてきた。

新 しい単元にはいるときに生徒が「学

習予定表を配つてねJと請求があつた。

また,単元途中にも「 今 日は ,不等式を

解けるようにするんだねJと いつた声が

聞かれる。 この学習予定表を必要 として

いること,活用 して意欲的に授業に臨ん

でいることがわかる。

“単元を終えて"では ,学習すること

のよさや仲門のよさを振 り返る場になつ

ている。「 T子 さん,挙手を頑張つたね。」

「 バズで教え合えたので ,よ く理解でき

た。J「 文字 を使 うと便利 だな あと思 つ

た。」などの感想が認されていた。

評価項 目や 自己評価の記入のさせ方に

ついては,今後 ,よ り意味のあるものに

なるよう工夫を してい く必要があると考

える。

5 成果と課題

04観 点を明確に し,バズの種類を意図

的に位置づけた単元指導計画を作成する

ことが有効であつた。

O生徒の素朴な疑間か らバズテーマが生

まれ,必然性のある探究バズにより,学
習をより深めることができた。

○生活班の班長だけでな く,数学の得意

な生徒 もリーダーになることで ,よ り活

発なバズ学習ができた。

▲単元 どうしのつなが りをさらに明確に

し,次時へ生かされるバズ学習をさらに

工夫 してい く。

▲必然性のあるバズ学習を目指 して ,さ

らに研究を重ねてい く。

▲数学係 を含めた,リ ーダーの指導方法に

ついて ,さ らに実践 を積み重ねてい く。

―泉中数学  13-
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研 究 主 題 ルメニニニ
'ル

メ″メ″′二′=′″′  3.:研 究 内 容

自然 や 伸 FHlと・か か わ り、

科 学 的 |な 見 方 や 考|え 方

を養 う (泉 小 学 校 )理 科 学 習

13主 題 設 定 の 理 由

自
1‐然 とか な わ 1体 験 導,(実‐事 を伴

う感 じる心 を生 む 。 自分 の感 じ方 は

や が :て 問題
'111課

題 とな り、解 決 の 方

向 に 向 か う。

そ の 際 、 児 童 が 自
:分

の感 じ方 、 見

方 、 考 え方 を仲 間 の そ:れ と比 較 した

り、 関 連 づ け た りす る こ とは 、 よ り

一 般 的 な 法 則 を見 つけ だ す 重 要 な 方

途 で あ る。 本 校 の 児 童 にお い て は 、

一 人 ず 人 そ れ ぞ れ の感 じ方 、 見 方 、

考 え方 を 生 む と こ ろ ま:て lま 育 って き

て い る:さ らに 多 様 な 見 方:や 考 え方

とか か わ りt科 学 的に 考 え る姿 を求

め 、主題 を設 定 した。    |

2.研 究 の 仮 説

自然 と か か わ り、 実 感 を 大 切 に し

た 体 験 や 活 動 を 構 成 す る こ と。 さ ら

に・fe間 妙 感 じ方 、 見 方 や 考 え 方 と か

か わ ,り it‐ 比 較 、 関 連 づ |す な が ら科 学

的 に 考 察 す る 学 び を構 成 す る こ と。

以 上 が 児 童 に 科 学 的 な 見 方 や 考 え 方

を養 う こ と に な る と考 え 、 仮 説 を 設

定 した。

自然 と か か わ り 1.実‐感 を 伴 う体

験 や 活 動 を も と に 、 仲 間 の 見 方 や

考 え、方 と比較、関
i連

づ ける考察 を

繰 り返す.こ 1と によ リギ科学的な見

方や考 え方 が養わ れ るのでは:な い

か6                .・  |11       :

研究内容 は■ 全体構想|の 三●めt窓

によ り構成 した。 ||・ : |

(2)単 元 構 成 学 習活 動 の 工夫

(■ )子 'ど
も理 解 の 工 夫

① 体 験 や 活 動 か らの 感 じ方 を

点 と し 、 調 べ る こ と を 明 確

た 学 習 活 動 の 工 夫

◆ 体 験 か らの 実 感 、 そ れ を元

に した指 導 計 画 作 りな―ど6

②調べ、話 し合い、再度調だる.学

習 過 程 の 二 夫       ti‐

,1奉毒ギ下言‐|る
1‐ガ

||ス |=:||イ |:や

`学 習過程など  ・ ■ ‐■
|

③伸問の感 :じ 方や見方|や 考 |え1方‐と

か か わ り、 科 学 的 に 考 察 す る学

習 形 態 の 工 夫 (バ ズ 等 の 活 用 )

発

し

臨
・
に

● グ ル ■ プ を・通 した 提
1案 と話

し合 い の 構 成 な ど。

(3)評 価 と指 導 ‐二緩 動 の 工 夫

鉾
自
ｔ
　
　
一曲
‐教

"泉小 理科 1‐



曇‐  理孟軋軍事∫
イ
ア仁

科睾疱なえ方や鑽え方な

魯     養予撃科学冒‐

4学年 攣 元 夢竃饉 の Iな らき』 よ 警

重./1y%の 見方ゃ考え力 とわかかつて

考嬢す 膊 菫子

《7∫豊攀倅の並列ぅなぜの嚢糞 よ り》
「電池を二も■な.い だら絶対に骨―夕∵は
強く国為はずだ。でも電池一個母時と変
わらないようだ。J

I Ⅱ子は、並列つなぎに配線 され亀モ轟タ
ー自動車を見て、つぶやいた。      |

同じグループの伸間と円座になって議が
始まった。他の 3人が、順に轟分ガ調べた
結果を述が始めた。

司会を始めたⅢ子。バズ砕始まりである。
「電池ず本と二本とで力が違おないよ予だ
けど 。ゆ・ :。 みんなどうだもた。」

.と

投げ
―
かけると、S男浄式、

|「僕もそ う感 じた。J

「競争 した Iす ど速さは変粋つていなかっ
た。Jと 述べた。
次に、○子さんな指墓:0子は、 1

「はつきりを違いがかかる方法を考えよ
う。」と提案 した:Ⅸ 子は

「ヽ数字で―きちんと結果が畠る調べ方があれ
ば、 1/1も きりする。よい方法はない ?」

と簿1いかけた。

結果 として、二定の距離を何秒で走る勢
かを調べることになつた。伸間をかかわり、
科学的に適究 した I子は自信 と喜びに満ち
てしヽた:    |

21単元 「蛉kのはた ちき慮の

実践機聾 《量 豊膠聰爾》
(1‐ )私たちの周 りの電気調べ   (1/豊ゆ)

(2)電気勢流れをつくつてモーターカー

を走 らせ よう。 (食 .3/10)

(3)も つと避Iく 走 ら斌iよ う。 (4.負6,710)

(4)地 球にや さしい電池で走 らせ よ う。
|      |  (3,9,10/1ゆ

)

3.I子翁学びは何 :こ よって培われた,

めか    ・t i l

I子|め学びはξ,「 自分め見方や1考 え方を仲
間のそれと比較し、さらに科学的に考察し
ていく学びJと いえる:伸 FH3と かかわつてt

解決め方向を整理し、もうT度実験によ,っ

て確かめる姿であ|る。この1学びはいか|ごし
て培われたのかを探ってみたい。I子の学
びは次のよう'に整理できる。

1舎1                  亀ξJ醸豪、1毒な
FH5題 を生んでいる。

(c)自 分:の 見方や考え方が曖味であると
き|こ

・
仲FFTに働きかけ、

:呼
応する小集

団が成立している。
(⊇)丁。人T人が自分の見方や―考え方を述

鑢轟轟爵感妻プマ柔ぎ重発身霧百ビ8'までき
ゑ学習活動になつている。

上記の特に (B)(C)(D)に ういては、
研究内容 (2)の学習活動、́学習形態の工
夫に起因する。

これまで、 4人のグループでの 「提案、
話 し合い」を重視 してきた。特に‐人でも
疑間が生まれた時には、すぐに集まつて話
し合いをさせた。一人の考えを仲FHEで しつ
かりと受け止め、それに対する自分の考え
を述べる方法である。考え合い、試 して、
解決 していく過程を繰 り返 し経験すること
よって仲間の多様な考えに触れ、自分の考
えを整理 し、科学的に追究する楽 しさを実
感 しているといえる。

これは「子どもにとつての必
'然

的な疑間
や課題」であるからこそ成立した :も のであ :

る。追究する内容と方法がそろつていない
と起こり得ない。

(E)に ついては、一度調べ|た結果を見
直 し、再度調べる学習過程に越因する。

見通 しを持つて実験を行い、結果め交流
後、さらに視点を明確にして再度調べ、課 :

題が解決 される学びの楽 しさを感 じている
と思われる。
つまり、予想通 りに行かないとき、新た

な疑間が生 じたときにもう一度課題を整理
して実験する、.し かも何回も試行できる学
習活動が中学年の児童の実態に合っている
と思われる。 |.        | ‐

|ま た教師の指導・援助においては、∵人
す人の児童め見方や考え方を正確に把握す
ることと|それを提案させ、話 し合 う場を
構成することである。一人一人吟見方や考
え方の違いや相違点を児童 と共に整理する
援助が特に重要であつた。一人一人の見方
や考え方を仲間のそれとつなぎ、新たな方
向を児童自身が構成 していくことを本人に
自覚させる援助も重要であつた。

理科 2繭二泉小



理料購甕構饉
<学校の教育彊標>

1創 造 ‐ 自 主 ‐ 協 同

<研 究1仮 説 >
耳い録考えや力を発揮し合い,高め合えるようなバズ学習を効果的に取り入れ,教師の適7_lな

指導・援助を
.行

えば,生徒に教科の基礎・基本が確実に定着する。

<全 校 研 究 主 題 >

>容究研

f国 と集団を鍛えるパズ攀習颯究鎖
―

基礎・基本の確実な定着を目指して   _

<理 科 学:習|で 願 う姿 >
0自然の事物 。現象に対して,探究心を持つて解決していこうとする姿
0日常生活での経験や実験等の1事実からの考えを交流し,お互いの考えを深め合う姿

鶴轟 い 高 鵡 轟 蜃 高 鰺 藤 漂 遜
○バズでは,自 分の考えを発表し1仲間と交流することができる。         F
▲問題意識を持つて科学的に調べていこうとする意識がやや薄い。   |  :
△自分の考えと伸間の考えの違いをとらえ,考えを高めていこうとする姿勢が十分でない。

研究内容11バズ学習を位置付けた指導計画の立案          1‐
◇自然の事物 :現象に対 して,生徒自.ら が問題を見いだし,知的好奇心や
探究心を持ちて解決していく生徒を目指 した,効果的なバズの方法・場
の設定を工夫していく。  1

,単元導入時における発見バズを活用し,問題意識が連続する単元指
導計画づくりを行う。 _

。探究バズ(予想がス,実験観察バズ,考察バズ)を効果的に位置付け
|   ていく。     .

耕究

^蓉

2‐必然性のあるバズ学習のあり方の究明 _
◇問題意識を持つて科学的に調べる能力や態度を身に付けるために,パズ学
習を通して生徒を変容させるための手立てを究明する。

・ ・課題に.対 して自分の考えを持ち,その考えを交流 し,深化・修正する
:「予想バズJ,課題解決のために行う「実験・観察バズ」,結果を課題 :

に照らし合わせながら考える「考察バズJの探究バズのあり方を究IIJ

していく。
| ・各グル‐プに応‐じた深めたり,広げたりする発間や事象を提示する6

研究内容 3・ バズ学習睦支える学び方の定着
◇バズ学習を成立させるために,バズ学習におけるリーダー指導や議し合しヽ蠣

動の定着を図る。
:バズ学習が効果的・能率的に行われるようにリーダー指導する。
・バズ学習を位置付けた 1時 FE5の授業の流れのパターン化を図る息

一 泉中理科 1-



理科の研究実践
1 研究の目欝

(1)願 う生徒の姿

次の文章は、1年生単元名 F水溶液 と

気体」の授業後の生徒の感想であるぷ :

A子

初めは、水溶液をみわける方法が
2つ しかわからず困つたけど、グル
ープの子の方法を聞いて、 自分な り

に実験 を して、3つ まで水溶液の正

体がわかつたのでよかつたです。

B子
3つ まではわかつたけ ど、食塩1水

と砂糖水を見分ける方法がわからな

かつたけど、Sく んの考えを聞いて、

わかつたのでt実験できてよかった。

C男

:み んなが気付かないような実験方

法を見つけることができた。僕の方

法を聞
lい

てみんなびっ くりしてい

た。次の実験でもいろいろ考えてい

きたいです。    ・

■れは、「 5つ の水溶液の正体を見分

けようJと いう学習課題の授業での生徒
の感想である。

どの生徒も、F5う の水溶液の主体 を

見分けたい」という願い(探究心 )を 持つ

ているが、一人では解決できない場合が
1

あるなこの授業で、2う しか方法がわか

らなかったA子、あと 1,の 方法
iが

わか

らなかったB子 とも、バズにょり、自
:分

の

方法で実験をすることができ、探究心が ,

満たされ満足 している。また、リーダー

的な立場にあるC男 は、自分の方法を仲
間に認められ、満足感を持らて授業荘終
えることができた。
生徒事t「わな.る キラにな:り た|:)J「実

験をしてみたしヽJ「 自分の考えを発表し
たいJと いう願いを持つている。しかし、

その願いを持ちながらも、つまずきによ
つて、願いが達成されなぃ場合がある。
理科では、本年度研究主題「個と集団

を鍛えるバズ学習め究明～基礎・二基本め

確実な定着を目指 して年二めもと、研究
を進めてきた。

I自 然の事物・現象に対して、探究
心を持つて解決していこうとする

姿

II日 常隼清での経験や実験等の事実
からの考えを交流し、お互いの考

え を深め合う姿   :

という(2つ を願 う姿 として指導 してき

た息このような姿になることが、基礎 0

基本が定着 していると考える。よ り具体

的に述べると、次のようになる。

・生徒が目的意識を持つて実験・観

察をする。
.

。生徒が主体i的 に自然に働きかけ、
工夫 して実験 0観察をする。

・事実をもとに考えを持つも '

このようなことが、できるようになるこ

とを理科における基礎・基本と捉えた。

上記の 3つ の観点から、生徒の実態を

捉えると、実験 。観察は主体的に行うこ

とはできるが、必ずしも全員が、目的意

識を持ちてし
'｀

るわけで1ま なしヽ。また、実

験中、方法な'ど を質FHlし てくるが、質問

しなくても自分で考えれば解決できるよ
うなことを聞いてくる生徒もいる。生徒

は確かに主体的に実験‐`観察を行うてい

るように見えるが、それは、必ずしもF目

的意識を持つてJ「主体的に自然に働き

かけている」とはいえない。

そ,こ で、上記:に 述べた基礎|:基本の定

着を:図 る手だ|て として、バズ学習を位置
付け、効果的に働 くバズ学習のあ り方に

― 泉中理科 2-



ついて研究を進め、考察を述'べ ることに

するこ| ‐■ ‐■|| ・  ■`:

〔2)理科における仮説 :

全校の研究仮説を受けてく理科部では、

生徒が1主体的に 自然にはたらきかけ、目

的意識‐を持|つ て実験 |:観察をすることが

、できるように効果的にバズ学習を取 り入

れた。   ′

理科の学習で、① 自分の考え(予想 )を

もつて実験・観察:を すること、② 目的意

識|を 持つて1実験・観察を行 うこと、③実

験結果から、1自 分なりの考えを持つこと

:の 3つができるようにさせたい。授業で

は、グループ単位で実験することが多い

|の で、バズ学習を効果的に取 りいれるこ

とが、これ らの 3つ のことができるよう

になることに有効であると考える。

2 研嘉自審 1■

研究内容 11 1   i
:バズ1学習を位置付けた指導計画の立案

(1)単 元導入時に、発見バズを位置付

け、問題意識が連続する単元指導計

画づ くりを行 う。  ,

単元導入の授業をもとに、単元構造図

を作成 し、生徒の問題意識が連続 してい

くような指導計画を作成する。導入の授

業において、どの子も学習に参加できる

ようにするために、「発見バズ」を位置

付ける。

(2)効 果的に探究バズ(予想、実験

観察、考察バズ)を位置付けていく。

指導計画のなかで、予想バズ、実験・観

察バズ、考察バズを効果的に位置付ける

ことによって、学習課題に追つてい く。・

研究内容 2
必然性あるパズ学習のあ り方の究明

(1)課題に対して 自、分の考えを持ち、

その考えを交流 し、深化・修正す る

「 予想バズ J、 問題解決のために行

う「実験・ 観察バズ」、結果 を課題

に照 らし合わせなが ら考え―る,「考察

バズ」などの探究バズのあ り方を究

明していく6   .

理科の学習で身に付けたい力は、問題

意識を持つて 自然探究する力である

`学級 という大 きな集団では、二人一人

の力が発揮で きない時も、班 とい う互い

を理解 し合 つた集団の中では、十分に力

が発揮で きると考え られ る。そこで、個

々の生活体験や知識を交流するこ:と によ

り、自分の意見や見方を広げ、発展 させる

ための予想バス 0考 察バズ、一人‐人が

実験 0観察の目的を明確に持つことがで

き、全員が意欲的に参加で きるための実

験・観察バズを位置付ける.。

(2)各 グル‐プに応 じて、深めたり広

げたりする発間や事象を提示|す る。

バズの進行や視点の持ち方が異なるグ

ループに応 じた発間・事象を提示するこ

とによって、バズを発展性のあるものに

していく。

| 三 1        1■ .:

研究内容  3 ‐  1
バズ学習を支える学び方の確立 :

(1)バ ズ学習が効果的・能率的に行

われよう:に リーダァ指導をする。

とにして、リーダ

とにより、学習効

(2)バ ズ学習 (予 想、実験観察、考察 )

を位置付けた 1時間|の 授業の流れの

パターン化を図る。

温かい人間関係をも

―にバズ指導を行うこ
i果や能率を高める。.

― 泉中理稗113-



生徒が主体的に取 り組んでい くことが

できるように11時‐
間の授業をパターン

化するLそ の中にバズ学習を位置付け、

主体的に学び合う姿を目指 してい く。

1‐ 研義実露  ―

研究内容 1
バズ学習を位置付けた指導計画の立案

単元名「身のまわ りの科学J〔締液と気体〕

(1)単 元導入時に、発見バスを位置付

け問題意識が連続する単元指導計画

づ'く りを行う。 「 ‐

本単元は、:申_学校:に 入つてから:初 めて

本格的に実験に取 り組む単元である。単

元の導入で、生徒が興味を持つて取 り組

むことができるように、「水溶液を見分
‐ける方法を考えようJと いう課題の授業

を設定 した。 「

単元を構成するにあた り、単元の導入

の授業で、「発見バズ」を活用 し、生徒

の願いヽが連続する:単元指導計画を立案 し

たふ理科学習で願う姿「生徒が探究心を

もつてJ授業に取 り組むためには、生徒
の意識・ 願しヽを大切にしてい くことが必

要であ るも そのことを踏まえ、単元指導

計画を作成 したI【 資料 1】

【問題意識が連続する指導計画】
①第1時「発見バズJ

「食塩水・砂糖水 i・・ア
「
ンモニア水 。炭酸

水 `塩酸の 5つの水溶液を見分ける方法

を考えよう」
‐  ―・ ‐    ‐

導入の授業において、生徒は、水溶液を

見分ける方法をいろいろ考えた。

リトマス紙

【塩酸・炭酸水・アンモ三ァ水】
においをかぐ【アンモニア水】

石疲
‐
水1を いれる 【炭酸水】

蒸発させる:I食
塩水・砂糖水】

‐ア・イ■ ウの方法・は1小 学校で学習 し

た知識・技能で課題を解決することがで

きる。 しか し、工の「蒸発させるJは ガ

スバーナーを使 う.こ とができないの:で 、

生徒は困つて しまつたも

②第 2時1「ガスパーナーの使い方J

そこで、この授業の後に、「‐ガスバ‐ナー

の仕組みを知 り、点火 しようJとい う課

題で授業を行い、全員がガスバ∵ナー を

使うことができるようになった6

③第 3時  「水溶液を見分ける」

第 1時で、「食塩水 と砂糖水の見分け

方がわからない」という生徒が多 くいた。

困つたあげ く、中には「 ア リは塩を食べ

ないが、砂糖を食べる」ということを使
つて調べようとした生徒もいた。生徒は
いろいろな方法を考えたが、結局、蒸発

させるときに出る匂いで区別することが

できた。

④第 4時「食塩水 と砂糖水の見分け方J

実験後、「砂糖水 と食塩水を簡単に見

分ける方法1の授業を設定 し、硝酸銀水

溶液・炎色反応の授業を行いく簡単に見

分ける方法があるということを知つた。

このように、生徒の意識を大切 にし、

問題意識が連続するように、課題を設定

していつた。

【発見バズ】
:・ : ‐

「 5つ の水溶液を見分ける二という課題

で(生徒に・その方法を考えさせた。 しか

し、今までの生活経験 `知識等が違うた

め、方法を考えられない生徒がいると予

想された。実際、自分で 5つ の水溶液を

見分ける方法を考えることができ
iた

生徒

は 3人 しかいなかった。そこで,自 分で

方法を考えた後、バズで交流させると、

ほ とんどの生徒が、見通 しを持ちて 実験

に取 り組むことができた。    .
〔A子のfll〕   ‐    ‐

一―自分で考えた実験方法

①におい→アンモニア水

② リトマス紙

イ

ウ

エ

― 泉中理科 41-



‐~三‐バズ後の実験方法 。一一―一‐‐「‐

①リトマス紙   |
‐
酸性与塩酸・炭酸水

中性与食塩水・砂糖水
|アルカリ獲ニアンモニア無

0薇爽水をスれる→炭酸水

.A子 は、炭酸水が酸性であること、やア

ンモニア水がアルカリ性であるという知

識を持つていなかPた が、バズでの交流

により t水溶液の他の性質を知ることが

できた。そして、匂いを調べなくても、リ

トマス紙でアンモニア水を見分けること

を
―
知 り、実験計画から、「 におい」をは

ずした。       ―:

〔B男'あ Jpl〕 ■■1 :
……Ⅲ自分で考えた実験方法

①リトマス紙で性質を調べる

酸性■塩酸 1炭酸水 :

中性→食塩水 J砂糖水:

アルカリ性→アンモエア水

②塩酸・炭酸水にステールウエルを

入れる→塩酸だけ反応

③砂糖水・食塩水を蒸発デさせ、にお

いをかぐ→砂糖は甘いにおい

・……バズ後の実験方‐法 ‐・―…………

① リトマス紙で性質を調べる

酸性→塩酸 。'炭酸水 ‐

中性ら食塩水・砂糖水

アルカリ性与アンモ手ア水

②塩酸・炭酸水にスチエルウエルを

入れる ~
③蒸発させて、こがす→砂膳ぼこげ

[1■ 1嘴 1■_11_■ 1二三_三1■ 11

バズで交流すなとき、:「
:砂

1糖与拿塩|ま

におわなし`Jと いう指摘を
―
受|ナたB男事、

カルメ焼きのことを思い出し、焦がすと
いう方法を考えついた二   |

みんなが気付かないような実験方

法を見つけることができた。僕の方

法を開いて、みんなびつく りしてい

た。次の実験でも、いろいろ考えて

いきたいですも    ‐

(2)効 果的|に探究バズ(予想パズ、実

験・観察バズ、考察バズ)を 位置づけ

ていく。    ―

理科の学習め基本的な流れは、次のよ

うになつている。|    ‐:

①課題をつかむ

②課題に対しな事態をする 1  ‐

E予想バズ】
～  '~

"想
を艦かめる実験 。観察をする

E実験・観察バズ】

0実験・観察の結栗を考察をする

,E考撃ぶズ】 =:  「 |・  | |
⑤まとめをする    .‐

00Cの段階で:予想バズ、実雛・観察

バズ、考察バズを位置づけ、授業によつて

どこに重点をおくかにようて ②ヽ◎④の

どこにバズを設定 していくかを決める。

予想バズ、実験・観察バズ:考察バズの

方法にもぃて|ょ 、耕.究 内容 3‐ の【資料 2】 .

をもとに指導した。

― 泉中理科 5-
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A～‐Eの水溶液を見分けるにはどうしたらよいか

ガスバーナーの仕組みを知り、点火しよう

友だちにア ドバイスしよう

A～ Eの水溶液を、自分で考えた方法で見分|ナてみよう

食塩水と砂糖水を、味を調べないで見分ける方法を知ろう

氷砂糖、|■ ニヒーシ三ガニが藩ける様子を観察しよう

見つけたことを交流 し、確かめよう

X資料畷 攣露名 1年生『鍮醸虫戟瘍翁灘響』て求溶譲と気体〕
第 1時

く観察・実験メ
ー           :

炭酸水・砂糖水・食塩水・アンモ■ア水・塩酸を見分ける方法

を考える。

・におい ・ リトマス紙 ・ 蒸発 ・金属との反応など  ―
.

仲間の実験方法を取り入れ、実験計画を立てよう 発見バズ

・・“生徒の意識 ‐8●

・水を蒸発させれは、

溶けている物が出て

‐水溶液を見分けるこ

とがで
'き

そう.だ 。

第 3時 .

く観察・実験>

自分の考えた方法で、

第 2時

く実験・観察>

ガスパーナーの仕組みがわかり、自分で点火できるようにする

実験バズ

自●生徒の意識・口・口・綺●■菫●
1

・A～ Eの水溶液に溶けて :

いる
.物

が何か調入る方法三

はないだろうか。

・水溶液の水を加熱して蒸 :

・発させれば、何が溶けて :

いるかわかるはずだ。  :

ご気体が溶けている水溶液 :

は蒸発さをでも何も残ら :

ない。         :
・食塩水と,砂糖水は、見分 :

けることが難しいそうだ。:

水i溶液を見分ける実験を行う。

生徒の意識

・食塩、砂糖は、水の中で

どのようになっているの

だろうなol,.1■ |

第 4時

<実験・観察>

・炎色反応をみる ・硝酸銀水溶液との反応

食塩水 と砂糖水を見分ける実験をしよう 実験バズ

■■口疇生徒の意識第 5時

く観察・実験>

2種類の砂糖が水に溶けていく様子を観察する。

考察バズ

・
‐
氷砂糖からもやもやした

ものが出ている。 :

・下の方が濃いような気が

する。

― 泉中理科 6-



・・・・ 生徒の意識

・溶けているというのはt

水全体に広がつていると

いうことだ。

・粒のモデルで濃さを表す

ことができないかな。

第 8時

・・・・生徒の意識

・気体にはいろいろな性質

があること′がわかった。「

。それぞれの気体の性質の

特徴をまとめてみよう。

第 6時

く表現〉       ‐

砂糖を●で表しt自分なりのモデルで表す:

仲間のモデルのよい所を取り入れよう 考察バズ

第 9、 10時

く実験・観察>

酸素、二酸化炭素、水素、

性質を調べる。

■ 泉中理科 7-

口・・―・生徒の意識 口・・口・…………・●■■口l

:・ 水溶液の濃さは、水溶液中め溶質の書J

: 合で比べればよい。
■..● ..口 ...■ ロロロロロ■口■●●■●●■口●二■轟..ロ ロ凛

【第3時より】

.饉
口 由

生 徒 の 意 識
二

■ ■ 「
・ ・・

車 腱 ●
1

:。 いろいろ―な気体を発生させて、1

: それぞれの気体の性質を調べ
:

アンモニアの気体を発生させ、その

実験バズ

砂糖が溶けている様子をモデルで表してみよう

濃さの違いを数値で表そう

<表現>・ 濃さの違いをモデルで表す6

1:質量パニヤント濃度の求め方を知る。

気体にはどのようなものがあり、どんな性質を持つているか
く実験・観察>

いろいろな気体について、その作り方と性質を調べる

いろいろな気体を発生させ、その性質を調べよう

気体を発生させ、性質を確かめよう

I
arrlrlrrtrrrl

llrDril!rrr.rrr

第 7時

てみたい。 t
I
I

aarrirrrGrlrrrl



研究内容 2
必然性のあ|る バズ学習のあり

(1)課題に対して自分の考えを持ち,

その考えを交流し,深化・修正するこ

「予想バズ」,間 1題解決のために行

う「実験 0観察バズ」,結果を課題

に熊らt合わせながら考える「考察
バズJの探究バズのあり方を究明し

ていく。

① 、予想バズ

自分の考えに仲間の意見を加えて考え

を発展させる予想バズ      :

単元「化学変化 と原子・分子」

(2年 生 )

|・―バズテ‐マ

次の反応の前後で質量は変化する

か 。                   ,

《D硫酸鋳水溶液十塩化バリウム水溶液
②塩酸十石灰石    |
③スチエルウールを燃やす

:

あらかじめ,どんな反応をするのか演

示実験で確認 した後,それぞれが予想を

立てバズ tlil行 つた。このテーマに対する

予彗は ,「 .質量が増える」か,F減 る」,

あるいは「変化 しないJの 3種類である

ため,どの子も自分の予想を立てられる。

しか し,予想の根拠は個々の考え方や視

点の違いによって異なる。バズの中で自

分 とは異なる視点でのものの見方を知

り,それらの考え方が正 しいかどうかを

実験で確認 した。

:‐

― A子の意見 (実験②に関して)‐―
|

1予想 変化 しない  ‐     |
1理 由 二酸化炭素は気体だかぅ,  |
1   質量には関係がない。    |

A:実験②についてバズを始めま

す。

まず,私は変化 しないと思いま

したが,みんなはどうですか。

減など思うも

私
‐
も1減|る と思います6  1.■

僕|も B霜や C子 さんと∵緒で減

‐る|。 |        ・   |
えう,|ど うして ? ;   _
だつて出ていちやうから,

でも,出て くるのは二酸化炭素

で しょ? 重さなんてないやんL

気体を発生させたときに ,空気

より重いか軽いかによ=っ て集め

方が違うって習つたから,気体
にも重さ|ま あると思う。 :_ :
そうか,そ ういえば…,。 ,実験
①では出入りがなぃから変化が
'な

ぃってならたIチ ど:ご らしヽら
風に囲まれたところで実験 した

ら (ノ ー トに四角を書 く)こ の

中の質量は変わらないのかな

あ。        |

i・‐1バズ後の予想

予想 減る

理 曲 二酸化炭素には質量があら

て ,そ れが出て行 くか ら ,

その分だけ質量は減る。

②実験バズ |   :
目的意識を持ちて取 り組ませるために

実験方法を考えさせる実験バズ

単元「 化学変化とイオン」(3年生〉■■

「「―バズテーマ ,一 r―…………■,。一・‐……■

| :塩 酸を電気分解 し,出てきた気体
|

| が何か決定する方法を考えよう。
: |、

前時に,塩化鋼水溶液に電流を流すと

陽極からは塩素が発生 し,陰極には銅が

析出するという実験結果より,溶液中で

起こつていることを考察 し,バズで確認

しあつた。その発展 として塩酸を電気分

解するときに,そ れぞれの極から発生さ

れる気体の種類と,実験でそれを確認す

曝

ま！
先

の
一

方 Ｂ

Ｃ

一Ｄ

Ａ

Ｃ

Ａ

― 泉中理科 8-



: :  :: 11 1   ・  ■ 1         '|l   l

る方法を班で考えた。    |
D子のィドズを行う前1の .ィ

ilT卜 には自分
の考えが何:も 書|かⅢてい.な かつた:「 p
子さんの予‐想は?Jと尋ねたと:こ ろ F分

からんもん」とだ|ナ ,返ってきた。

「
1‐ ‐D子の班のバズ ‐― "゙:1‐ =|=…

…11-11

IA:ドーュ}｀ 2竜摯r決率す||ギ
い|い

|:|  `と 思いますか ?

IB:ま ず,何が発生するかというと

| _l° ・ ?   「
:

IC:塩化水素やで塩:素 と水素や ら。

ID:な んで?

iC:塩酸はイL学式で書 くとHClだ
|  から,・ ・ 0。

IA:じ ゃあ塩素や水素だ1と いうこと

|  をどうやつて調べればいいと思
|  いますか ?
iC:水素はマジチの火を近づける。

1   塩素は,え っと・ 10。   .
::4‐ 11p書 んどぅ思ぅ:?|    ■

+D:ス ,っ 。やつたつけ o

IB Illお い,におい。
:⊇‐●そういえIボ ,こ の1前 く:さ かった

I ‐,.やPやん:    ‐1

iC:先生 ,分かった。

IT:H寧●こうつなぐ1年 (陰極と陽
|  ,極を番す)どつちの極:か らどつ

|  ちの気体がでてくるの?そ れが

|ょ : 1分からなぃと調べられな、レヽよ。

:A:どう?    :
IB:イ オンの移動のところだ。

i n t e r. Ei)L\iC fr)A, ffiflY,W],4 t
|‐  ンはプラスの方にいってる。

IA‐ 1‐じゃそつちか ら,塩素が出るん

|   じゃない。:     L/呵P′感 セ o`

lC:そ うしたら,逆から出て く.る の

|   が水素だね。

|⊇.:う んうん。:

…Iがズの後にまとめたノー ト ー
,「「一

〇塩酸は化学式で表すとHClだか

ら,水素のイオンと塩化物イオン

l ll分 かれてぃる。 :
○塩化物イオンは陰イオンだから陽

極に
=1き

寄せられる.。・ ・ .I
O水素の.イ オンは塩化物イオンとは

逆の方向に弓|き 寄せられるだろ |

う。     1_‐ :

0陰極にはマッチの火を近づけて ,

陽極は ,1に おいをかげばいい。
・

:

この後 ,D子 の班は,2年 生で学習 し

た電気分解の方法を確認 した後 ,実験に

うつつた。 D子はパズの結果 ,自 分の予

想を持ち,図 を用いてそれをノ■ 卜に書

いて実験に向かつた。また,積極的に実

験操作 をする姿勢が見 られた。 |

③考察バズ  ́     ‐  ‐

i異なる視点での見方を知わt疑間を解

決して,課題に近づく考察バズ  il

単元,「植物の世界」(1年生)‐ ■′

「
‐‐,バズテーマ ‐

1‐
‐一………………‐

11

1 BT゛B溶液の変化から植物の行っ =|

|た反応を考えよう。1    ■■ 1

緑色に変化させたBTB溶 液を3本の

試験管に入れ ,そ のうち 2本にオオカナ

ダモを入れて (a,b),aに はアルミ
ニウムは くをかぶせて数日日、光を当てた

ところ,aは青色に,bは黄色に変化 し

たoi実験の前:に B.T'B溶液の性質を学習

しておき,植物が_行 った反応にういて考

察バズを行った。      「 ‐■ |

:―

―ヨ男のノ丁 卜 ‐~1‐
1‐ 1‐ ‐‐‐二

十‐ =‐
‐
1

1eaは青色になったから申性ならア |

| ルカリ性になった。    :  |
10bは黄色だから酸性。      |

B男は,バズの中で「二酸化炭素は酸

性だから・:・ IJと二いう言葉:を
―聞いて ,‐ b

ではオオカナダモから二酸化炭素が出て

いるこ1と を,I自 分で考1え に加えたふしか

し,二酸化炭素が少なくなる=酸性では

なくなると‐いうa,の実験 l●対する考察が

なかなか理解できなかつた。|そ こで′
|1同

｀

じ班めC男に何度も質問し自分のもめに

― 泉中理科 9-



することができた。質問を受けた0男は ,

BTB溶液の性質二
・
,二酸イ餞炭素あ

:性
費

を並がて書き,て ぃねいに繰り返し説明
していたら
…‐B男の感想 ‐―……………Ⅲ……‐

1

今日は始
:め

全然分からなかったけ l'

ど分かつた。 C男君が,教えてぐれ |

た。                |
植物が呼吸をしていて驚いた。  |

“=___=___1‐
~~‐ "― ‐‐――‐“― …… 3_____=中 三二… … …… 1

(2)各 グループに応 じて深めたり,

広げたりする発問や事象を提示i

するも

.ィ |ヽィ 9中 :で TP9結講にな|ど りつく
と,生徒達はそれで満足し,そ こでバズ
を止めて しまう。「 これはど うい うこ

と?J「本当にそれでぃいの ?」 とい つ

た疑間を投げかけ別の視点に目を向けさ

せたり,「 ■iれ はどうなつていたちけ」

と気づいていなかつた事実に目を向けさ
せる発間を机問指導で行つた。研究内容
2の②実験・観察バズのところでの教師
の出場がそれである。    :

研究内容 3
‐バズ学習を支える学び方の確立

(1)バズ学習が能率的、効果的
におこなわれるようにリニダー

(班長)にバズについて指導する .

リーダー指導は、次め 4つ の点につい

ておこなつてきた。
:

1 班員ひ とりひ とりの意見や考えを
1 大事にすること

2 わか らないことや困つてい ること

・ :が
出し合えること

'3 分かり合う、理解し合うという気
‐‐持ち羞蒔もこと
4'仕事分担や係 りなど公平に決めて

いくこと      ・

理科学習で願う姿は、課題に対して積

極的に擦案′ぃを持つて撃り組む姿、経験

や事実を出し合い、お互いの考え'を 深め

合う姿である。生徒ひとりひとりに自分

の考えt足場を持たせることが出発点で

ある。ひとりではその考えを持てないく

持ちにくい生徒に対 しての働きかけをし

てい くためにリーダニ (班長)が果たす

役割は重要である。

実際の班長指導は班長会を開いてtま
たバズの授業の中で繰 り返 し指導 してき

た。生徒全体に対 しては、

「理科授業でのバズ学習の進め方J

のプリントで指導 してきた。 ~  |
【資料 a】   ‐

①「予想バズJで の実践    
‐

1年「光合成 と呼吸J

・パズテーマ

「 BTB溶 液は何色になるか1 1
0バズの方法 班長司会の自由バズ

1年 A組 6班の記録

長 :テ ーマは「 BTBQ色 は何色にな

るかJです。まず、自分で予想 して

ノー トに書いて下さい。 2分ね。 |

(そ れぞれに書き始めるが、 Y:が困つ

ている様子、BTBの 色の変化につ
いてア ドバイスする)    |

長 :みんな考えた ?で はK君からも
'

K:ま ずBは青色。わけは水草が光合

成 して COJを使つてなくなるから。

Cは夜 と同じだから・変化なしでその:

ままで緑色。

長 :Y君は ?
Y:僕 もK君 と同じでBは青で Cは緑

になると思うなBは光が当たつて酸

素を出して C02を吸うか ら'変 化す

る。

長 :同 じやね。では Sさ んは ?
S:わた しもだいたいは同じ。光合成
「
で C02を使うのでBは C02が な く

なりもとの緑色にもどると思う。で

もこの実験からは酸素にっぃてはわ

からない。BTBは C02の ことし

かわからなぃ。 (酸素についてはア

ドバイスした) |
長 :私 も同じ。まとめますふ事は青(

― 泉中理科 10-



■‐cIま 1変イビな
'し

の′緑
‐
色でいしヽ■・す掲ぼ

::´
(ホ ワイトボ虫ドに記入.し

始めるう
T'「ちよち:ど待うてご水草

.も1生
きてる

●んだよ。いいのかな■:■
…‐  i

K=あち、そうからCは黄色‐かもしれ

Y:え うな
」
んで～6   . ・ ・

K:水草やちて生きているもんで夜は
1呼 :吸

して「C02を 出すも Oは C OJが
増えるから黄色になつていく。

'Y

長

:ふ～ん

:B:はみんな青でいいよね:Cどう

する?Sさ んは?~ ・ :

S:私は日光があたらないから変化な
■いような気がするけ̀ど・

‐.わからん

ホワイトボードの記録
‐1'A16班1,‐    :‐
;B'二

青
i色.`光

合成 して COうが

なくなるから す
.IC二‐

黄色 光がないので光合
:

・ 1   1■ 成 しないι代わ り

に呼吸 して C021
が増える。   |

‐   (緑 のままかも|〕  |

「予想バズ島で課題に対する自分の考

えや立場を明|ら か :こ するも,ヾ ズをするこ

とにより自分の考えが持て
‐
な
―
かうた生徒

も班で話 し合つたり、質問 した りして自

分な りの考えが持てるようになる。班の

全員が予
〉
想や見通 しを持つて授業に取 り

組めるようになることが予想バズ
ー
の

iね
ら

いである
す
。
1 ‐

②
′
「実験バズJでの実践

1 ■

1年
ゞ
「水に溶ける1物質の量Ji

・ バズテニマ   F■  i

「 実験の目的と方法を確認 し、役割

分担 しよう」
‐    |   :

・: バズの方法 :班
長主導の指名バズ

1年 B:組
‐7班の記録

:' |1 11

長・今日は水に溶ける量を比べる実験
ですら 3グラムの1同

|‐じ
:量:ず

うとるこ

とが大事です。塩をや りた
Iし

人`は ?
0は

い 。

じや
:あ

=君
が塩ねJW君カリ,ウ ム

‐のぼうやうてねι ・ | ・   ・
|

1 事さん本1事 か|て 。1商.力 とや0 1CC
■ね:‐振:る 01まみんなで交代ね:・私が

'記
録するから二     .: ■

‐

■机あ上羞整
:逮 .し :て

善
'れ

ぃたし|そ から
取りにいってください志   ｀

...;:.:..|(実
験) |.

長・椅子入れてよん
―‐  '  

■

実験に対:し ては興味を持つて取り組む
生徒がほとんどであるが、実験

―
の菌的:力S

辱t奮 :ヨ奮繁顔彗奮F曇象‐奮‐露睡:墓‐墨
軍:=各し襲警11魂 ‐

lr
実験をおこなう前に実験の目的を班長中
心に徹底確認し、́それぞれの役elJを はiつ
:き

りさせるためのバズであるt ~11

③ 全体をとおして  .・ :

1年 A組「気体Jの授業後,U子は次
のように実験レポー ドに感想を書tヽ た。

今日の気体集めの実験は楽 しかった

私の役日は試験管に水素を取ることだ

った。 K君がマッチで火をつける前に

「だいじようぶ ?」 て言つて

'く

れたよ

「ポツ」て音が したときみんなで拍手

した:今日の実験も成功して良かつた

(実験 レポー トの感想 U手〕:

班莞足当初は男女に分かれ:1lU子 は特
に孤立しがちであつたがtl班長H子によ

り、まとまりが見られるようになつてき

た。協力すること:で 実験0.成功率が高 く

なり班全体の自‐信にもつながらて きたこ

班長のH子がU子に積極的に|またケきか

け、1役割を班に位
:置|づ けてきた結果であ

:る ど考えられる。 ‐ ● ■  ■ .

:  `、      1 1‐ ■:   |||‐ 1‐ 1 ,  | .:

(2)|バズ学習 (予想ノヽズ、,実験 :

観察
'プ

ズヾt考‐察バズ).を位置づけ

た■時間の授業の流れのパタャシ

Ｋ

長

一 泉中理科 111二



化 を図る。

裏意賃ダ黄雪富誓爾〒轟
:畠

言墓藁麗覇賛
をパタァン化してぃる。予想バズt実験
:観察ノドズ、考察ノヽズ1の 3段階のがズを
位置づけてお互いの考えを交流しなが
ら、自分たちで学習を進めて行く授業づ
くりをしてきた。
ただし、このパターンは固定的なもの

ではなく、単元や生徒の実態に応じて、
予想ノ、ズを車視したり、考察バズ中心の
授業であつたりする。

授業金流れ 学 習 内 容

.授業の準備 用具の確認や復習をする

課題提示 課題の確認をする

‐予想 :.

(予想バズ)

自分の予想を持ち話1し 合

つ        :

実験・観察

(実験 。観

察バズ)

実験 :観察の目的を確認

し、役割を決めて実験す

る

考察  .
(考察がズ1)

結果・考察をまとめ、交

流する

まとめ 学習のまとめをする

この部分の実践については、研究内容
2で述べてある。  |

4 書襄―

研究内容  1
バズ学習を位置付けた指導計画の立案

(1)単 元導入時に、発見パズを位置づ

け、問題意識が連続する単元指導計
画づくりを行う。

単元導入時に、発見バズを位置付ける
こ=と によって、どの生徒も下人で実験す

ること:ができるようになった。そのこと

によって、生徒が問題意識を持つことが
できたよその意識をもとにして、生徒

‐
の

願い 。疑間が連続する単元を作成するこ

とにょり、生徒は意欲的に授業に取り組
んだ。(感想より)ま た、発見バズを行う
こと:|よ つて、本溶液見分け方がよくわ

からなかった生徒も、仲間の考えを取 り

入れ、実験することができた。A子は、

炭酸水が酸性であることを知 らなかった

が、仲間の意見により気付いた。また、に

おいを調バーな くても、リトマス紙でも,見

分けられる
｀
ことも知 り、3つ の水溶液の

正体を見つけることができた二‐人で実

験 を行う不安も、仲間のア ドバイスによ

って消え、いつもより意欲的に実験を行
つた。            .
B男の場合、班員が気付かなかつた「塩

酸にステールウ∵ルを入れると溶けるJ

という方法を、仲間が取 り入れて くれた

ことに満足感を持つていたもま.た 、「砂

糖・食塩はにおわない」という仲間の指

摘を受けて、新たな方法を考えて実験を

行うことができた。

A子、B男は、自分の実験方法をもとに

し,な がら、バズで仲間の意見を取 り'入れ

て実験を行つた。 しか し、バズの後、今ま

での 自分の考えを捨て、仲間の意見をそ

のまま取 り入れて実験 している生徒も̀い

た。      ‐

(2)効 果的に探究バズ (予想バズ、実

験・観察バズ、考察バズ )を 位置付|け

る6

小単元「水溶液 と気体Jにおいての探

究バズの種類は、次のとお りである志

(全 9時間 )

1予想バズ

1実験・観察バズ

1考察バズ

→  0時間   |
, 4時 間   |
→  3時間    |

「予想バズ,0時 間Jと なったのは、

小単元「水溶液 と気体」は、予想をして

それを確かめるという学習ではな く、水

溶液や気体の性質を調べることをねらい

としているからである。単元の内容によ

つて、バズの種類に偏 りができるが、単元

「 身のまわ りの科学」全体で:は 、今まで

の知識・生活経験等から考えられる場合

は、予想バズを取 り入れていきたい。■

一 泉中理科 12:=



研究内容 2
必然性のあるバズ学習のあ り方の究明

|(1〉課題・に対 して 自分の考えを持ち、

その考えを交流 し、深化・修正する

「予想バズJご 問題1解決のために行

う「実験・観察バズ」、結果を課題

に照らし合わせながら考える「考察
バズJの探究がズのあり方を究明す

る6

①予想がパ   ー    i
:^子は1気体には質量がないという間
違つた認識を持つていたため、予想も違
つて しまい、班の他のメンバーと異なる

意見であうたよ|:し か し、安定 した人間関

係があったため、・予想が違う とわかつた

後も、事欲的に自分の考えを1発表できた。
また、仲間の意見を受け入れ正しい知識
を身に付けくもう下度、自分の予想をたて

た,:集体に軍尋があることを知つたA子
は、実験①の予想の立て方も照らし合わ
せてti開 ざされた系で実験を行つた場合
についても視点を広げることができた。
次の時間、教:師 の演示で行つた閉ざされ

た系の実験で t質 量は変‐わらないことを

確認 した。A子は,Iや つば り]と 感想を

書いていた。

②実験バズ

D子は、理科に苦手意識を持つてお り、

科学的な見方・考え方が苦手である。実

験中、進んで実験に参加することが少な

く、見ていた り、記録係になつた りする

ことがほとんどである。この時闘も、始

めのうちは、自分の意見が書けず、意見を

求められても、発言することができなか

つた。 しか し、「電気分解で発生する気

体か ら塩素の匂いに話題が切 り替わる

と、前時で学習 したことを思いだし、積極

的に参加 しは じめ、ノー トを開き既習事

項を調べ始めた。このように、バズでは

た くさんのヒン トが出され、その中の何

かがきつかけになれば、活動が積極的に

なる。実験に入ると、電気分解装置の使

い方を班o仲間に聞きながら実験に参加

する姿が見 られた。バ:ズ によって、この

実験を行‐う目的‐が明確になつ た|た めだと

考えられる。      |:||

③考察バズ           |
B男 は、前:時 に学習 したBTB溶 液の性

質は理解 していたが、二酸化炭素との関

係について、自分では考えることができ

なかった。しかし、バズの中で、IC男 の援

助を得て、2っ を結びつけて考えられる

ようになつた。またt①予想バズでも述
べたが、安定した人間関係の中であつた

ので、安心してわから,な い:こ とを言い、積

極的に解決に向かうことができた。・
C男 も、バズという小集団の中で、最後

まで根気強 くB男 に教えることができ
た c

(2)各グル∵プに応、じた深めたり、広

げたりする発聞や事象を提示する。

バィ lこ より意昇交流=を するだけでな

く、視点の広が り1や
深 まりができた。そ

の結果‐、実験■観
:察

やi全体発表の場など、

次の活動を自信を持って行うことができ

る生徒が増えた。 しか し、限 られた時間

の中で、すべての:グ

'「

ニプ::こ 指導を行う

ことが難 しいので、つ:ま ずきの見 られる

グループを中心に指導 してきたち  |

研究内容 3t ,  . li l
パズ学習を支える学び方の確立  |

(1)バ ズ学習が効果的 0効率的に行

われようにり〒ダニ指導する

①予想ノ1ズ:  _― |‐  ■
|

班長の指示でバズ体形にな り‐、自分の

考えをノー トに書いた。Yが困つている

様子なのでア ド
'サ

イスしたが、Yが 自分

で他の班員に聞いたり1班長が気付けた

りす るとよかつたII話 し合いでは、自1分

の考えがノ■ 卜にまどiめ :ら れているの

― 泉中理科
‐13二



でI二人■人がきち1ん―と
べることができた。

自分の考えを述 た 。

.こ
の実験‐で1特に間違|え やすしヽめか、

「酸素の扱いJで ある。(酸素につしヽて
は、この実験ではわからないことを事前
に指導 してある。)Yが間違えたのを S
が訂正 していることは、大事にした|｀ こ
とである。 Sが言いうばな しヽのまま、次
の話題に進んでいたので、Sの考えが確
認できるとよからた。

｀

●このグル■プでは、「呼吸」に気付 く
ことができなからたので、途中で助言し、
指示をした。

´
Kはすぐに「植物も呼吸を

する」という事実に気付きtグルニプの
メンバ■に説明した。メンバー全員が、
この意見 を理解 するには至 らなかった
が1.視 点や話題の広 が りがぁった。

班長中心にバズがスムーズに進んでい
つたが、問い返 しや質問など、困つている
班員に対するはた らきかけがあると、よ

り内容が深ま うたと考え られる。
.  1   11  :Jヽ

: |  1  1

②実験バズ

班長のH子が手際よく役害J分担 し、班
員も協力的で実験をスムーズに始めるこ
とがで きたこ班長は、実験の意味をよく
理解 して、3g・ 5mlな ど、具体的な指
示をしている。    i~

.し
かしt班員全員に実験の目的を徹底

させるこ.と に関しては不十分であうたた

め、実験に時間が|か かりすぎたもわから
ないことを言い合える、聞い返しができ
る人間関係が、バズには不可欠である。
同時に、バズをすることで(お互しヽを理解
し合 うことも大切であるも

(2)バズ学習(予想、実験・観察、考

察バズ )を 位置付けた 1時間の授業
の流れのパタニン化を図る: ■

1予想、実験・観察、考察の場面でtiどの
ようなギズを行うていくかを明確しきする
ことによつて、生

i徒
は、自分たちで課題を

持つて取り組,む ことができるようになち

51膚果と轟題          ‐

O単元‐導入時にt「発見バズ1'を 極置付
けることにより、どの生徒も問題意識

1を 持ちt意欲的に学習を進めてぃくこ
:・ とができた。  | ・   ‐   |
0個人の力では自分の意見を持てない生
徒もtバズによもて情報を得ることに
よ り、自分の考えを持つことができる
ようになった。

①のパズにより、安心 して自分の意見や

質問を話すことにより1個々の考えを
深めたり広めたりすることができるよ
うになった。        |

Oバズを位置付けた学習のパタニシ■化
により、学び方を理解し、意欲的t=学 :|‐ 習

「

することができるようになつたも
1‐

|

▲「予想バズ」「考察バズJでもけたtヾ

力を明確にした単元指導計画を立案す
る。              11

▲自分の考えを持つことができなじヽ生徒
が、積極的にバズに参加できるようなi

手だてめあり方を究明する:i・ ■ ・
▲各グループに応じた指導を効率的に行

・

つていく援助のあり方を工夫する:・
 ・

一 泉中理科 14丁



鰹義覆亀亀扇顧菅 壌彗饗 つていく|『 パズ事画爾

F静タコ
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0
●
輔 番 :法

【目I的】 _■ 1 1   ・ 1‐
 11 .11  ■ ・

|.■人■人ぬ:者えを全員で確認していく嬢ど:に使い
ます3  .11

【方法】

2.1旨名法

リーダーが、,「 ○○さんなら標撃言つてくださいJと
いうふうに回していきます。‐  ―||■‐ ―

. 1:「 li t●

【    :   轟る

ま  型質琶型‐
｀
蓮琶t雲貢薔書滋唇9鰭彗暑1通菫晨

【方法】―     : :|
こ纏轟夏建嘉豪1予

バ
「

F〒号を言子1苦〒する|う

:i  l● _li l  il_.・  ―‐● :::サ   1  .く     ,i  ゴ1:: :1 ‐   .‐  |:. ::lil■ .ヽ‐ 、

|| 
‐       .  |.:| :‐ | ・  l i・ ‐ 1■ ■ ‐ ‐

1 1. 1   .‐  .  ■
|‐  '|.  :|:| 、

 |l     i

彗F:甲肴1華●森島1合わ|:「

'ス

を行つ
,  III:j ‐  1●   1         1  : ::| II●  

‐|  | : ‐|  | ,‐        |::: ・'・

【方法】

彗婆電なメ :  澤‐  歓

を知織亀鍵駐鴇覗曇醤FTT千 1ヽ警 9‐警?言
え

|

【方法 1‐

     i l   ‐■1~ ‐.li:

品 貸蹴
|

,   ―                         ‐  lil■   : 1 11

３

¨
自由会議法

14
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音楽麒蜀究鶉‐想

<学校の教育剛標≫
創 ‖機 鬱 自 幸 ‐ 協 同

<研究仮説>
互いの考えや力を発揮し合い,高め合えるようなバズ学習を効果的に取り入れ,教師の適切な

指導 ‐援助を行えば:l生徒に教科の基礎■基本が確実に定着する.

<全 校 研 究 主 ‐題>

個と集団を鍛えるバズ学習鰺究明
1:・
   二‐―=. 基礎・基本の確実な定着を目指して 一言~~

<音楽科で願う姿>
◎曲想を感じ取|り 1味わい,「願い」や「憧れ」を抱いて自ら表現しようとする姿。

■:◎より美しぃ表現に1連るため,仲間と共に,学び合いの中で追究:し合う姿ふ

轟藤‐1:=嚢鷺|1裏言糞墓姦豪瞳れ為にとが長二.

誉芦ギやや弱1・

一泉中音楽 1-



1 研究の 目的

11'願 う生徒の姿     ・

間 もなく夏休みを迎えるという 7月 の

ある昼休み,音楽室でパ ー トの音取 り係

が慣れない手.つ きで一生懸命 自パ ー トの

旋律をオルガンで練習する姿が見 られた。

アル ト,ソプ ラノの女子二人に男子が

呼び止め られ,「大地讃頌」の重唱をす

るなど,授業以外で も校内で歌声を耳に

するようになってきた。

また, 1ギ期 3.年 生で撃 り組んだ合唱

曲「大地讃頌Jの第す次感想で,あ る生

徒が次のように書いている。

1‐

~~~…

・

~~…
… … … … … ―

一 一 ‐ ■
― 一 一

二 十
一 一 一 一 ― ― 一 一

―
■

―
一 ―

ニ
ー

_1

:が言重丁事ぢ翼‐襲薫黒量塁菫3奎警:

|て奪轟してぃく様子が表現されてい
|

|る 。当時の被爆者の方々がお互いに
1

:助 け合いなが ら1苦 しさ 。悲 しさを乗 |

:り 越えて来 られた と感 じられる。  |
1音が大きくなるにつれて,灰で真っ |

1黒だつた大地に緑が芽生えて,やが |

::下緑.(自 然)が■くさんになってき
|

|た様子を思い浮へた:       i´
1 最初は弱いイメージで,そ こから i

:だ んだんと勇気や元気を持って力強 :

:く 歌える1良 い。  _‐     l
l 当時の人々のおふけで山が生まれ1

1た ので ,感謝 を込めて うたお う。  |

この事を,に 1生徒下本一人は豊かで美
しい音楽に素直に感動し,表現への願い
を抱くことができる。

警1轟愧‐蜀屁疱臭骰

生

に
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感
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う

で
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い

豊かで美 しい音楽か ら受 けた感動

表現したい内容めイメTジ化

―泉中音楽  2-



(a音楽科における仮説 ||■

音楽科ょ
|し

て■諄.0よ
つな姿奪授業で

求める時,次のような立場で全校研究主

題 .「 個と集目を鍛える.バズ学習の究明」

をとらえた。  1.■  1 : ‐

音楽活動の中でも,特に歌唱表現は ,

表現する者の意識や感情がその内容に大

きな影響を及ぼす活動と言える。

.初めて触れる楽曲の感動の大きさが表

現への「憧れ」そのものとなったり,′ 思

い入れや意気込みに対して,音程に対す

る不安,大きな声を出す ことへの羞恥心

などがまさると,逆に表現が追力や魅力

のなぃものにな りがちである。

そ こで,「仲間と共に学び合う」バズ

学習の究明をすることで,音楽科として

は次のような点で授業での効果・ 高まり

を期待できるのではな,い かと考えた。

「
~~T~I―

仲間と共に学び合う中で 一一―

i - ffio;ffiffih Ealqfi"t kY) f ffi L

i a, r. &T, ffi[cf,ff 6ffiDf -

i , 4,.)t-y*t#*a, H6##HLe
i'"'.5 Lf 6 rH[urJ f',ffifij 0Dffi *

..:
li Dlc=hSr A.

:

!" #$HE #.aEffi [c.B ]] rrtX +B
i affiffifrJBa r &"ir, ffimffi - X
i +fi,*t.H* D, m l.a+Bt*rflH
i 't,LTJ D ffi*rft#XHz:firHle,.f{
! <"
I

i - {+ffifir8 otffi* L+EWA*}}6
i r &[c&::c, *fr+B at6DL
!i .k.lcffiffittc0 Htr*rHTe, H
Ii ffifr$fttlHffiSrl==Ailr A.

このような考えのもとにぉ仲間 と共に

追究 し,鍛え合い高まり合う中で,教科

の求める力が身に付 くための効果的なバ

ズ学習のあり方について,研究を進めよ
うと考えた.     1     1

研究内容 1

パズ学習を位置付けた指導計画
"立

案

指導計画の立案において,効果的なパ

ズ学習の方法 言場0設定を工夫すれば ,

仲間と共に学び合う中で,表現の能力を

高めることができる.

研究内容 2  ‐. ‐    ―

表現に対する生徒の「願いJ「憧れ」

を生かし,表現しようとする意識が連続

す.る 手立てを究明すれば,仲間との学び

合いの中で,意欲的に表現する集団へと

変容させる ことができる。    _

研究内容 3   ‐  ‐   |‐ |

リーダー指導やバズ学習の進め方を含

めた基本的な学習姿勢のあり方を指導す

れば,よ り美しい表現を目指し,II夫 さ

せることができる。       :

2 研究内容          ‐

研究内容 1

バズ学習を位置付けた指導計画の立案

ペアバズ,班バズ,パ ートパズを中

心 |と したがズ学習について■音楽科

上 してまとめる。     .■

‐指導内容との関わ りから,生徒が意欲

策に追究し,かつ効果的なパズ学習の形

態,方法について音楽科として研究し,:

実践する. ‐     .:

T泉中音楽 ‐3-



指導握程に計壼的 i=′ ズヽ摯習を位置

付け実践する。

科 として学習時間が減少 しつつある現

状 において:生徒が主体的に取 り組み、

豊かな表現力を身に付けるためにバズ学

習のあ り方を究明する。少人数学習にお

ける緊張感・ 学習量の増大・ 励まし・ 教

え合 いなどをも:と め 、指導過程に計画的

に位置付け実践する。

■ ‐ ‐‐ 研究内容 2‐

必然性のあ るパズ学習のあ り方の究明

表現追究の場において,生徒が抱いた
「顧しヽ1'「憧れ」を生かしたバズ学習を位
置付けることで,仲

′
間と共に学び合い,

表現 しようとす る意識の連続する手立て

を工夫する。そのために,合唱曲を鑑賞

す ることによって生まれた表現に対する

「願い」 「憧れ」を仲間 と交流 し,曲づ

くりの大まかな流れを確認 し合 うこまた

追究の過程で立ち遺ることによ り,表現

しようとする意識が連続するよう指導す
る。

学習後の生徒め評饉や次時への課題

・願いを受け,必然性のある学習轟

題やバズテーマ設定の工夫をする。

曲づ くりの追究の過程 において、仲間と

表現を高め合 う中で,常 に当初の 「願い」

に立ち返るため,授業後生徒か ら出た評

価や次時への課題・願いを集約 し,そ れ ら

と指導計画を基に学習課題やバズテーマ

を設定する。

研究内容 3
バズ学響を支える学び方の定着

一人一人にとつてバズ学習が意味のあ

るものとなるよう:バ ニ トに一人二役係

を位置付け,一人一人に役割を自覚させ

活躍させる。

バズ学習の成立,充実のために:り 二

ダー指導,係指導を行 う。

より美しい表現を目指し:工夫・遠求
する過程に積極的に参加させるために学

習プリントを用いて、学習の足跡 ,評価
・課題などを確認させる。    |

3 研究実践

研究内容 1

パズ学習を位置付けた指導計画の立案

‐
昨年度までの研究の歩みをもとに,本

校音楽科におけるバズ学習について,形
態・ ね らい・ 方法等について以下のよう

にまとめた。

パ ー トに二人一役係を位置付け ,

籠的 :こ 畿習を進行させる。

学習プリントの記録や評価を通して

繭ら得課題を確認させる。

表現 に対する生徒0「願い」「憧れ Jを

を生か し,大切にしなが ら追究でき

る共通の足場づ くりを工夫する。

ペアバズ,班バズ,パ ー トパズを中

心としたパズ学習を位置付けた指導

計画を立案する。

一泉中音楽 4-



形 態 領 域 ね  ら しン 方  法: 留‐意 点

ペアバズ ‐ 1表現

鑑賞

‐互いの演奏を聴き

合いなが ら正 しく表

現できるようにする

・ 交流・ 助言 し合 う

○ =二・ o
表現   表現

○ ○

表現   聴き役

ペアの組み方

学習後の確認

班バズ

(4～ 5名 )

班別

バ ー ト代表

課題別

表 現

鑑 賞

・ わか らない運指や
:リ

ズムの教 え合 い

・ アンサ ンブル練習

によ り,個 の力の確

認

・ 個 の力の伸長

・ 課題 につ いて交流

全体 の場で の発表

自由会議法

―発表の場

・ 課題解決のた

めの環境整備お

よび補助資料

・ 教師か らの積

極的な助言

・‐仲間の発表に

対する相互評価

パ ニ トバズ

(6～ 10名)

バ T卜 別

パ ー ト分唱

表 現 ・ 正 しい音程 ,リ ズ

ムの確認

・ 能力差の是正

・ 表現の追究

○ OO‐

O ● 0
りニダー

・ 編成の仕方

・ リーダー育成

・ 各係の1活動

パ ー ト交流

(10名以上)

バー ト混‐合

表 現 ・ 表現の権かめ

・ 表.現 の進究

パ ー ト間の交流

クラス分唱 (奏 )

一斉学習,(合唱 )

・ 評価の焦点化

音 楽 科 の

学年  2学 年    l i  t
題材名 曲の構成 と表現の対比

教材名  「夢の世界を」 (全 5時間〉

撃材9指導準わたり、楽曲この議会い

(感動),イーメアジ化→表現 という曲
づく|り‐のilE程 において,パズ学習を位置

.付け実践し.た 。 (次頁表) 1■ ‐

|:||,111 1'‐

イド芸で 錯華雇野

―泉中音楽  5-

指導‐過程に計画的にィ1ズ学習毒‐位置

付Iナ実践する。         |



.4=測巨中布てF 】gナ 史=い 3む

◎表現活動において,合唱づ くりをする中で,仲 FHlと 共に美 しさを追究 し合うこと
のすばらしさを感|じ 合い,互 いの良さを認め合える力。   ■ 111   :

◎二部形式の構成について理解 し,対比的な曲想をイメージをもって感 じ取る力.

:◎前半のレガー ト唱,後半のマルカー ト.唱 を発声,工夫などを通 iし
て表現するヵ

`

題

材

を

貫

ぐ

課
一
題
―

形

一式

．と

表

構
あ

対
一
比

:

含

本時の 目標 バズ学習

第

う

時
停

曲全体の表現のまとめをする.

(自分たちの表現を聴き合い,表現の高まりや自分の成長 ,

間の成長を認め合 うことができる)

バ ー ト交流

合唱

(一斉学習) .

第

１

時

範唱テニプ (ア ちカベラ,伴奏付き)を聴き,感想 (曲 の美し
さ,表現

:の
すばらしいところ)の交流を行い、表現への「願いJ

を持つことができる.二部形式と表現の対比を感じ取る。  |

ペアバズ

班バズ

第一時では教材曲の鑑賞を行い,班バ   ラス内での交流が活発にできた1  ‐
ズ
ー
1ト ケラスモ由の魅方法どあ養流を行っ   

―
生徒二人三人め由‐|こ 舟:する豊

:静
とめは

た後」
1も

ぅ二産「ごんな合唱にしたし`」   ぃろいろな角度から,しがむ表現‐力に差
,き まと'あ き書た。善嚢::多 そあ生徒は,   があるが,交流後は,それぞれが深く受
曲を聴いて受けた感動を仲間に伝える姿   けとめ記述することもできた.

勢にはやや弱さが感 じられたが,班バズ     (次 頁資料参照)・
‐    l

では一人ひとりが述べることができ,ク       ト    ー 「

―泉中音楽  6-



|:● 資料 ■:F夢 0‐世界を」学習プ リントより

鑑賞後の下次1感‐想― :・ ,|  ‐

■マ_―    ‐
‐毎詢りにん  ヽ        |

班バぶやクラス交‐流後の感想

■1、

悔詢ら夕率項しい

⇒

Ｚ卜

毎

者

，

■
こ

４
士
Ｔ

止
員ｎ

ｈ
耐
「

一
Ｔ
９

⇒

研究内容 2

表現に対する生徒の「願い」「憧れ」を

を生か し,大切 にしなが ら追究でき

る共通の足場づ くりを工夫する。

ギ 発見 !!|こ こがいい。美しい

第 2学年

曲の構成 と表現の対比

「夢の世界を」

じ′

3耳た

生徒は授業後の評価でつぎのような感

想を記 した。   ・

―第 5時 「財産のまとめJよ リー

1  11::                    i i ‐   i

:大切なことや,重要なことをみつけて
|

1目 標をもってできた。        |

|

|||lr“ う.う||しだ.し たね一"の ところが盛り
|

1 111 れ黎η4し再だキ″、た

卸 1    1ろ υ

rギ,蹴

年

材

材

,,..',,,,,*;ffiffi g]fiffi affirtxrffi L\. ffi
,',E*{#, & et## L k, HENF!ffi &effi,,:',.i .efr*t E, ffi#Jreffi:J < ryA LTIrr < -k.

. .!,, .,.,, r,- ,i .TottEoE trtf 6 L+ttc. '+'&.$+
,, HffiffI on;t**\ftffif,LflmffiA L,fc,

i
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静つ壻メ癬

澤ヽ雌ダぐ
、永承′ごtlイ与
、櫻は
、あたたオtヽ

、おらっく

′ ,4 .:.ヽ ハ

端がこ

(資料 :次頁参照 )

発見 !:こ こがいい・ 美しい

訂、″手あルとチ千ψガせ
‐
交勁mて き〃fし

、。



:   . ′
・

~ 
鑢いて感じたこと・曲の美しさ・表現のすばらしさ

| ,s=Z _: 
,rll

i-'-'-."',',"." ,ffizF i ffiAH ' "' .' :' iS 3 H -:-. ----- .- -- ---.

I '-mLu'96*E*,?.6e5 i . z.&'ffirlo)ffiDr\ura: - bb'fl,tIoh*r,raXpU i

irt- t,"ieffiHar*Lri i *raaxflar*Lli i rxL&, 
i

| ・やさしく感じた   .‐    ‐  ・ア|カベテ美しい

| ・聴いていると落ち着く        ・ア・カベラなのに音程いい

| ・夢見ている感じ   
―      ・音程がそろつている

| ・緑0きれいな衝を思いながら     ・途中からハモって美しい

1・やさしさ      .
| ・何かを込めている

| ・由に31き込まれ6・

:~~~~~~~「 二 _(授
業後の評価より)-1-―

iし、あでこれるようにしたい1 歌えた。

0男女0バランスいい       ・分かれるところ美しい            |
・声が選き通っている   ・“さあ―"～音がどだん高くなっていく |
・議りかけている感じ          二番大きな音 .  男声0迫力    |
0最初がなつかしぃ           ビンピン響いていた  迫力や強弱    :
0思い出がつまった感じ         力強い        心0刻まれた感じ |

・“うつしだしたね―
締二順に大きく  :思いが伝わった             |

いかにも始めようという感じ       |

・低音が入ってくるところすばらしい      |

|・ 姿勢のいい人が多かった。 |

|・ 出だしが小さい。 “ほ" :・ aはやさしくなめらかに |・声がまた高く大きくなった。|

| “こ:"が しつかりでるよう |・
ia'は はっきりと最後に 1 特に声の大きさは2年にな |

| にがんばる.      :  力強く意識して歌えた。| ってからでは 1番だと思う。|

|・ まだ “さあ―"か らの音 |・ aa'の “ほほえみ"を |・ bb'を力強く迫力を出す |
|・がわからないご

t l・
  :・ やさしくふんわりと歌う | ために “さあ一"を しっか |

|・ みんなア・カベラに挑戦し : ことができた。     | りおなかか
:ら

声をだ
.し

た。 |
| ていた:   :   :・  "う つしだしたね―"を

|・ “さあ一"め,前のプレス |
|・最後のところがパッとしな i・ 意識して力強くのばして | に気をつけたこ I: :  |

一泉中音楽  8二



学ヽ習後,生徒,評価や次時への課題
・願ιゝを受け,必然性のある学冒譲

題やバズテーマ設定の工夫をする。

学年  :第 2学年    |‐
題材  声部の役割 と表現 :

教材  「夢は大空を駈ける」「

■本教材での指導では,曲づ くりへの生

徒の課題意識にそ うために,授業後の感

想や次時への「願い」を軸にして学習課

.題やバィテ
=マ

を下の表のように設定し

実践した。|■

(「夢は大空を駈ける」

以下は第 3時の授業後感想であるこ

第 3時

学習課題
‐
「Flニ ト交流をして自信をうけよう」

| バズテーマ「3バートと交流し弱点と問題点見付けて邊究し、ILく

歌えるようにしようJ

| アルトに行って交流したり:ソブラノに議か来てもらって歌つたので
` :

: 自分の弱点や歌0欠点がよくねおったし,人数が少ない0てより大きく |

:声が出せた.          :

1出苗合暑ができた:すごく楽いったし,お互いの音をきけたのでよか:

| った。ハモったところはとでもきれいですごくよかった。 「    i
:~~~~~~~~~― 一 一 一 ― ― ― 一 ― 一 ― 一 一 十 一 ― ― ■‐~~― 一 ― ‐■・ ■ ―‐― -1

1 ソブラノと一緒に歌うことによって。音程や入るタイミングなどがわか |

| 
つてきた.今度は声の大きさに気を付けて頑張りたいです。      |

学習課題・ バズテーマ )

:一 生徒の授業後の評価,願い 一一
i

l     ↓      |

本時の課題 バズテーマ 留 意 点

第
１
時

曲の感じをつかみ
全体を通して歌っ
てみよう 量番農馨む壼馨曾警盪奎暑重量番艦禁督

イメージ、表現 )

第
２
時
　
．

練習の工夫をして
二重しく歌えるよう
にしよう

議翁議事禽室棄警
:し て音程を確実に
しよう

[製城矢」箕鑑な足爺押

磐瑠譲第東賃Z冥旨録イ
ス

'

第
３
時

パート交流をして
音程に自信をつけ|
よう

じ
見
正
に

流
を

，う

交
点
し
よ

と
題
究
る

卜
問
追
え

一
と
て
歌
う

パ
点
け
ぐ
よ

３
弱
付
し
し

繁
ノヽ―卜との積極的な交

不安定な音程の確かわ

主旋律を生かした
表現の工夫をしよ
う

主旋律がのびのび

雲
轟影碁基通

4グノンTプ》

意識し合ったことお全体
の場で発表し合う癬

第
■
時

一
の
　
．

一
りノゝ

，
一

づ
よ

点
し

頂
を

， 加
期

‐意識できたこと、

1爵種曇夢
意識したこと:表現でき

百進桑宇?F綺脅しなが

第
６
…時
一
ｒ

彗撃ら財産1肇:|| 準‐
:馨感獲写曇馨軟難奮暮言葉

で確認

i‐ :::婁お||‐11

―暴申音楽 9-
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爾研究内容 3

パー トに一人■役係を位置付け :Ⅲ 機

能的に練習を進籍 させる。

年  第 3学年

材  ・混声田部合唱の響き

材 ‐
「,大、地讃頌」 ‐

歌唱表現の授業で,各パー トに一人一

役係
―
を位‐置

:付
け;リ ーダ■として仲間に

呼び掛けた りtあ るいは|フ ォロアーとし

て活動を支えるなど,パ ー トの一員とし

ての所属意識
―
の高 ま りを求めた。

(一人一役の係 )

パ ー トリーダ ー,サプパー トリニダー・

声のひびき,音取 り,整列 ,姿勢 ,

デッキ,テ ープ

‐  ‐
役割 |.1  ・

バートパズ
'司

会進行,評価,各係へ0聴言

バ|トパズ指樺:片付け見届け,評価OII議

響く声とよい表情で歌えるよう呼び掛け

メロデ|を楽器でひいて音取り

バすトパズ静移動二
・
隊静を指示.合唱時0灘診0諄ぶ掛け

「l二とバズでのよい姿勢0呼び掛け

カセットデッキ0準機1計付け           ‐

カセツトテ
=ブ

(CD)の準機,再生,巻き戻し片付

学

題

教

ニパ‐トヘの所腐感を持ち仲間と積極的
|にかかわる姿

‐■ ■■1 ■ .
・練習に主体的に参加する姿r‐ |■

・全校に誇れるパニトのスタート1:
・全曲を通して歌おう。    ■

授業の流れ

3年生として「全校に誇れるパートの
スタートJにするために;‐ 係として働き
掛けをさせながら,全曲め書最りをさせ
た。          ■  ■ |

本時では,普段は控えめで歌うことに
主体的になれない音取り係のMさ んが,

昼休みに練習を重ね,パ ート練習で皆の

音取りをリードして,仲間からも認めら
れるようになった.

生徒は3年生として「全校に誇れる」
しヽうことを意識し,パ ートの隊形になる

姿・歌い合わせる姿にも意欲が感じられ .

た。1     1  「|  |

たくさん畿うことができた。バートで昔取りの人がオルガンでしっかり…

音をひいてくれたので音がきちんと取れたのでよかった。姿勢も呼び掛

けがあつてしっかりできた1         :  
‐

学習機0評価上馨 女:子 (アルト)

そういう0を呼び掛llて lLきたいと思うこそして,310バスをアピー|

ルしていきたいご1 ■
‐
 学習後0評価より 男子(バス)

係  ・

・パートリーダニ

・サプリ‐ダー::

・声のひびき

・音取り

・整残|‐

′
| |

・姿勢

・デ|キ
:| 11

・テ‐プ  |‐

一泉中音楽 10-

姿勢襲昇はよかった。係もしっかり注意をしてよくしていきたい。僕が‐‐|



学習プ‐リン トの記:録や評1価 を通 して

自らの課題を確認させる。

|

・ 毎時,評価表を使つて前時の反省 と本

時の 目標や練習の工夫・ 進め方等を全

員の前で発表させる。

,パ ート練習後,パ 丁 トリーダーに黒板

の評価表を使って評価させたり,パ ー

トパズの終了時に評価 し合‐う時間を設

けて確認させる。

.:今日は下偽9パ T卜と合唱することを中心に取り韓んだ。他011-卜と
|

| やつてみると今までわかっていたと思っていたところが以外にもわかっ :

| ていなくて練習し直す事ができ二。あとはバスと交流がしてないのでし |

| てみたい。 |                  ‐      |

:   1‐    学習後0評価より           (テノTル》 |

| お互いに音がとれているか聴き合うことができた。ソブラノと半数ずつ|

.i で交流合唱もできた。これからはもう少しパートの中で声を出すように1

.1 していきたい。Mさんは,ちゃんと役割を忘れずにやつてくれるし,問 |

! 奏を早送りするなど,時間を上手につかう工夫をしてくれる.     1

:       学習後0評価より           (ソブラノ) |

ほとんどの生徒が,評価の欄に記入す
｀
ることができ,モれをバート内や全体で

評価 し合うことによって,次時の課題の

1参考になるなど広がりを見せた。

■料||ト リーダー、隼パートの評価を参考
1に 係の動きに気 を配 つた り,係 に指示を

ィー‐1輩す姿が見ら―れた|■    .I
ザ1他パ|卜の練習■工夫を聞いて,自が
|||あ績書

.た

星がすなどう|ダ =性を鮮
揮 しようとす る姿が見 られたこ

施する中で,曲づ くりの過程.の 活‐動のパ

ターンー化につ なが り,減少 しつつある学

習時間の効率的活用につなげら,れた。

生徒自身も,1曲づ くりの過程に見通 .し を

持って臨む ことができたのではないか。

また,バズ学習を取 り入れることによ|っ

て,生徒の手による活動が活性化 され

た ことが学習後の評価か ら1も 何えるI

それは,少人数の中での活動によ り,

学習量の増大・ 緊張感の高.ま り|が得 られ

た ことや、学習姿勢にかかわっては,励
ましや教え合いの姿が見 ら―れるよ:う・に:な

った り,仲間の長所・ がんは り|に 目|を 向

け仲間か ら学ぼうとする姿勢が身に付い

てきた ことによるものと考えられる|‐

以上のような要因によ り
`一

斉学習で

は「歌 う」 ことなどの学習になかなか主

体的になれない生徒 も「逃げ場Jにな り

にくく,活動姿勢の向上につながつ:た と

思われる。

研究内容 2よ り

生徒にとって「必然性のあるバズ学習 J

にするために生徒の抱いた表現への「願

い」や 「憧れ」を軸に学習課題・ バズテ

ーマの設定を行つた。

す人ひとりの感動 を交流 して,ク ラス‐

合唱 としての表現への「願いJを共有す

ることによって,伸‐間と共に事■含‐いつ

くり上げるという意識が連続した:と思ゎ

れる.また,li活動内容が生徒わ
1茸

:識た添

ったものとなり:目 的意識1を持ちてバズ

学習に参‐加‐する姿につながつた。
「願|:Jを記入した机列表を使うて意

図的指名を行い,板書づくりにも
.生

徒の

「思い」]を反映させることができた。

しかし1バズテーマこそが,学習課題

追究のための「方向付けJとなるため,

活:動内容が分かりやすく,よ り具体的な
パ賣チ■■設定が:課題として残つた。

11-
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=よ
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|夕 ズヽ学習に
1お―

ける二人二役の係につしヽ

ての指導を行うたが:二人ひとりが係の

情動を担うこ|と で:直接仲間に議りかけ
た'り ,伸間とかかわり合う機会が増え:

:集壼:こ なくてはなら'な い澤在としての自
分自身:お1猫櫨を認められるよるこぴが,

活動への意欲につながったと思われる。

逆に

'一
ダニや係の能力 ,パートの構

‐
成員 :こ

´
ようて ,‐ 活動の進度・ レベルに差

:が生じるので,事前における実態把握や
‐事前指導

‐
および本時における教師の柔軟

|な指導援助が課題とならたこ~ま
た;学習プリントを使用し,学習の

足跡・ 評価・課題などの確認をさせた結

果:バ‐ 卜内や全体の場で広が りを見せ

その後の1活 動目標に生かされるなど,主
体的に活動に結びついた。
|そ の反面,記入・発表などに時間もか

か り,音楽科本来の表現や鑑賞の活動時

間の十分な保障が課題である。

5成果と課題
‐

・0指'導
計画の中に:科 として基本的なバ

'ズ学習を1位置付け:立案し実践するこ

とで,生徒の活動のパタニン化 につな

がり:能摯鮨な轟動を生み轟ザことが
できた。  1‐   ‐   |

○生徒の願いや意識に添って課題 を設定

することは,生徒の活動意欲の羹
‐
起た

有効であうた.     ‐ ■

0バズ学習における:二人三`稜

たこぅく
ませることによって小集嵐め中で薔が
生,き ,学習意欲を高めることができた。

○学習プリントは,学習め足跡■評価・

次時の課題などの確認しこ活用できた。
また,交流するととによもて:仲間同
士,パ 丁卜間のよい刺激になった。

虚表現活動におけるバズ学習を発展させ
から鑑賞・創作などの活動における効
果的なバズ学習のあり方の究明をしつ

つ,年間の指導計画を立案する。
▲生徒の活動の方向付けとなり得るよう

な具体的なパズテーマの設定が必要で

ある。        .. :■ .

▲生徒の実態把握や事前指導をきちに進

め,バズ学習の活性化・活‐動進度・能
力の是正を図る必要があるこ・

▲バズ,学習プリントなどの十分な活用
を図りながらも,限 られた学習時間内
での,表現や鑑賞活動の充実・保障が
課題となる。

二泉中
'音
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美鰤襲濾浴畿麟
<学校の教育圏標>

孤饉訂FJ灘数 1 歴賓Iぜ盤壼pふ 叢鶴肝司

<研 究 仮 説 >
互いの考えや力を発揮 し合えるようなパズ学習を効果的に取 り入れ,教師の適切な指導・援助

を行えば,生徒に教科の基礎・基本が確実に定着する。     .

く 全 校 研 究 主 題 >・
個と集団を鍛えるバズ学習機究

F明

基礎・基本の確実な定着を目指 して

く美術科学習で願う姿>‐ 、

◎美しいものに対して感動し,自 らの課題を持ち意欲的に取り組める姿ム
◎自分の発想を働かせi願 う色や形を最後まで粘 り強‐く追求できる姿。―

◎自分の意図や学習課題に向けて計画を立てて工夫し,見通しを持つて制作する姿ふ

<生徒の実態>

容内究研

○課題に対する興味・関心は高く:意欲的に取り組む通とができるも0 ■

O目標や課題を確認しあい,よ :り 質高いものを目指そうという雰囲気がある。

食早貧2参晉晶継撻事223ム轟丁I:ぎ輩警幅勢は轟源諄羅1:黛ぶF°

鷲諄齢鶴悪l僻.理署魂轟壇奮緊胃撃轟短品に追究していける生徒
の育成を目`指 した:効果的なバズの方法や場の設定の工夫をする。

研究島碁2必然性のあなパズ学響動あり方の究明
10表現活動及び鑑賞活動に対して自分の考えが形成できる力を身につけさ

: せてぃくために,バズ学習を通して生徒が変容していくための手だてを

究明する。    .
0発想や制作方法がふくらむ学習課題の設定や,仲間と深め合えるバズ
チニマの設定をするふ

| 。全体や各グル∵プに対して,考えを深めたり広げる発問や参考資料を提
示して,制作の見通しや制作意欲を高める。     ,      |

研究内容 3 バズ学習を支える学び方の定着

◆発想・構想 。制作 。鑑賞を深めたり
｀,高めたりするために,バズ学習におけ

るり下ダ~指導や話し合い活動の定着を図る。         1

一泉申美術 111‐ 1-



美術料醸研究実践

1 研究の目的
一<生徒の'実態

1から>  ―   ´

絵をか くことは苦手だが絵を見ること

は好きという生徒も少なくない。そ.こ で ,

第 1学年の生徒に対象にアンケー ト調査

を実施 した。その中で,絵をか くこと,

ものをつ くること,鑑賞することがそれ

ぞれ好きかどうかを調査 した。結果は ,

「鑑賞するJこ とが「 とても好き」また

は「やや好きゴ、と答えた生徒が全体′の半

数以上で,次 に「 ものをつ くる」,最後

が「絵をか くLの順だつた。また,「嫌

いJで 上:番 多いのは「絵をか く」で,全

体の三割であつた。 しかし,絵 をかくこ

とが嫌いな生徒について鑑賞が好きかを

調べてみると,半数以土が好きであると

いう結果も得 られた:

また,生徒はどのような絵が好きかと

‐いう調査では,写実的表現と写実性の高

い幻想的表現が好きであると最も高 く:

次に印象派的表現に人気があった。これ

.ら ,1毒嬰は,‐ 具象的で分か りやすいとい

う点が共通 している。それは,中学生の

この時期が知つていることを描 く知的写

_.実‐性から,,見ているものを描 く視覚的写

実性への転換期であ―るこ―とに1も 起因して

いると考えられ
―
る。こういうたことから,

具象的で分jか りやすい表現を好む傾向が

みられる。

このことは,自 分の表現 したいものベ

のイメージの明確化や表現活動意欲の持

続 とも関係 していると考えたも

平成 10年 12月 に告示された新中学校

学習指導要領には ,「『 鑑賞』の指導に

ついては二各学年とも適切かつ十分な授

業時数を配当することtiと 示されてい

る。さらに,現行の中学校指導書美術編

には「表現と鑑賞の活動は,創作活動の

中で表裏一体の関係で進められる。1と
ある,しかし,こ れまで,の 実際の指導で
な:表現の撃書:こ 量点

1恭

置がれ,轟貴|め |‐

学習が取 り二Lげ られることは少な く,授
業の中でのかかわ りもあまり配慮されて

こなかった。

‐鑑賞の学習 奪暮琴す●■■い ヽテ|
で,作品から受け―

る1生徒の感動体験を増

や し,作者の心情や1表 現意図を感 じ取る

力を養うことができると考える。そのこ

とが感性を豊かにし,:美的情操や表現意

欲を高め,美術を愛好する態度を養うふ‐

さらに,他者への理解やコミユニケーシ

ヨンの育成,文イL遺産を大切にする気持

にっながってい くと考える。1そ こで,美
術科の学習において ,f生徒自らが主体的

に感 じ取 り味わうことのできる鑑賞の授

業の指導が必要であると考えた。

鑑賞の対象 としては,生徒の「作品と・作 :

家の作品とのどちらもが考えられる。前

者 |よ 生徒が親 しみやすく:題材や技法が

身近で分かりすい。す方■後者 |よ 人類の

偉大な文化遺産であり,美のすばらしさ

や奥深さを理解できた.感動体験を味わえ

るというホなう錐賞9杏1軍 的な教材に位

置すると考えられる。
:そ

して,鑑賞活動

を通 して,さ らに美術館や美術展での鑑‐

賞に発展させていきたいと考えている。

本研究では,鑑費轟轟::焦
:魚

場おそ鑑

賞単体の授業はもちろんのこと::1表 現活

動の中にも,他者への理解やコミユニケ

ーションの育成を大切にする気持ちにつ

ながる鑑賞を位置づけた満動‐を行う。子
こでバズ学習を活用し,i活 動に対するお
互いの価値観の認め合いからさらに活‐動
「
め活発化をねらった。      i

…泉中美術 2-



2 研究内容

美術教科における活動 |ま 大 lllし て表現

活動 。鑑賞活動に分けることができる。

その中で,鑑賞 とは 「よく見て (鑑 )

ほめる (賞 )」 ことである.「 ほめる J

とは心の中に自然に感動が沸き上がって

くることである。「いいなJ「す ごいな」

「きれいだなJ「イ覗か不思議だな」な ど

など,自 然の風景や花などにも感動はあ

るだろうが,美術作品の場合は人がそれ

をつ くつてい る とい うことが大切であ

る。作者に感動がなければ作品にそれを

表現することはできないはずで,美術の

鑑賞は作品を通 しての感動のや りとりで

ある.一うの作品に感動することは,そ
れをつ くった人の気持ちと心が二つにな

ることであり,時代や民族を越 えて可能

なコミュニケーシ ョンである。

'こ のことか ら,バズ学習を鑑賞活動の

鼻輩舞11■算‐轟選Lttl
lと ■な壽ヽ:る と考える11‐

:

■教科 の 爾標～

■表現及び鑑賞の幅広ぃ活1動 を通 して ,

美術の創造活動の喜びを味わい美術を

愛好する心情を育てるとともに,感性

を豊かに し,美術の基礎的能力を伸ば

t,豊かな情:操 な養 う。._

■鑢賞活動で身につ|サ させ亀い内鳥

①議術 め よさゃ 美 しきtl倉J造 島な知恵

||な どを豊かに感受できる感 al■ .

②美やよりよい精神を求めて生き
―
る人

|■ FHDめ生き1芳や鶴1造ヵへあ異患 
‐

|
‐111      1‐ 1                        ‐_

‐0投事■民族、日など1文化ゃ理解‐凛
び芸術文化の継承 と想像

～授業で願 う望ま しい生徒の姿～

◎美 しい ものに対 して感動 し,自 らの

課題を持ち意欲的に取 り組める姿

◎ 自分め発想 を働かせ ,願 う色や形 を

最後まで粘 り強 く追求できる姿   :
◎ 自分 の意図や 学書課題 に向けそ計画

を立てて工夫 し,見通 じを 持 つて制

作す る姿       :    ~

<本校研究における研究仮説 >

お互いの考え方を発揮 しあい,高 め

合えるようなバズ学習を効果的に取 り

入れ,教師の適切な指導・援助を行え

ば,生 徒に教科め基礎的 :・ 基本白もな内

容が定着する。           |

.本
校美術科では,教科が求めるといつ

た点で,望 ましい人間形成を果た し得る

には美術の活動が表現及び鑑賞にかかわ

る幅の広い美的体験活動を通す ことが必

要であると考える。   1
鑑賞活動では,鑑賞の対象 となる美術

作品などを感 じ取 るとい う受動的な姿勢

ばか りでなく:積極的に見る目,感 じ取

る力,美 に感動す る心などを培い鑑賞に

意欲的に取 り組む態度や能力を基礎・基

本 として提え,育成 したい.

―泉申美1縮 辱一



3 研究案雛

◇研究内容 1   ‐

バズ学習を位置づけた指導計画の工夫

発想 。構想・ 製作 。鑑賞の製作過程

に対 して意欲的に追究 していける生徒

の育成を目指 した,.効 果的なバズの方

法や場の設定の正夫をする。

(1)新 指導要領への移行といつた点なら,

題材指導計画に鑑賞活動の場を設定

し,美的情操や表現意欲を高める。

◇研究内容 2

必然性のあるがズ学習のあり方の完明

表現活動及び鐘賞に対 して自分の考

えが彩成できる力を身につけさせてい

くために,バ ズ学習の中で生徒が変容

していくための手だてを明らかに して

いく。

(1)発 想や製作方法が1彰 らむ学習課題の

設定や,仲 FH3と 深め合えるバズ言一

マの設定をする。

(2)全体や各グルニプに対 して,考えを

深めたり拡げる発問や参考資料を提

示して,製作の見通 しや製作意欲を

高める。

◇研究内容 3

バズ学習を支え:る 学び方の確立

(1ぅ

.表
1業み濃れを

―
轟‐鷺し,嘉動:iこ 寿春込

見通 しや,粘 り強 く活動を進先す る

姿勢をつ くる。

(2)表 現及び鑑賞活動の際に生活.班 パズ

を活用 して,考えを深化 させる。

・バズの中で意見が交流できるように

リーダー指導を行 う。

(3)美 術ぎゃらりぃコーナーを設置 し,

多様な表現方法を'知 ることで,作品

を通 して仲間に対するコミュニケー

ションを図る。

写題材 について =

今 回の研究は,第 3学年 にお ける丁学

期題 材 ・「錯 視 画 J(絵画・ デ ザ イ ン領

域 )を 中心に実践 をお こなった ものであ

る。

く生徒作品A:白 雪姫 とリンゴ>

‐ 発想・構想 :製作・鑑賞を深あるた
1め の学習形態を追究するヽめに,バ ズ

学習の進 め方を含めた基本 i14Jな 授業母

|あ り,方 を究明していく。  .

…轟中甕構 4-

く生徒作品 B:魚 とイカ >



美術の授業で取り組む絵画表現やデザ

イン表現とい うと:目 で見た|も のを写し

取るものやポスタニなどを題材 とiし てい

ることが多‐く,苦
:手

意識を持つている生

徒や似.た ような作品作 りに楽しさを感 じ

:られずにいる生徒も多い。 |   ‐

そこで錯視画を通して様々な表現があ

‐ることに気付き,その面'自 さや美しさ:を‐

知ることで美術の広がりを感 じさせ,つ
くる喜びを持つて活動 させたい と考え

たき

=生徒の実態=
美術の時間において:「何をやるか」:=

「どのように取 り組めばよいのか」がは

っきりわかれば集中して取 り組むことが

できる生徒が多い。また,行き詰まった

ときには自分たちでお互いに出来た作品

を見せ合った り相談した.り して取 り組ん

でいく姿をみることができる。そこから

教師が仕組
)ん だバズの場面においてもこ

のような積極的な姿が出ることが期待で

きるのではないかと
'考

えた。 |   ‐

生徒が錯視画に対して感じている価値

はだまし絵 としての面白さやデザインの

美|し きな どである。
.そ

して,そ のために

生徒自身の作品作 りも表面的な表現に流

れがちで意味付けや願いを持つて取り組

めている生徒は少ない。そこで,バズに

,よ
―る話 し合いによつてエッシャーの錯視

画が単なる2種類の絵を組み合わせた絵

としての面白さ,美 しさだけでなく作品

にこめられた願い,思いがあることまで

深めていく。それによつて錯視画の中に

自分の願いを表現することの可能性を発

見させたい。そして:自 分の作品と願い

との関わりを考えさせ,願いは込められ

ているか, どんな願いを込めたいのかを

考えさせていくものとした。

◆研究内容 1よ リ

バズ学習を位置づけた指導計画の再夫

鑑賞の学習を充実させていぐことで ,

作品か ら受ける生徒の感動体験を増や

し,作者の心情や表現意図を感 じ取る力

を養 うことができると考える。′そのこと

が感性を豊かにし,美的情操や表現意欲

を高め,美術を愛好する態度を養 うと考

えた。さらに,他者への理解やコミユニ

ケーションの育成,文化遺産を大切にす

る気持につながっていくと考える。

そこで,美術科の学習において,生徒

自らが主体的に感 じ取 り味わうことので

きる鑑賞の授業の指導が必要であると考

えた。             .

今回,題材指導計画でのバズ学習を以

次項にある題材指導́計画は鑑賞活動・

<バズ学習 >を位置づけたものをまとめ

たものである。           :

下のように位置づ |す た。

錯視について知り、課題に気づ(壌

0参考資料の観賞から組鼻合わせの美しさを見つ|サ ださせる。

○参考資料から錯視としての特徴を見つ|す ださせる。

露遷から自分奪顧Lヽ を生み出す義

○作者の作品に込められた願しヽを考えることで、自分の作品を振り返るこ

とができ:作品|:生 かすことに気づかせる。     |

課逮全体を見直す壌

バ

0利作してきた過程を振り返らせ自分なりに工夫してきた表現のよさを

見つけださせる:    |

0できた作品の機賞をさせることで、仲間のよさに気づかせる。

0表現の可能性について気づかせる。

―泉申美術 5-



(全 12時 lEl)

学習
の場

1,錯視について知り、課題に
気づく場

2,課題から自分嚇願しヽを生轟出す場 3,願Lヽに基づむヽてお1作する場 4,課題全体を見直す場

れ
で

ｂ

い

・錯視轟作品機観賞壱通して種類
や視覚伝達働おもしろさく美し
さを理1革させる。

・組み合わせの表現ll・ ターンを
i理
解させ、アイテ

｀
アをださせ

願う構成をつくりださせる6

目色の構成や特徴を理1撃させ、配
色醸見通しを持たせ鶴。 

‐ ・自分鰺願いに基づもヽて形から受
けるリス・ム、∫ドランスを考
え、配色、表現させる。

'tll作過程を振り返らせ、表現0
意味やよさに気づかせる。

っ

　

　

け

マ
　

ー

中
　

　

い

　

　

力

心

　

　

情

・観賞作品のよさや美しさを感じ
とることができる。

進んで組み合わせを考えれる。
表現創|・ターンのよさや美し
きを感じとることができる。

“色0組み合わせや色醸特徴饉砂
繰て考えること『 でき轟Φ

。自分の常簾へわ願いが持てる。
・願もヽにあった影の色oイメー‐
シ・をもつことができる。

暉制作を振り返り、表現すること
の意味を考えることができる。

壼
ｕ

　

　

Ｌ
勝

・観賞作品から種類や表現0違い
が分かり、表現方法が理解でき
る。

・表現ポターンを理解し、自分
なりに組み合わせ翻工夫を試す
ことができる。

`配色の方法を理解し、美しもヽ配
色を理解し、進んでた織すこと
ができる。

・色の構成′i・夕・ ンを自分なり
に工夫して作品に生かせる。

,自分の作品のよさに気づける。
'仲間Oll品のよさや表現の工夫
が発見できる。

能

心
　

　

占
反

目自分醸制作へ①騒Lヽをもつこと
ができる。

・表現ハ
゜
ターンを理解し、いく

つもの組み合わせのアイテ
゛
ァ

を考えだすことができる。

`色の特徴を(類似色、1甫色)を

理解し、進んでためすことがで
きる。

口自分の制作計画にそって粘り強
く市1作することができる。

・進んで自分や伸聞のよさを見つ
けることができる。

指

導

０

ス

テ

ツ

フ

"錯視的表現作品の観賞を通して
錯視画いいて理解させる。

0参考rit料の観鶉 組み合わせ
0美しさを見つけださせる。

0参考資料から錯視と蜃o特徴
を見つけださせる。

崚錯視画翻よさや幣幣へ0願ιヽを
アイテ

゛
アを出すため蹴スク

ッチを結り強く、繰り返させ
‐

る

' いに合わせ配色を工夫させ制作
させる。

・粘り強く争1作させる。 ・表現の可能性につtlて気づかせ

学

習

過

程

で

の

珈
田

思

点

口錯視画作品、作家作品(エッシ
ヤー,夕

゛
り、翻難など)

な観賞させ、表現級多様性、癬|

意性に気づかせる。

苺錯視的な作品を紹介し、そ0作
影(輪郭)から構成ポタ…ン
を品について錯視的な表現や主
題性、表現方法姪,いて見つiナ

ださせる。

埓錯視表現の特徴、主題性につい
て整理し、理解させる。

・アイテlア0参考資料をもと:

に、どんな組み合わせ0典
°
タ

ーンが編働か気づかせる。

口組み合わせ0絵からではなく、
探ることで表現がひろがること
に気づかせt試させる。

1型紙などを使用させ、同し繰り
返しの構成を容易腱せること
に気づかせ、自分なりに試させ
る。  . :

・作家(14Ci,シヤー、他)昴

錯視画の観賞から願いを持って
常1作していくことの大切さに気
づかせる。

鬱参考酬を観賞させ、色①美し
さ鍾気づかせる。

緻色彩掛け図をもとに色鍛特徴や
色0構成につιヽて理解、確認を
させる。(類似色、補色など)

。まil減
口色機塗り方0確認をし

色ならのなtヽようにきれもヽた影
色さ儡。

これまで①学習を生かし、計画
的紅結り強くお1作させる。

類畿色、書色など霧配色注を自
分0顕いに合わ亀効果的な置]
色として考えさせ吉1作させ機。

持に配色は試し、求機させなが
ら勘さ螺。

切1° トション(分離峨効
果)を配置し、講和を囲らせ
るよ

・フ・リントをもとに、傷1作の過
程を振り返らせ、自分の作品の
よさに気づかせる。

1伸 lalの作品を醸させることで
自分とは違った紳 そのよさ
に気づかせる。

疇作家(MCエッシャー、他)の

灘視画の観賞から願しヽを持って
市1作していくことの大切さに気
づかせる。

∠

目
否
凱

＝

用

資

・資料フ・リント ・教科書

・生徒作品   :

フ
゜
リント(アイテ

゛
アスケッチЛ

::‡

l:甲サ| : |: i
)・ カッター ・テ

゛
サ
゛
イン

・ホ・スターカラーセット
・資料

・テ
゛
サ
゛
インホT゙卜・雷カラ

ーカニト・

"ホ

'ス
ターカラーセット

・資料  .

反省・まとめフ
゜
リント

完成作品

時間 3 6

―泉中美術 6-



警研究内容 2よ り

必然性のあるバズ学習のあり方礫究覇

3年生の錯視画の表現活動では,1導入におしヽて一度見た MeCエ ッシャ‐の作品を「作品に

込められた願いJという切り園で再び援近して鑑賞した。そこで新しいアイデアの切り回や自

分の作品:に 対す.る 意識について考え直させていき,今後鋤制作で「願いJを大切にしていく姿

勢作 りや制作‐へめ意欲イbを ン`ズ学習を通して図ることをした。

‐本時め晨闘
:( 4/121時

懸)

轟
=学

 習  活  動 援 助 “指 導

壽

選

握

握

課

題

一違

求

ま

と

め

○提示され理学 Cエッシャーの作品を鑑糞し、感尋た華象

る  ・百魏塾むヽ、魏 つている、きれしヽ・諄など

⑬ニッシャーの人隻k鐘崚画む描くiこ経たつた背景を知又。

O逸ッシャーの初期のf乍轟を鐘菫する。彗禁睡藝痔種研蠅瓢》

OIッ シャー作 員昼樹如

◇エツシャー0自画像  :

●Iッシヤーの作品窮好しをし

C癬蓄話し爛 葛ふめら

ち願酬こついての問い返しを

する。         |
◇ 瞳lと如 卿 プリント

,感群謝睦魯堀凛副甘する

Q話レ合いが進んでいなもヽ班に

対し¬臨駆庁る● 1

白さや美しさによる

表現とニッシキ■臨 こヽよ

つて笠まれた表現があること

に気付かせる。  |‐

C藩酪島力寸旨名じ

萎できるよ引墨机聞脂導中に

チエレクするも

○バズ剣礫畿機姿勢戦議識の高

まりを評耐する。   |

O作品をみで気付いたことをまと総轟。

3轟と夜が機域額こなつている 白ヽい轟と黒い鳥が
=薦

畿|こなつてしヽ愚

③駆ごとにバ     まと峰、甕農ずる。

③ 躙 <雛 預 >

じ繰り返ま墨と夜の時間輔 表して毎ヽ為0

・平面から浮き出して空を軸 で自由な感懸な出してし囃。

0バズによって膨らんだ自分のLい■鼈 こまと鋒る。

O自月暉オ踊融難揮
聘
る藤し`1霙韻鐵鰯麟 する。

0班ごとにバズ鍛内容をまとめて浴慾ず
｀
る。

○パズにようて灘らんだ寵分軸懸懸ヽな文章にまとめる。

O自|`和麟轟i難締
出
る醸懸ヽを自鸞魏歎騨表する。

Φ撫霧こよる機繋錢まとめ、鱚瑕隆鐵く。

―襄申美購 7-



今回,製作活動の中において,表現活

動のイメージの明確化や活動意欲の持続

につなが るもの として鑑賞活動 を扱 っ

た。

生徒 自身の作品作 りも表面的な表現に

流れがちで意味付けや願 いを持 って取 り

組めている生徒は少ない。そこでバズに

よる話 し合いに よって絵 としての面 白

さ,美 しさだけでなく作品にこめられた

願い,思いがあることまで深めていく6

それによって作品の中に自分の願いを表

現することの可能性を発見させたいと考

えた.そ して,自 分の作品 と願いとの関

わ りを考えさせi願いは込められている

か,,ど んな願いを込めたいのかを考えさ

せ ることを行つたょ

うとしたJな どの具体的な意見が出た。■

率た,当 時の状況などと関わらせて ,

心情に追っているた生徒もい|たt l'|:
最後に,授業を,通 して考えことと自分

の作品に対する願いとを重ね,次時の表

現活動につないでいったら  |

| バズ学習の中で生徒が変容 していく

|た めの手だてより

(1)学習課題 とバズテーマの設定

作品を見せただけでは表面的な表現か

ら深めることが難 しいと予想 された。そ

こで作者の人生や錯視画全のこだわ りを

伝 えて 「なぜ作者はこのような絵をかい

たのだろ う
=」

■ど
tい

.う 疑間をもたせてい

くことに した。

授業の導入時にこの 「昼:と 夜Jを黒板

に掲示 し,気付レ:ヽ たこ:と や感想を発表 さ

せたところ;「 ここ:が,錯視になっている」

などの視覚的な発見か ら出た意見が多か

つた.そ こで「で l■ なぜ作者は今気付い

たような表現をしたのか:なぜ この作品

は錯視画でなくてはならなからたのか。J

と全体に聞いかけバズに移つた。

その1後す|ィドズが慶、詰まなた ときに教師 :

や ,|リ ーダーが再び課題にもどす ことな

行るたふ|そ して,「 それはなぜか,そ れ/

でなにを表したかっ|た のかJを 話す中で
「昼と夜の独特な世界の繰 り返しを表そ

(2)全体に対 しての考えを深める参考

資料の提示 :|‐    ■ |

①初期の作品との比較による考えづくり |
(錯 視以外の作品から思考の広がりを持たせる〉

②作者の人生、背景を

る (作 品の変イヒに気め く

～エッシャー :昼 と夜～

③作品に対する作者の願い探 じ   ‐

(自 分の作品づくりと関連づける)

知
　
＞

―襄中築構 はⅢ…



幸研究内容 3よ 呼

バズ学習を支 える学び方の確立

まず,は じめにいつでも全学年・全題

材 ,tll作 にあたつて,次の 3点 を<三つ

のキニワー ド>と して定着を図 り,毎時

FH5の 評価 と結びつけてい る。 ‐

①準 儲́彗ノん 力議

②没 頭 市 J千年

③ヌ

「

下 一 一
「発

①…どんな場合でも道具、材料、資料等、必要なものが揃つていな|す

ltば本鞠|まっくれない。               |   、

②
=心

を込みて'全神経をtll作に傾注させな|まればt心を打つ作品ll生

まれない11 11 ‐

e'・ 100を通して、必ず自分け作品1世界に一つしかな―い作品が生ま

|れる:      
‐      1

(1)授業の流れを理解 し,活動に対す

る見通 しや,粘 り強 く活動を追究する姿

勢をつ くる。

生徒が安易に模範するような参考作品

や,資料の提示は避け,表現 したい願い

をより具体化 させ られるような技法の紹

介や多様な作風の作品や資料を提示する

ように工夫 し,制 作が行き詰まった り,

納得のい く表現に近づくことができない

で苦 しんでいる時をつかんで,意図的に

参考資料を提示するよう心がけた。

さらに,提示する資料は,学習計画表

な どの記述か ら生徒の意識を探 り,意識

にあうた資料を正夫 して提示を した。表

現の効果やその有効性を感 じ取 らせ,制

作の見通 しをよりもたせ られるようにし

た。

・参考資料や前年度の作品を提示 し,生

徒一人一人に具体的な表現イメージ

をつかませた。

・ tll作 の助けにな りそ うな作品や技法・

素材を提示 し,表現意欲や見通 .し をも

たせたよ

。本校の先輩がtll作後に書いた「制作の

振 り返 り文Jを 紹介 し,作者の表現に

かける思いに注 目させ,思いを込めた

tll作 をしようとい う意識をもたせた。

(2)表現及び鑑賞活動の際に生活班バ

ズを活用 して,考 えを深化 させる。

・ バズめ中で意見ざ交流できるように リ

ーダー指導を行 う。

バズ学習の充実に向けて,話 し合い0
ルールや方法の確認 をリーダーを中Jか に

してきた。また,活動中の机聞指導では ,

ソーダーの見届け と共に班員の様子につ

いでも援助を行った:  |  |
下記のもの |ま ,学期 lま じめのオ リエン

テ Tシ ョンの場や,題材説明の場でバズ

学習の基本的な学び方 として確認 したも

のである。

<場に応 じたバズ学習の種類 より>

① リーダーが司会進行をする6 1
(リ ーダーは班長が兼ねる場合が多い)

②席は班体形で行う。

(机の位置,欠席者の机の扱いの仕方)

③輪番法を基本として,会話を進め

ていく。

(製作活動の進行状況やバズテ∵マに よ

つて指名法 , 自由会議法等 を リーダー

が選択す る。).

…泉中美術‐9-



(3)美術ぎゃ1ら りいコーナーを設置 し,

多様な表現方法を無ることで,作品を通

して仲間に対す るコミュニケーションを

図る二      ‐   |

美術ぎやらりぃ (校幅示)等へ作品の展示

をし,同 じ題材や素材でも,作者の願い

.や 工夫の仕方によつて多様な表現が可能

になるということや作品:づ くり‐には「表

現の願い」が欠かせない大切なものであ

ることに気づかせるとともに,素晴らし

い作品に対する憧れをもたせた∴

4 彎 察

(1)研究内容 1よ り

特に,題材指導計画の 「課題全体を見

つめ直す場Jにおいて,鑑賞会 (発 見・

探究バズ)の設定では,仲間のできた作

品を鑑賞することで 自分 とは違った表現

や,そ のよさに気づいたことが下記の振

り返 りか らも読み とることができる。

<振 り返 り文章 より>

○○経島饉自分の作品鐵ついて誉絲5職虚◎すご〈自分が順張つて翻かく作,1

てしヽ虐とこうだったし,私藝表現しなかっ趣とこ轟を分なつてもらえたことがうれじ

貯っ雌。作品交流の時饉も色々とフト
'll゛

イスな出し含つをりしたことで}llサ もヽ

のを進‐求でき煙息参画の作品づ≪りを通懸で簿きだうな美断がまた―段と播劃こな

砂鯉ゅ ―       ‐     ム さん

‐自分で感下手と露つてllた作品だった|ずど,農 tヽところを見つ|ずてく挽起人がサヽ

てう競しなつ態。次のiヤ轟づくり]議 ,もつと時間を難織してアイテ
゛
フを奮してti

きたしヽ。参霞の発蓑会では,みんなをあつと言わせられるも勝雄チヤじツシ
゛
ける

ぞl            懲 (ん

このこと
.か

らも,美術科の学習におい

て,生徒 自らが主体的に感 じ取 り味わ う

ことのできる鑑賞 =バズ学習の設定は他

者への理解や コミユニケ∵シヨンにつな

がっていっ
'た

と考える。

(2)研究内容 2よ り

鑑賞活動でのバ ズ学習を導入 したこと

で,授業導入時ではほとん どの生徒が絵

の 中の錯視や対称 に気付 くこ とができ

た。 ここでは視覚的な発見が多 く,作者

の心情や願いまで考えた生徒‐|ま ごく少数

だったⅢ      l
その後,「 エ ッシャーがこの絵で何を

表そ うと思つたのか」 とい うバボテ∵マ

で話 し合いをした ところ様 々な視点から

作者の心情に迫ろ うとする姿勢が1見 られ

た。 またI自 分たち母想像だけでなく,

授業で紹介 した平 ッシャ∵の当時の状況

な どとも関連付 |す て考えた班 も多 くあつ

た。  .     .
班内でのバズ学習を設定 したことによ

り,よ り多 く母視点を得ることや思つた

ことを気兼ねなく―話す ことができ,初め

とっつきにくそ うだつた生徒 (Aく ん )

もバズに参加 して 自分な りに考える姿を

一農中美術 10轟



見ることもできた。

ぼくは,ま壼くアイデアも浮かばず,思 tヽなんてきらさらなかつた。けど,今日の

整賞を通してみんなの意見を聞いていたり1ダループでllズで話し含っているうち

に全然考えてしヽなかつだことが見えてきた。なんなアイデアもこういうふうに考え

たらtヽいとか思tつ tヽた。次回から描けそうだ。     Aく ん

しかし,そ の一方で最後の感想を見る

と「エ ッシャーはすごい,自 分 もがんば

りたいJと いつた漠然 とした内容のもの

もあ り,鑑賞 したことで知った よさを自

分の作品に生かす ことがどの程度できて

いたかにういては疑間が残る。制作のな

かでもバズを行つて願いを確認 した り深

め合った りして,学んだよさを生かせる

ようにしていきたい。

(3)研究内容 3よ り

活動に対す る見通 しがあることが,バ
ズでの意見発表につながるが り,表現課

題 に対 しての思いに至った。

リーダー指導については,バズの進行

を理解 したことで,そ の場の様子から輪

番法・ 自由会話法がよいとか選択 して進

めることができた。その結果,よ り具体

的な班員の意見や思いを引き出す ことが

できるようにな り,課題に迫ることにつ

ながった。

自分の作品がぎ縄りいに展示された。あそこに飾られると結構、全校の注目の

的にもなるし、何かすごくうれじtlです。00さんの作品も展承議てtlて、展薦

れることに憧れてし1たからとつてもうれしい1次の作品もがlJばりたt10

また,上記の 日記の文章か ら「美術 ぎ

ゃらりぃJを設置 したことで,表現活動

に対する目標ができ,仲間の作品を意識

し, 自分の作品をさらに高めていこうと

い う姿勢 につながってい く様子 も見 ら

れ,バズ学習を支える上で有効であった。

5 成果と課題

○ 「鑑賞活動=バ ズ学習」を題材指導計

画に位置づけ,制作に対 して意欲的に

追究 していくためには,次 のことが大

切であると分かつた。

0鑑賞活動において,発想や構想を豊か

にす る資料を十分に準備すること。

O生徒の表現意欲 を高め,個 々の生徒の

願いを形や色に具現化 させていくため

には,次のことが大切であると分かつ

た。

・明確に学習課題 を提示 し,用 具や技法

といった基礎・基本を押 さえた上で各

自の表現が追究 されるように設定する

ことが指導・援 elJを より適切なものに

して,質の高い表現 と生徒の高い満足

感を生むこと。

・バズテーマの設定の仕方で,表現方法

に幅ができて発想力ある作品が応ゝえる

こと。

○バズ学習を支えるためには,次のこと

が大切であると分かつた。

・班バズで,個 々の生徒のつまずきを予

根Jし 、乗 り越 えさせるための手だてを

多様かつ周到に準備すること。

今回の実践か ら多 くの成果を得ること

ができたが、次のような課題 もはつきり

してきた。

●一人一人の発想や表現をより質高い満

足につなげてやるための指導の在 り方

の究明をすること。

・個人が創造する作業である授業で,集

団学習であるバズ学習の導入方法を探

ること。

一泉中美術 11-





<学校の教育懸標≫
溝 雌 彗 ‐ 自 主 ‐ 協 同

<研 究 仮 説 >  1 1             -―
t互いの考えや力を発揮し合い,高め合えるようなバズ学習を効果的に取り入れ,教師の適切な

指導 ム援助を行えば,生徒に教科器基礎 :基本が確実に定着する。

<全 校 研 究 主 菫 >

個と集爾隆鑽えるパズ学習鍮究明
―

 締 基本の確実な定着を目指 して

<保健体育科学習で願 う姿>
0運動がうまくなりたいという願いに向けて,自 分のよさを発揮して意欲的に取り組む姿
◎伸間での運動技能の上達をめざし,互いに援助し合い高まつていく姿

<生徒0実態>
●運動に興味を持ち,活発に運動する生徒が多い。
○学習課題が明確で解決め見通しが持てれば,技能の上達に向lす て意欲的に取り組むことができ

,

る。|

△こんな姿になりた1ヽ といぅ願いは持てても,推れに立ち向かう過程での追求の仕方が十分に身
についておらず,課題を何とか達成しようとできない弱さを感 じる生徒が多い。

:

ム自ら進んで伸間に援助を求めたり,仲間とのかかわりの中で高まっていこうとする姿勢に弱さ
が見られる。

>番内究研

研究内容 1 バズ学習を位置付 :すた指導雛繭の立案
◆運動がうまくなり,自 分に見合つた運動鍮実践ができる生徒の育成を目

指 し,単元指導計画や 1時間砕流れ鍛中で効果的なバズの方法・場の設
:定を工夫する。

研究内容2必然性のあるパズ学習のあ―り方の究明
◆運動の上達を目指し,運動習熱の過程でのつまずきやグループの高まりで

の トラブルを生徒自身が意欲的に解決していくためにバズ学習を通して生
徒を変容させるための手立てを究明する。
・ 課題達成に向けて,今の姿や評価を客観的に受け止め,これまでの経験

や既習事項をもとに解決できるようなバズ学習の工夫をする。

研究内容 3 ‐ボズ学習を支え亀学ぴ方の定書
◇学び方を身に付けさせていくための指導・援助の工夫する。
・ グループの組織を明確にし,機能的に活動できるようにする。

―集中体育 1‐―



研究の 目1的

(1)願 う生徒 の姿

中学校体育の学習では,生徒が運動 を

通 して,運動 を上達 させ体力をつけるこ

と,運動に関す る知識 を体得す ることが

大 切 である.し か|し

=そ
つれ に とどまるこ

|と な く,生涯 を通 して運動に親 しむ資質

や能力が求められている。つまり,そ れ

1ま 身体運動の減少やス トレスの増大,自
由時間あ増大などあ

―
寝基療境の更なる憂

fヒ が予想され
「
1121世紀に,主体的に生

き抜 い て:い く基礎 とな る力 を付 けてい く

1教 育 が体 育学習 の本質 であ る と考 えるか

|ら で あ ● .

わた しは 1年 生の ときパ レー ボー

ル が大鎌 い で した。 それ は ,リ ー ダ

■ の 自分 自身 がパ レー ボール が あま

りう.ま くない こ とと,ゲ ー ムで負 け

る とチー ムの ま とま りが ます ます 悪

く,な り,ぃや な雰 囲気 にな った か ら

で した。

2年 生 にな る と, 1年 生の悔 しい

墨 ぃ を した くない と思 ぃ ,リ ー ダー

に立候補 して練濯 で |ま うま くで きな

い ポイ ン トの教 え合 い を大切 に取 り

組 ん で きま した。 また ,ダ ー ムで 多

ま くで きない子 には ,み ん なで関わ

つて励ま:す二 とを大切にしました。
また,が んばりの姿1を 認めるように

もしま した。 り‐ ダ戦では失敗 して

も,仲 間で声掛け合 って一生懸命 プ

レーす る姿が見 られ ,課題 の 3本返

球 率 もア シプ させ る
.こ

とができま し

たヽ,ト ラープノィが起きてもみんなで話
し合 つ て解 決 す る こ とが で き ま し

た。 |.  :   ■

リー ダ戦 では優 勝 で きな|か った l■

ど自分が リー ダー と して貢 献 で きた

こ と,バ レー ボール が上 達 して 3本
返球 な ど連携 プ レ‐ もか な りで きる

よ うにな らた こ.と でバ レニ ボ■ ル が

大好 きにな りま した。

3年 生 では 3段 攻撃 でスパ イ クが

打 て る よ うに した いです。バ レー ボ

ール をや って ょか った。

これはバ レ■ボニルの授業終了後の S
子 さんの作文である。彼女に    |
「 3年 生で もバ レーボール をや りたい。J

と言わ しめたのは,個 と集 団がかかわ り

あ うことで S子 さん 自身が 自分 自身の成

長 を‐自覚 し,運動す る喜びがもてたか ら

である。 こ ういったことが生:涯 を通 して

運動 に親 しみ実践す る基礎 力になってい

くもの と考 えている。

そ こで,生徒たちにつけるべき力 を ,

生涯 にわた り:運 動やスポーツに親 しみ ,

実践 しようとす る基礎力 をうけることと

し,順 う生徒の姿 として次の 2点 を設定

した。            :
願 う生徒 勢姿

◎運動 が うま くな りた ぃ とい う願 い

に向けて,自 分 の よ さを発揮 して

意欲的 に取 リー組 む姿

◎仲 間で運動技能 の上達 を 目指 し ,

互いに援助 じ合 い高 まらてい く姿

更に,私 たちは生'徒 に:生1轟 体育・ スボ
す ツめ基礎‐・ 基本 とな る力 を明ら か に

し,そ の力 をうけてい く指導 を授業のな

なで展開す ることで願 う姿により迫るこ

とができると考えた。 この,基礎・ 基本

となる力 ど:ま 二          :

一泉中体育 2轟
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・ 運 動 の 目的 や 価 値 を つ か み ,主 体

的 に取 り組 む 力       ‐..:
・ 運 動 技 能 ,奪 達 を 目指 し,,伸 蘭 と

協力す る力

二1‐ 事 争の 目響‐や 課 題 を明確 に し,進
んで解 決す る力

であ る と考 えた。    |

(21)保建体 育科 :|こ お ける研 究仮説

保 健 体 育科 で 1ま ,体 育 の学 習 を「運動

を習:熱 す る学 習 Jと 「運動 に よって集 団

をi高 め る学習 Jの 両側 面 が相 互に関連 し

合 い一体的 に な され る こ とが,よ り効 果

的 な学 習が生み 出す としヽ ラ立場 で指導 を

進 めて きた。

そのわ けは ,体 育の学習 では運動 の技

能 の習熟 には,小集 団 (グ ルー プ)を 組織

す る こ とが必 要不 可欠 で,一 人 一人 が小

集 団 の 中で位 置付 き,こ の 中での機 能的

な活 動 を通 して,技 能や態 度 を身 につ け

高 ま ってい く と考 えて い るか らで ある。

そ こで,体 育科 にお け るバ ズ学習 を「集

団 で の 活 動 を通 して 個・ 集 団 が 育 つ 営

み・Jと とらえ,以 下の研 究 内容 3点 の仮

説 を検 証 して い く。

バ ズ学習 を位 置付 けた指導 計画 の立

案

◆ 運 動 の特性 を踏 ま え ,「 運 動・ 集

団 Jを 一体的 に把握 した ゆ とりあ

る指 導 計画 を立案 し,効 果的なバ

ズの方法や 場 の設 定 を工夫 してい

けば ,主 体的 に運 動の実践ができ

るよ うになる。

必 然 性 の あ るバ ズ 学 習 の あ り方 の究

明

◇ 目指す 姿 (運動面・ 集 団 面)と 現

実 とのずれ を明確 に し,そ れ を解

誅 す るため,パ ズ学習|(探 究バズ )

を意 図的 に仕組 んでい け ば ::進 ん

で課題 解 決す る力 が身 につ き ,主
体的 に学 び合 う集 団へ と高 まって

い く。  : :     :

バ ズ学 習 を支 え る学 び 方 の定 着

◆ 集 団 の 中 で綴 々の役 割 :の 機 能 的 な

動 き方‐を正夫 してい :す ば :、 伸欄.と

関わ りなが ら―協力できる集国にな

る。    「    |

鵞 鶴鐵喪審          '
議 魏臨書 磯

バ 翼攀響 義鐘 置付 けた指 導計菫●菫 義

11)バ ズ 学 習 を活 発 にす るた め ,運 動

の特性 によ り多 く触 れ さ―せ ,,ゆ と・りを

もたせ た指 導計画 を1工
夫す る1  1

バ ズ学習 を活発 にす るには ,生 機 が 自

分 の 姿 を見 つ め,技能 上達 に 向けて考 え

を練る時間的なゆとりが必要である。ま
た,導動の特性により多く―触れることが,|

運動,楽 しさやぉ,も しろさを味わいしバ
ー

ズでそれを追求 していくことにつなが :

る。そこで,運 動の特性に多く触れさ|せ
,

ゆとりをもたせた指導計画を工夫′し立案 :

する。         1 1-

〔麟.1時 :間 `め 授 業の進 め方 をパ ター ン

化 し,達切 なバ ボを授業の流れ の中に

位置づけてい く。

l時 間の流 れ Iを ,1

0-研 究会 ∵練 習⑫ )

な授 業 の過 程 とす る。

「計 画―展 開く練 習

― 評価 Jの 基本的

計画会 では学習課

―泉中体育 3-



題 づ くりを,展 開では練習・ 研究会 を,  りして伸間で関わ り合 ってい く探究バズ

評.価 の中では反 省会を設け:それ ぞれノヽ  も取 り入れ ていく。    
・ ~~

ギ学習を中心に活1動 してい くふ    I                    F
バズの種類について述べるよ計画会警 爾霧自書轟           ‐

は,本時の課題を理解する「理解バズJ。  バ
=撃

響書彙彙薔事諄方お彙Ⅲ  
‐
 :

最開の中では,練 習①で本・時の課題につ

いて練習しながら歯由にバズをする F探

究バズJ。 研究会で 1ま 練習①で出てきた

聞題点を考える「探究バズ」.練習0で

グループの組織
‐
を明確にし:機能的

に動けるようにする。   
‐

は研 究会 で出 され た解 決 の方 法 を探 りな   リー ダー の グル ー プ の ま とめ方 (Ю
が らバ ズ (を

す る 「探 究予ミズ J。 反省 会 で  。Moと の組 織 的 な動 き方 )や 司会者 と
:ま
・課1題1の 達成ぶりをバズせ確認する「確 してのバズの進め方の指導

‐
ぎ韓1階 を追ら

認バ ズJ:と い った.31種 類 のバ ズを位 置づ  て行 う。          :
けた (泉 中体育 7p参照 )。 また,グ ルー プ内の組 織 と役割分担 を

このようにそれぞれの場で効果釣なバ はっきりさせることで,効率的な動きが
ズ を仕 組 む こ とに よ り,主 体 的 な運 動 実  で き る よ うにす る。
践 が で き る よ うにす る。    ‐ ‐

薔密露書■‐ |■ ~1.‐
曇義盤0あ 薔バ

=攀
機奪義覇

1課題 達成 に向
'Iナ

て ζ生徒
‐
が今 の姿や

評価 を客観的に 受 け止 め

「

これ までの

経験や既 習事項 を も とに探 究バズ で課

題解決で きる よ うにす る。

1目 指す 姿 (運 動 面・ 集団 面)と 現実の

姿 とのずれ が明確 にな り,解 決の見通 し

の もて る ような局 面 を教師 が作 り出す
=夫 を してい く。

そ:れ に ようて,生 徒 が必然 としてバ ズ

学習
―
(探究バ ズ)を 受け 止 め:主 体的 に

学習す るよ うにな ってい く。

.運 動面 では運動習熟 での過程 でのつ ま

ず |き ,集 団 面 では グル‐ プの高ま る過程

で
'の

|ト ラブル を主 に研 究会 でめ
i探‐

求 バ ズ

を1中 心 にお こな ってい く。

また,練 習 の 中で特節jに ギ ズ学習 の時

間llま 設 1ナ なく て も自然 発生1的・1こ 自
1分

の姿

を1尋 ねた り,1作戦 について意 見を'言 らた

―泉中体育 4-
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3 轟義典彗

‐研究実践にもいて :ま , 1年 女子 9‐バ レ

ーボールの実践について述べる。

薔嘉自轟1 ‐ .1      1

バス学習を位置付けた指導計画申立案

(1)バ ズ学習 を活発 にす るた め,運
.動 の特性 によ り多 (触れ させ:ゆ と

りをもたせ た指導計画 を工夫す る。

1中学校で初 めてバ レ‐ ボールを学習す

る 1年生は:パ スや レシー‐プ,サニプ と

い った1基

'本

‐́的 な:技 能 が身 にも い てい な

い五1従来11単1元 の導入 か ら中盤 までは基

本技能 の習'得 に重 きが置 かれ るのはその

ためで,バ レーボ■ル のゲ‐ ムの持つ楽

しさやお む しろさは|な お ざ・りにきれやす

い。                            1

れる。その特性:ま ,ネ ットを挟んでチー

ムの6人 が相対し,協同して攻防するゲ

ームを農鯛することである|:う まり,ゲ
ニムにできるだけ早い毅階から入る|こ と

が,楽 しさゃお
:も

しろ.さ を十分味わわせ

ることになる
.と

1考えた。そして,それが,

授業に熱中しゲームに勝つためにはどう

す 番ゆ1‐
とllラ イパ学習つながつてい くと

考えた。      .   :  ‐

ただ し,全 くパス練習やサープ練習を

しないと
―
い うことでなく,あ くまでも授

業の中心1こ しないとい うことである|。 こ

の実践では,:計 画会の次の 3時間は基本

練習を中心にを行った。またシゲー ム中

心の展開の中でも,生徒`が 基本技能の習

得に必要感を求めた場合を想定 し,'単 元

の指導時間,に 118時 間 とゆとりをもたせ

て取 り組んだ。 .        :
全 18時間          i

習 活 動

5 単元指導計画 第 1学年 女子

しろさは

きに得 ら
、バレ∵ボール

バ レニ ギー ル の楽 しさや お も

と :ま ,そ の特性 に多 く触れ た と

学

団集動運運・動 の lll 爾 集 団 の 側 面

魔編磐諄{l丁ぶF轟憲f繰轟F嚢鼻5。

ボール、ゼツケン
:

(き まり)

?憾夢F冠纂懸検 l塔
いながら、遠1慮せず思い切り

活動で、きる仲間をめざす。 J

0学習目標を熱る。
,「 3本以内で整えて、
うゲームができる。|

対人パス  扇形パス  円陣パス ‐

ネット越しパス   移動パス  ・
・指、手、肘、膝を使って身体全体で上げる
。声をかけ合いながらパスをす0:1 1
ロボールの正面に移動 し、ボールを受ける。

・棟習ゲームはラリーポイン ト制の時間制で行

う。(11ゲーム・7分制)

,サ ープは、始めコー ト内からの両手,で の投げ

入れt後半からは徐々にコー ト内からのアン

ダーサ轟プヘと移行する。

・ボ∵ルσ)飛 んでくる方向に動く. ‐

1・ ローrテ ‐シヨン
・ 3対 3シ リー
・カバーめ動き

§11露ili:[警 :キII標 illキ
ー:i:iil!li良 |｀

● リーダーの指示でまとまつて

行動することができる仲間を
めざす。  |

:み んなが均等にパス練習でき

る。

'ボ

テ稀畠蟄募1冗 :墨‐五馨彙倉
仲間をめざす

`

○基底技能を身につけることが

できるt i‐     |
・オーバーハン ドバス

・アンダ■ハン ドバス ー ‐

0落 とさないで返 し合 うゲ‐・ ム

ができる。
*ゲ‐ムの仕方を覚える
・ ローテーション・得点の入り方
*ボーいノ1/rJI面に入らて打Q  )・

    `

*l本でもいいから相手コートに返球する。
・ 3本以内で返球する。

|○ カバーをし合って返球するゲ
ームが.できる。

|*カバこの仕方  
〕

・打つ人の方を向く。,打嗜入を理毅ようにする。
栞1本 電機無理をして返そうとせず上げる
・なるべくオ

「
パ
「

′lスを使う。
・1:“ルの飛んでくるところへ全体で動く

●お互いに指摘し合い
.応 えようと努力でき
めざす.

に
を

れ
間

そ
仲

ヽ
る

0‐二本以内で整えて、返 l♂合う
ゲ∵ムができる。

・三ホ以内で整えて返し合うための作戦を考え、試してみて、
修正し作り上げる.                ,

くリーダ戦>15 司 1セ ッ トマ

前 半 1理
1-2 T-5⑥ 百 L② 4-6C
2-3≪ 5-6④ 爾「■40 1‐ -5C
壺=6⑬ 3■ 5Q Ll-6嘔
1-40 2-5o 3-じ じ尺

〇リーダ戦の結果をもとにゲニムぶりを評価し、

反省する。
・返球率 三本返球率

●めざす仲間になれたかどうか振 り返 る。

・役割の果た しぶ り きま りの守 り率

・標菫究が≧:馨賛慧轟競會‐曇
ざす。   i

●めざす仲間の姿になることが

できたかどうカミ振り返る。
・役ell活 動 中きまり

○学習の成果をリーダ戦で確か

める。

○リーダ戦の結果を集計 Lノ 学習
の成果を確かめる。
・ グループ成績・個人成績

返球率、三本返球率など

―泉中体育 5-
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(2)1時間の授業の進め方をパ ター

ン化 iし ,I適切なパズを授業の流れの

中:1位 :置 づ-1す て い く́も ,
下の表● よ うに 1時間の授業を進 めて

1っ た。 | .
<1時 間の流れ >

・ 課題 が達成 で きた

か確 か め る

。次 の授 業■ のや る1

気 を高 め る

単堪のはじめ,生徒にまどまりがなく,

スムーズに動くこ,と 力まできヽなかつ・た|。 そ
のため ,「 次は,課題 につ いて班で 話 し

合 いな さい。J「 今度 は Fpl題 点 を研究 会

で話 し合いなさい
`J‐

なヽぜ と教師の指示

も多 く|バズ学習が中‐途半端で1終 わる場

面も見:受 けら れた。IE保建体育‐科におけ

るノヽ |ズ 学習 ,～集団の発達過程～J(泉
中体育 7p資料参照)の『 同調』の段階

である。

| そこで.1-そ の都度 リーダ‐や Po,M40
に指示を与え=`授

1業パターンの定着をは
'か らた。   1    ‐1‐  ‐
'単

元の中盤になると,学習パターシも

定着 し始めI:す ぐグループで集まうでバ

ズによる話 し合し̀
卜
が始められるよ:う に な

つてきた。    1     11■ ■

しか し,思 いつきの発言や意見がらな

がらない話し合いが多lt i伸 間で協力し
て活動す る段階まで高まっていかなかっ

た。そ こで,バ ズによる話 し合いの仕方

についても各グループを 何国 も巡視 し,

話 し合 う視 点を与えた り
「

―内容 を指示 し

:た りした。

リーダ戦におけ―ぅ終末の段階では,リ
ーグ戦のゲームの中でも必要ならはすぐ
集まって声を掛け合い|:技術のことを指

摘し合ったり,教
`え

合いをしたりして自

発坤 :こ バボ学習ができるようにならでき

た。 E保建体育科 :こ おける、バ:ズ 学習～集

圏の発達過程～1の『 協力』め段階まで

高めること力まできた二 ●  11

―泉中体育 6-

時間の流れ 主 な 内 容

準備・ 体操

準備運動

,ゼ ッケンをつける

・ 用具を準備す る

0シエイ ,体操 をす る

1.準備運動 をす る

理の計画会

(理解バス )

。今 摯の課題 を確穏

す る    .
:課題 に向けて個人

■の動きがわかる

。個人でがんばるこ

とを決める :

・ 個人の課題 をみん

なが知 る

練習
‐ ■ .

(探究バズ )

`課題に1向 けて練:習

をする   :

(探究バ ズ〕

・ 練習の成果 を試合

で確かめる :

・ 試 合 中で も気 づ い

た こ とや 問題 点 な

どは 関 わ り合 って

|がズをする

研究会

(探 究バズ )

後 半
二
練 習 試

合

研 究会 の話 し合 い

を も と :こ ,課 題 の

達成 を 目指 して練

習す る

反‐省 会
:■

(確 認バズ .)

■銀人の成長やがん

.ば り度を確かめる
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研嘉露書盆     ,_
必然性10あ るパボ学警む

:究 明

課題達成,に 1向 けて,卜 1生‐徒が今の姿

や評価を客観的
「
走‐

蔓1諄‐i鋒 ,こ れま

での経験や轟習事項をもと鐘探究バ
■     ‐  「

ズで課題解決できるよ うにす
.る

。

バズ学習を活発にするため
―
|こ Iま ,1今 め

自費,グ
‐ル■プゃ姿キ:最 終的な■ギす

姿が明確でおること:｀ そして,め ざす姿
まで上達してヽヽくみちすじで何を課題と

して11ど んな方法で解決するのがよいか

を自分たちでつかめることが大切である

彗考えた。   、
1方

法|と して,「 今の,自 分 .(グループ)

の姿Jと IFゅざす姿Jを明確にす:る こと

ができる事■|な ィー ト (泉 申体奮
19p資

料参照)と ,11:「 めざす姿Jに 菫るまでの

みちすじを見つけ練習方法を考え選択さ

せるための補助資料として「ゲーム:こ お

ける|つまずきの識階表と'そ の続習
'の ポィ

ィトJ:泉 彎1嘗育110p資料参照)を活用

させた二また:グルァプや個人のゲーム

での上達ぶりを客観的に把握させる資料

として:バ レ■ポールのゲーム記録カー

ドな撃掬奉|すたご―‐

華び:春

`ゝ

め―嚢藤にういては次の授業実

践で述べる。| :

◆実践授業 E17/18時 間 目]◆

し合 も

る 。」

|卜,二多稔
‐
ゲニ五

=様
相はゲーム議轟

聾鍾理:票薫iLi糞 [1霞
できる11ゲ ームの様相が |つ かめれば ,「 ゲ

ームにお 1す るつまず きめ段階表 とその練

習ポイ ン トJを利用 して, リーダーや P

0を 中心に研究会や反省会のバズで話 し

合いなが ら練習方法を考 えていった。

自分たちの状態 を的確 に とらえること

ができないグル∵プは,,裁飾が助言する
ことで気づかせていった111

反省会でグル■プのデ■|ム における様

相を次のようにうかむことができた。

E講時までのグル■プの―様相]

毒ギールが飛 んで きて も動 :す ない

く動かない)子 が多く,■ボ・・―ルが凛

― 卜に落ちる。
摯声鮮ほとんどでず。沈んだ暗いム

ー ドの中でゲームをしている.

0ゲ ∵ム記録を分析す ると,相 手が

らのサープをレシープでき儀豪|は

590/0●成功率であ登‐彎 :こ ,相 手

翁コー トヘの返球率 :ま 140/.で

ある二

仕 こで,講時 の研 究会 と反省会 で 出 さ

れ た「 1/シ ー プ した人 をカバーす るこ とJ

と,「 ポール を積極 的 に レ ンープにい く』

こ とを受 け ,り ■ ダ∵ が本時 『ボール が

来 た ら必ず ハイ と声 を掛 け る。 索 早 くボ

ー ル の 下 に入 り込 ん でパ ス をす る .』 の

路轟て を提 案 した。そ のた めの難 習‐とし

て,次 の練習を「ゲームにお 1す る●:ま ず

き段階表 とその練習ポイン ト』から選択

し,提案 した
=

:本 時 (7時 間 甕)め繍習 ]

・ レシープの練習 (ア ンダーハ ン ド

の基本の徹底),5分
・ギ∵ル,骰げ入れによる3対 3の
‐
森1書li.(ぶずパスするときは声を出
して,ボ■ルの下に素早 く入 るこ

とを―意識 して).1 1

上 記 の グル ー プ の よ うに ,前 時 の研 究

8-一泉中体育



―
― ―

会'や1反省会1で1自 分‐たちらゲ■ムの様相を

資料にもとづいて見つめることで今め姿

を把握することができた二そこで,尋れ

から目指そ うとす る姿≧|わ ギキ‐・テプを克

服
|す る手段 としての練習に 必要

‐
感が生ま

れ,練1習 め
'ポ

イン:卜 を意識 して動 くヽこと

ができた二

:そ の結果,本時の練習ゲームの研究会

で1ま

`:練

1習 のポイ|シ |:卜 の「ボ~ル の下に

素1早くムらてバスをす るこ1こ とにっい

て:探究バズ‐で深めるこ:と:が できた o

l本 時 (7時 間 目)の研究 1会 の様子 ]

ターニ
ー
ダ

'■

ギ
:

:『 今のゲニムでは,ま だ課題が意

識できていない と思います。 ど

こが悪かつたかみんなで意見を

i l出 :し 合 事て :く ださ.い 二1‐

si二 私はポ‐ル 1簿童飛 んできてか ら

,動 くめで失敗をた くさん しまし

た。11
T:「 sさ んはポールが飛 んできて も .

‐:ぃ い ようにな姿勢 をいつ も作つ

1■ ■で:構ilでい
`れ

ば もつ と素早 く動

けるよ。姿勢 を低 く構 えよ
―
う。1

R:「‐
みん な に言 え る こ とだ け どp

まだ 自分が失敗 したち
―
悪い とい

● ぅょ うな■歩手lい た気持 ちがあ

‐ ■るか らだ と思います。 もつ と声

1‐ 「
幾そ うよ

「T:「 私 もそ う思 う
=:ち

よつ と元気

がないね。声を出|して働 いてい

■‐|こ う二
:積

極的な―失敗は先生もど

1海 ぜ|ル|し'ろ う|て 言|つ たから,が

んばろ うね。J 「 1‐

MI「 ポールが来てか ,ら 動:ぐ ん じや

|‐ なくて「 早めに動いていかない

・■・ ど失敗するよね。バス練習で :ま

うまいんだから,,も つと
｀
意識す

るとレシープの確率も上がる:ま

ず.1        ‐‐  |
リーダニー1  ■・ ‐      |

「でlま ,次 のゲニムで|は声|を
中

して失敗をおそれず:こ ボ|■ ルを

1取 |り こ`行こうね三』

この研究会でのバズ学習は,サ ーイ レ

シープや連絡 し合って助けて返す動きに

っぃて:ど の子も課題意識が向いている。

失敗 した原因について技術的な面がらだ

けでなく,声 を出すことや失敗を懸れず

に積極的に動 くことに'も
1言及 している。

覇義自審3

バズ学習を支える牲び方の定彗

グループがうま|く 機能するには,‐グル

―プにおける二人一人の役割を明確にし

て,それぞ1れ が自分め役
‐割の責任‐を果た

゛

すことが大切である.そ こで,|の よう

な:役
:割

を設定した。      :

,技能にらし`であ観1無点検をす る。
.

・ゲームの記録を1頼 り,「練習:内容ャ
1癬究す忠.l:  :・| ■‐  ‐

・ グループや個人の課題を明
:確

に し

1問 題点を
―
うかむ。 ~| |

`学習への取 り組みや ,人間甲
係の

まとまりについて観察点検すゃ.`

|グ ループや機人の間
:題

点をうかみ

・ グルー プ全 体 を統括 し,学習 をお

し進 め る。

・課題達成の見通しを持ち,・グルT
プ会の司会をする̂ .:‐    |

・グループのまとまりを常‐:こ 見つゃ
: 集団の向上

‐
^め指示をする。  |

二泉中体育・ 11-



提案す る。       .
メンバーの不満や トラブルを とら

え,1解決する。    ヽ ‐

ノー ト係 ,ボール係 1体操係,ゼ
ッケン係な どを必要に応 じて決め

る。

今 回の実践で,1ま ,こ れ らの役割 の中で

も
―
特‐に 1り ∵ ダーの活動の させ方 について

焦点 を当て,た 。

1年生の実態は,学級 でも リー ダー と

して活躍 している生徒が体育働授 業でも

リー ダーになることが多い。佑のため ,

グループー会,で
―司会なしてリーダ‐として

,1織 割―を器.た そうとしている。集合など
の指示も出そうと頑張っている。しかし,

自信がないのか,積極的に声を出す力や,

グル∵プのメンギーと関わってグループ

の問‐題点や練習方法を考えたりする力が

十分育:っ ていない。

事 前 に , リー ダー 全員 に リー ダ∵ とし

ての喜 びや 苦 労 を調べた。

その結果 ,          「

[喜び ]

Ⅲ勝つた とき うれ しい ,:
・ 協力 して くれた とき うれ しい

:苦労 ]「         ,`
・ 協力 して くれない子がいる (集

合に遅れ る)    l
・:責任が重い (失敗 した りす ると

‐ り‐ ダー●責任になる )

・ 課題や練習な どを考 えるのが大

.1変  ‐.. :
・ 競争や ゲーム「や負ける と,お もし

ろくない (‡ 句を言わ れ る).

どがあlず られた。    1   1
そこず,il`年業のソ∵:ダーとしてっけ

て|ぃかなければならない1カ を次'の ように

考えたも
―‐ ‐

～時間 を考 えて'指 示 がだせ るょ(1.

時‐問.,.流 がわか る)   .
0集合・ 整:FIj― の呼;び か けが で き‐

る。 (約 束 を決 め る :10秒 集

合)   .1      :
・ グル■ プでの計画会 ,反1省で の

バ ズ学 習 の 司会 が で き る。 (円
‐

くな って話 し合 う。 一人一回 :ま

必ず意見 を言 う)

・ ゲー ムの記録や動 きか ら,Po
と協力 して グルー プ の練 習や 課

題 考 え る こ とが で き るこ (グ ル

ー プ ノー ト,ゲー ム議録'力 … ド

の活 用 )

。で きない子や 意欲 的 でない子 を

励 ま した り,厳 しい指摘 を した.

して積 極的 に グルー プの,メ ‐ンバ

ー に関わ る ことがで きる。

上 :記 の 1年生の リー ダ∵ としてのめざ

す1姿 に追 るため,教師側 の段階的な リー

ダー指導計画を立てたこ      |

■_■ 4時間 目

・ 時 間 行 動 や集 合 グル ァ プ会 で

のバ ズ の 体形 で は大 な 声 を 出

させ や り切 らせ る。 練 習 や ゲ

∵ ムで声掛 iす を させ る。

5～ 91時間 露

グ‐■記録や話合いから課題

を見つけ,適切な練習を考え,

選択させる。     |
豊_言 1∫ 書欄曜野FHD目

,グ ∵ ふ記録や動 きか ら,グル

■∵プの メンパ∵ に積 極的 に関

‐わらせ る。_な

守泉中体育 ,‐ 12-



‐具体的な教師の指示内容‐と,生 徒の実際
の動きは次のようであった。

2～ 4時間 目

ム ダ ー ■ の 指り

一不

・

グループの姿

どん な―場 面 で

も必 ず 声 をか

け―よ う。

10秒 集 合 は

り∵ ダ∵ が 大

声 で 10数 え

よ う。

そ― れ ,フ ァ

イ ト, は い ,

ナ イ ス レシー

プの声 を出す。

リー ダー が 1

番 に集 合 し ,

み ん な が lo
数 えな が ら集

合す る。

5γ 9時間 目

ダ‐∵ へ の 指一ツ

一不

グル‐プの姿

・ ゲー ム 記 録 か

ら P/oと 協 力

して 課 題 を見

つけよ う。

・ サ ー プ ,レ シ

∵ プ の 成 功 率

を調べよ う。

課 題 や 練 習 方

法 に つ い て 教

師 に ア ドバ イ

ス を 求 め に く

る。

資 料 を も とに

話 し合 い が で

きる.

10～ 15時 間 目

y\ba#f**-r.CIffi

iJt

,.,$,{J/FLfu
&*rlrt?*
r*'??)d-e+

グルー プの姿

全 員 で ガ ッ ツ

ポーズをす る。

手 をた た き,合

|え ,ム |∵|ド を

盛 り上げよ う。

お とな しい 子

ゲ ー ム に 巻 き

込 も う。

・ i失敗の多い子 ,

積‐極 的 に動 け

な い子 を励 ま

そ う。

よ い 動 き の 子

に声 をか :す る。

失敗 した ら「 ド

ン マ イ Jと 言

う。「前へ JFオ
ー バ ー Jな ど

の 動 き の 声 を

か ける。

この ように ,ソ ー ダーを中心に動 き方 を

指導 した ことで,単元終盤 の リー ダ戦 で

は,どの グループ も勝つためにお互いが

協力できるよ うになった。 グループの姿

が『 連帯』 に近づいてきた といえるこ個

に 目を向けると,ボールか ら逃げ
―
てい た

生徒 もミスを恐れずに積極織にポ ‐ル に

向かってい く姿が多 く見れ るよ う.:こ なっ

た。

4 署裏             :
11)薔嘉自書 1          ‐

バズ攀薔書位置づけた繊導欝壼●
=i義(1)バ ズ学 習 を活発 にす るた め ,運

動 の特性 に よ り多 く触れ させ
「

|ゆ ど

りを もたせ た指 導計画:を 工・夫:するこ

単元の指導計画にゆとりを もたせるt
で,イ ルヽ∵ポ‐ルの特性である『 協同 じ

て攻肪 するゲーム』に多 く触れ させるこ

とができた。単元の初期の段階か らゲー

ムを導入することで勝つ こと
^意

欲が高

ま,り ,個 々の動きだけでなく,プル■―プ

全体の協同 して攻防す る仲間について意

識を 向かせることができ―.た こそのため,I

運動にも,主 体的に取 り組めるようになつ

た。また,ノ,ズ学習におい ても,お互い

に関‐わ:り 合い,積極的な仲間関係を築 こ

うとする態度が見 られ1::主 体的な学び合

い力1で きるようになった: ‐ ・
‐レかしb基本技能が,著‐し,く 劣る生徒の

T泉中体奪 二3-‐  イ     °
「



誅習時間が生み出せず,最後まで基本技

能の高まりが見られなかつた。こういろ

た生徒の技能を向上させ る工夫が必要に

ならてくる。|    |

(2)1時 間の授 業 の進 め方 をパ ター

ン化 し,適切なバズを授業の流れの

中に位置づ llて い く.

1 1時 間の授 業の進 め方 をバ ター ン化 し

たことで二生徒は指示な くて も動けるよ

うになった。 り■ ダーの指示で門 :こ なっ

てす ぐにバ ズ学習ができるよ うにな り:

効率的な動 きが高 まった。単元の終末の

段階では,ゲームの途中に 自発的なバズ

も見 られ るよう
.:こ

なった ことで集国の質

が高 ま りが感 じられた。
.1時 1間 の流れ の中で,おおむね どんな

バズをすれ ば よいのかは分かつてきた と

思 える。 しか し,バ ズ学習が うま くでき

ない班 は,人 間関係や意欲 ,話 し合 いの

仕方そのものに問題 がある。体青の特色

を出 したバズ学習 に磨 きをかけてい く必

要があ |る 二1‐ ■ .  
・

｀

121薔 義露轟 2

豊聾準彎轟薔バ翼準響●島び方欅毒彎

り合つて学んでいこう■する集饉
::こ

近づ

いてきた。、          |

韓)覇斃自書 3  ‐      「

4バズ攀覇を変える手び方●菫着

グルー プの組織 を明確 に し:機
能的に活動で きるよ うにす る。

‐ リー ダー指導に焦点をあてての実践1で

あった。単元を通 して リー ダー として身

につけさせたい ことゃ集 団 として高めて

いきたい ことを段階を考 えて指導
.し

たこ

とで,リ ー ダー を中心 とした グループの

動 き方を明確 にす ることができた。 .
話 し合いについては , リー ダーによち

て切 り返 しや焦点化な どが うま くできな

い ものもお り,今後話 し合いの仕 方を指

導 してい く必要がある。      |
リニダーにグルニプの仲間が頼 りら

'きりにな り,リ ーダー以外の PtO,MOの活

動の仕方に弱 さが見 られ た二た とえば li

MOが 班 の決 ま りにつ いて積極的 に提案

し集団を高 めていかないため,そ れが リ

ー ダーの仕事 になって しま う班 もあ り,課

題 として残 るた。

5 膚暴と薔題

○ゆとりを持たせ,特性に多 く触れさせ

る単元学習計画を立案 したことで,生
・ 徒が自分たちを振 り返る時間が生み.出

|せ ,バ ズ学習を中心にして主体的に課

キ題遺究 した:り :練習 した1り
することが

|で きた。            |

0自 分たち鈴上達 して行 くみちす じを資

1料 として与え,援助 したことで,生縫

たちIt目 指す姿を具体的にイタージサ
ることができた。その結果:現在のFEl

題点から自織す姿まであギャヽップを理

生徒が今の姿や評価 を客観的に受

・け止‐め:こ れ までの経験や既習事項

をも'と に探究バズで課題達成できる

よ うrtごす .る
。  :

『今の自分の姿|」 と「目指す姿Jを 明

確 |こ
―
す ることができるノ

ー
ー トと,「 目指

す姿卜に至るまでのみちす じを見つ |サ 練

習方法を考え選択 させる資料による手だ

ては有効であった。生徒が上達す るた場

のポイ ン トや作戦を考え出す ことで,ダ
ル■プ全員・め課題意識が高まり研究会で

も自分たちの問題点を解決 し
.よ

うと探究
バズで深めることができた。そのため ,

グル■プの仲間関係|も より高まりI関 わ

―泉中体育 14-



めるための方 向をみんなで主体的に探

る (探 究バ ズ)こ とができた。

○ リー ダーの活動の仕方 を具体的に示 し

た ことで , リー ダーがいろい ろな場面

で 自信を持 って動 くことができた。 ま

た , リー ダー を中心に行つたバ ズ学習

は希薄な人間関係 を改善 し,集団の凝

集力 を高めるのに有効 であつた。

▲指導計画に さらに工夫す ることで,教
師が教えること,生徒が必然 として 自

分たちで考た り選 んだ りす ることを累

積的に研究 してい く。

▲ リー ダーの指導に重点を置いたため ,

POや MOや その他の係の動 きについ

ての指導が甘 くなった。 リーダー とP

O,'MOが 協力 した動 きを作 り,さ ら

に質が高 く機能的な集 団作 りを してい

く。

一泉中体育 15-





欝 費 主 鷹

活動に熱中 、気づき|を 深める
1    土岐市立泉小学校

生活科指導
生 活 科 1部 ‐会

し

f.菫 轟 議 喪 の 理 由

生活科の活動で最も重要なことは、まず活動

に熱中することである。また、
'次

第に自分の世

界を広げていき、自立し成長する低学年の子ど

もたちにとつて「人とのかかわり」や「多くの

生活体験1:ま重要であると考える。 :

で1壼 |1分 で考えた0.:判断したり,1表 現したりす

る|力に弱さが見られた。

そ.こで、生活科の実践を通して、時に|ま図工

科などの教
‐
科と合科的に扱いながら、次のよう

な姿を求めていこうと考えた。   |

への「愛藩
:Jこ

そが t

のだと考える。そこで、

を立てた。

「自立へめ基礎Jを培 う

次のような研究の仮説

2.覆膏 響壁 J勒 哺更議難

(1)子 どもたちの興味・関心が高まるよ うな

単元・ 学習活 uljを 仕組むこ とで、子 どもた

ちは意欲的・主体的に対象へ と働 きかけ、

熱中して活動す鶴ことができる。

(2)個 の願いを絶難 し、 まさを広げてい く働

きか :す や方向性を導き出すような援助をす

ることによつて、より活動に熱,中 でき、よ

さにも気づくことができるも ,

◆ 自然や人 。ものなどの対象へ と自ら働きか

ける姿

◇活動に熱中する申で1主体的に考える姿

◇かかわ りを通 して、人や もめ・ 場所めよさ

に気づ く姿

3.召吾 夢電 F雪 理蒙

願 う子どもの姿に迫るためには、子どもたち

がまず、自分の周 りの人やものに関心をもち、

積極的に働きかけ、活動へ と熱中していくこと

が大切であると考える。また、活動に熱中する

中で、何かを体感 していくことが重要であると

考える。そして、それは一度では終わらず、熱

中する中で「働き
:か

けては気づき、考え、また

働きかけるJと い う過程を何度も繰 り返すこと

で、知恵が生まれ、充実感を感 じ、自分に自信

をもつことができ.る 。さらに |ま 、人や自分自身

の|よ さに気づき、その場所や人tも の争の|「愛

着Jが生まれてくると考える。この様々な対象

学びのよさをとらえる子ども理解勢工夫

①ポー トフォリォによる個の願いの把握

意欲や主体性が高まる学習活動づくり

①体験的・実感的な学習活動ぶくり

②伸間とかかわりあう学習影態づくり

(バズ学醤・考える機面の設定など)

教師による指導・ 援助の工夫   ‐

①ポ‐ トフォリオによる子ども理解の工夫

②環境構成や資料・材料提示の工夫

③よさを広 |ずていく指導 :援助の工夫

一泉小・ 生活科 1-
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ぬ 膨 鬱 褥 鞣 鍮 咤

|:~ : 1  鐘釧祗ヤ科 書貯鱚

電学年攣濾  F砂≪って議そぼつ』より

磯.攣元鐘つも亀て

新学習指導要領翁内容(3}、 (6)に関連した単元で

ある。

(3}自分たち翁生活まま地域の人々や様々iit場面

とかかれってしヽることが分かり、それらに

続し準をもち、人々と適勢に接することや

安全に金話することができ鶴ようにす鶴。

(6)身 の回りあ自然を利用したり:身近にある

物を使ったりなどして選ゴを工夫し、ふん
'なで遊ゴを工夫したり、楽しむことができ

るようにす鶴。   :

3.輔織爾蠅と場交冬

単元まよ、動維財児と鍮交流学習が中心となつて

しヽ為。幼雛圏蠅とかかわりながら|、 国健骨興味 。

関|か
に合為鸞て工作≒為り■攣々ギ摯した。

☆鍮鸞慇郎辟場畿つた灘不ちゃづくりや鸞動
申作鶴鶴のを決め、計画する時闘や圏蠅と工作し

て選ぶ活動鼈ペアで行しヽ、協力してかかわりな

ガも学習した。.こ のように子供相軍のかか粋り

を意図鞠に設定したバズ学習が、国児に願移を

聞きな蓼ら教え合つて工作する姿、またN児と

しヽっしょに榊よく活動す轟姿につながつていっ

たと考えられ鶴中
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ることが

習するこ

活科はパ

バズで活

向上をは

<指導計画>

2,作 り方を園児に教えながら、工夫して製作したり遊んだりする。
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総 合 的 な 学 習

爵 聾 五 L′ 覆難も う  亀 贅塾多電 b、
仲 間 と 鼻 姜gこ考 え を

―
潔 め 合

う 子 供 の 育 成

1_主題設定め理由

総合的な学‐習「はなのき学習」の実践が2年目

になった。:子供の育ってきている姿としては:自

分なりの思■をももて追究しようとする姿■自分

なりの見通しをも

'て

追究する姿があげ:られる,

言:曇11111彗iti奮翼言菫111量彗三軍琶
考え、言葉で学びを自1章できるポートフォリオ脅
活用しながら1早尋び0ある問題解決活動|なる

ように援助していきたいと考えた。■‐■・
|また.1,ヾズ学習で伸FHtと練り合つて考えを深め

広げる姿、自分の考えを広げ、自‐然や社会に当て

はめたり、生かしたりする姿も伸ばしていきたい

と考えた。             1:

2 研究の仮識

①体験から考える学習活動

②中間と共に考えを深め合う学習の構成

③子供のよさをとらえ、よさを自覚さする

評価と指導援助

を通究すれば、願う子供の姿を具現できる

泉の地域で、具体的な体験活動を通しながら、

自分9考えを奪み奉レ、学ぶ楽:し 書を味わいなが

ら、仲間のよさ二自分のよさに気づくようにさせ

ていきたいと考えた。     |‐

轟研究内容

韓浄 供理解め工夫

①学びのよさをとらえる子供理解の工夫 |

・気づきのよさ   こかかわりのよさ

・思考、表現のよさ =行動のよさ  を

とらえ、生かす

◇ょさや可能性に着眼して子供理解をする1‐

肯定的な評価にうなげる子供理解

121単元構想・学習活動峨工大

輔評価と指導援助の工夫

願う子供の姿は次のようである.

①自ら問題を見つけ解決する予

②中間とかかわる中で、自分の考えを深化、

発展しようとする子

③学習で得たものを仲間や地域へ広げ、生活

に生かそうとする子
①体験による実感を生む単元構想、学習活動

の工夫             1  ‐

②地域の人、もの、こととかかわる題材づく

り

◇地域に学ぶ学習、多様な人とのかかわり

心め体験 ・ 1         ・

③仲間1考えを琴1合言学習奮摯?1奉
・バズ学習         1   

‐

◆小集団での学習や異年令集団による学習、

多様な学習形態、バパ学習 :1■ ||■ |■
1111.1   ::   ■ヽ

①一人下人の見芳■考え方●よ

=|を

伸ばす評

価 と指導・ 援助         | ・

◆よさを自覚させる評価と指導援助t自己評

価・相互評価の工夫    ■

②学びに着目した評価

(ボTト フォリオ評価)

◆一人一人に学びを自覚させる4~i∵ トフォリ

オの活用

―泉小 0はなのき 1-
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7熙躍j下釉菫瑯 曜笏 罐鶴 び奪ン¬覇
°
環曜懸膠瞳li亀ダ、

伸 財 と 癬 鐵 轟 輻 覺 鰺輔 鱚 ⑮凩 鰊

鞣 彎蒟 甕 の 礼 釉      :

1ズ轟辣鶉驀大すき、晰蠅鱚饒眩枡よう」

(3年 覆電轟}

社会幹織学習の発展学習ねして本題材が設定さ

軌た。子供から「陶轟はどりまつに作儡か無りた

卜ヽJ「自分たちで鋼器を作りたし`Jな どの醸酵ヽ

「録され、学習がスター トした』

「

~下 ~~~~‐

一
<活 動

の 内 容 >―

一
一

一
―

― 一

―
―

―

一

-1

1の定林寺工場たんけん     
―
     |

陶器の作り方、どんな陶器があ為翁かなど

調べ轟通とをバズで討議し、胸醸纂工場を

見学した。

◎学校へ陶寿会の準な荘みを麟摘きして、鶉

機の量ない準しょに作っ巫。

け軸難つlFt諄験をし上。

の「元気争‐子 1%器まつけなしま争J

彗自分たち写作った晰纂む鰤って、陶器よつ

攀をしようと新た趙鸞%を生準銀した。
em纂ま砂りで、鋼をしまらが、どうすれば

陶寿会やみなさん:こ喜んでもらえ毛かをバ

ズで考えた。

(鞠纂パガル、陶器クイズ、紙しばい等)

2.『心鰺パリフアリー』<橿社> 《磐撃増2昴》
んわたしたちξ通できることは何かを難えな静録

福祉とは、すべての人が入蘭らしく豊護てしヽは

るように支え合ってしヽくことである。泉の地域で

できる活動な考え:実践化してしヽもえふまた、活

動を考える場では、グループでバズ学習を取り入

「

~~~~~~~~《
珈 欲 燿 魏 ― ,T―一丁

~TT~~~¬

0地域に焦点を当てた活動      ‐
・泉攀バリアフリーさがし (土岐市吻離)

・学校鋤段差調べ   ‐

醜 似的な体験に焦点登当てた活動

・車綺子体験

(講師 ウェルフェア土岐め井野さん)

・プラインドウォーク

③実践化、行動化

☆できることは何かを考え:バズで討議し、

実践した。            |
・介護について、さらに学んだ。  ‐‐

・お年寄りに年1賀状を書いた。
:

・恵風荘を訪問し、お年寄りと交流した。

☆車格子体験では、それまで饉付か%がらだ車綺

子使用者母生活上ぬ不便さや昔労、またキの生

き方にまで考えが痙かった。

☆疑似鈎な体験をす轟ことによりゝ学習靱轟闘写

広がり、地域でできることよま何か登バプで考え

ることができた。

3.おわ誓に

①総合的な学習「はなりき学習Jξよ、子供のな移

や課題から構成された。な結饂教師と子供とで

割り轟された。地域聰人やものにかか赫り、鐘

意と行動力を発揮す膊学習を通して、地域へ靱

愛着ガ深まり、豊き為力弔培昴れ儀と考
:え

て枠

6。         .
膠緩動を考え碁場では、ドバ鼈ツシ塾ンを取りÅ

れた。バズセッションで「学校の最羞調べJや
「土岐市駅離靱バリアフリ摯運がしJの話錮ガ

生準鋳された。

―泉だい lFaなのき麓轟



<研究内容>

研究内容 1.バズ学習を位置付けた指導計画の工夫     ‐

?畠農暑奮議箸吾量1塁
‐縄ふ喜濃彗會娼意脊胤繁爵裏ス要慮‐勇嚢鷲霧麓墓進‐

を二夫する。  ●.                  :   ‐

碑摘容2必然性のあるバズ学習のあ、り方の究明    ‐‐
◆ 自らの生活を見つめ直しより豊かな生活を実現する力を身につけさせていくためにバ

ズ学習を通して生徒が変容していくための手立てを究明していぐ。
|| ・  |

‐1個の「隼活や思考凛基盤にし、生活に生きる学習課題を設定する。
1個の課題、課題解決方法、二夫、発想などを学びあ

・
う活動を中Jム(場面に設定

|| す.る 3 .     1 1
・課題解決のきつかけや裏づけとなるような資料を活用する。         ,
・バズ学習でのつま

.す
きを明確にさせ、課題解決に向けて方向付けをする。

研究内蓉色
:パ

ズ学習を豊える学び方の定着

◇教科リーダーを中心とし(課題解決に向けてパズ学習の充実を図ると共に、
個々では仲間の意見や思いを理解できるようにする。      :

<学校の教育目標>
倉哺造

.=‐
自 三註l ‐ ち謗多1瞬司

<研究仮説>
互い鍮考えや力を発揮駐築 、ヽ    るようなバズ学習を効果的に取り入れ、教師の適切な指導・援助を行
えば、生徒に教科の基礎・基本が確実に定着する。

<全校研究主題>
個 1と集団を鍛えるバズ学習の究開

― 墓感野重感本の麒 な麓 を目ま旨して ―

<技術・家庭科学習:で願う姿:>
[  :・ .1.‐ ィ:.|

◎豊かな生活にしたいという願いが持てる姿  ‐

◎喋 な雛 に対して
瞥 智彎言智 lン1ギ

ら、
岬

狭 に自ら轍 は うとする姿

<生徒の実態>

○自らの生活を見つめ、自分自卿 問楓課題を見つけ出すことができる。   i
O経験や既習事項をもとに思いや意見を発表できる。      | ‐■:

△仲間め払工夫、発想を自分のものとつなげて考えたり作業したりすることが少ない。
△仲間と共に作業しながら、豊かな生活を目指そうとする意識力瓶い。

― 蒙申技■家■‐



1 はじめに         _
集申学校技術・家躍科部で |ま・ 生徒が

本教科の学習活動を通 して ,

理圏の生鸞をきりひらく

確 か な 実践 力

を身に?け oこ とを大切にしてきた。こ
の「実鐘力Jと は ,

.進んで豊活をェ夫じ創造する

難力と実轟的な態度

の|こ とであり,教科にとっての最終的な
目標でもある。また,こ の「実餞力

.Jを

確案に身につけていくためにIま :『生

活,と技術の1か かわりの理解』や『生活
に必書な基1礎 的な知識と技術の習得』
が不可欠である。これらは本教科の基礎
・基本としてとらえられ,「生活に必要

な基礎的な知識と技術J:よ 基礎的・基本
的な内容として位置づ <も のである。

こうしたとら えに立つとき,私達は『め

ざす生徒像』を以下のような生徒の姿に

求めた。

Y子 :ま 「 フォ トスタン ドの製作」

で,材料 と して木材を選んだ。 自分

の部屋で使 うフォ トスタン ドに暖か

みが欲 しいと考えたか らである。そ

して,写真を自分の部屋で飾 ること

を考えて,置 き場所や入れ る写真の

種類などか ら,脚部 を斜めの檸材―

本で,し かも,縦にも横にも対応で

きるものに したいという構想 をまと

めた。             |

そのため :こ ,棒材を固定する小さな

蝶番を思いつiき ,ホ ームセンターま

で 自分.で 買 い

:こ 出 か け,構
想 通 りの もの

を 1仕 上 げ る こ

とができた。

こう した生徒の姿か ら,私達がとらえ

る「めざす生徒像 J・ は,以下のようにま

とめ らiれ る。           |

自ら生活を見つめ直し,

より豊かな生活を実現しよ
うとする姿    |

授業の中で菫画した鋼

羹な問題に対して,自 分

の願いや経験 ,知議など

を生かし,さ らに国国は

を通 して骨鍛

解決方法 を選 び とり,議
ら決定して動き出す姿 ‐

全校研究主題『繭と鐘爾を鑽ぇるパズ

学習の究明』を,技術・家庭科の学習活

動における上記め「めざす生徒像J:=熊
らす 時 , は大 きな意味

を持つ。.私達.を
ミ策甲すがきバボ学懇は,

この国躍濃轟胴轟圏饉轟醸を具現した攀習で
あると考える。伸間と共に学ぶ以上,互
いに鍛え合い:嵩め合う中で,二緒に学
び合うことができる喜かを感じ取りなが
ら,攀礎 :基本が確実に定着してし`ける
ように.し たいと,奪 |え る。     |

中襄中技 二‐家 黛 軸

鐘鰯‐≒畿饉鶉磯購鐵凸颯
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懺 務 疱颯隆綽儡嘲

頸亜西亜蓮 バズ学習をまi置 づ:す た機導
誌i´ I畿 翁 i案  1 ‐

く|> 指導 羹容 (基 鍵鋳 基゙本織 な典

黎 ,お 義 い直 し、■隻織 1学 習 内容

こ蒔擬達 や泣霧■1が :拳

´
をよ ■咽確 :二

した教贅
^篠

豊、ま請導計瀬立案 を lt・

う .

■  教科の本質 ほかかオ警心基礎 ,基

本を /1:■)路 かかま畔 七疑点 と iて

ミら ,こ.:灘 して播業 れ1繊 擬やヤし、格 を
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｀
t夕

｀ヽ「ギ母鍛置 II,ぉ
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図機とともに生きる力をはぐくむ観点か

ら仰学習の見直しを最視し,『進んで生

活を工夫するこりとゃ制進すること』―を技
術` 家庭料の最終的な目感としていこう

と|す るものである。    |  _
現代の科学の進歩 |ま めざましく,それ

に,か かわる「技確河 中進歩もまた:著 し

い。しかし, この進歩的中には,本来,

「不易」と
'「

流行Jの 2つ のバックボー

ンがあり,それらが補完しあいながら,

また新しい技術がell進 されていくもので

あると考えるるたとえば「不易」の部分

を1見 :ず .:‐ ‐■時の「流行Jだ けを通ったと

す轟|1壕|二‐|ま11311轟
‐き|れたその技術は,仮

に「:便:利さIJを ,‐もたらしても,「豊かさ」
を|||‐なら|す 1革 :ま ない.:と

言えるのではな
ぃふlll二 |あ |チ

ー
未葛111‐あ部分こそ,今由の

改訂の重要な観点となってい為『生活』

であるととらえられる。       |

ら ―   lit量菫
こ|と が||「不易Jの都分であるととらえら

れ機。その意味で,「技術Jに ついで学

習する技術・家庭科の内容を「生活Jの
視点から総合化 し,改訂 していったこと

は,ま さにこの「不易Jの 部分を大切に

するという意味で納得がいく。

ただし,|一言で「生活」と言っても,

指導する私達にとって,あ るいは学習す

る生徒達にとっても漠然としている。ま

してや「豊かな生活Jと なるとなおさら

である。解説書によれば,「生活量は,

日常の生活:例えば,家庭におlす る生活 ,

学校における生活,地域社会における生

活など,様 々な場面を意味していると記

している。けれども,私達が歌訂の主旨

を積極的に理解 ,じ 11技術■家庭科
:め

学習

に確実に反映させていくたゆ :こ :ま ,|「 豊

かさJの視点から,:さ らに「生iilEJを :と

らえ直す必要があると考える。それは生

満 を豊かにす る条件 とな り得 る,主 な「か

かわ り」をさらなる視点 とするものであ

る。 |    :

この 4つ のかかわりに限ったことで :ょ

ないが,技術・家庭科の本質から見たと

き,こ れらの 4つ が,生徒達の「豊かな

生活Jを実現する中心的なものになる|と

考える。改訂
:の 主旨を生かした技術・家

庭科の学習を具現するとき,こ の4つの

かかわりを,常 :こ 視点と.し た指導の見直

しや精選が必要だということである:も
まり, こうした4つ のかかわりと結び

―
つ

いた生活を視点として,技術・家庭科|の

かリキユラムの編成から一時間の授業に

至るまでをしっかりと見つめ直す必要が

あると考える。
' ‐

こうした考え方にもとづき,例 えば本

実践は,新指導要領の内容である |「 技術

分野 A 技術とものづくりJへの完全な

移行を試みたものである。特に内容をユ
ニット構成にしたこと,ま た,軍簡単な

日用:品―
の設計と難作』を題材に,Fフ ォ

ー トスタンド』を教材に1選定する
|な

ど',題

材や教材開発にも力を注いだ。一

この「二■ット」の考ぇ方 |ま ,

1家■51‐祟宇捜



酸群と襲揮』
圏
瀞

踊
Ｊ

灘
軸麟

爾
ト

機

薦

押
懸
ス

ト
櫛計聯ン

ツ
蹄武

法
使

工
を

一
一翻
覇

し
ん

五
撥
げ

を
板

れ
材

慮

そ
本

と
＆

鷲
振

『撲術ともゆづくり』

奮二蒜卜讐   :響彗

『笠溝』働観点

から見な授業の役書J

呻泉申技・家 轟 t



ィ Fも のづくりJ｀ 働鐵鍵難鐵総撤機翻
11饗饉蠅鐵饉癬機動難鐵難総難鑽輔鐵で、
体験的・実践的に学習できる。

甲 ~つ 下り鋤ユ通 ツ ト単独で も、「披

術とものづくり麒で生徒に壁盤難鰹鐵

|      でき機。

ノト 黒‐ニット単位で働癬諄婆難塞
ある二:■

を特徴 と している。 また、 こう した考え

方に立つ複数鍛ユニ ッ トで「技術 れもの

づ くりJを 構成す ることにより、

0-― つのユニッ トに「技術 とものギ

くりJで 嘩けたい力が為およモ網羅

されて
}｀
るたゆti難鍮難灘轟餘蠅轍

逹聾壼聾彗纂彗妻澤嚢露塞華量難聾羹墨聾難藝菫璽菱璽難鐸蒙彗鷺彗妻墨轟箋裁曇聾10

'一 つ一つのユニ ッ ト、数
'材

が短時

間であるため、轟勒鍮木蠅鯰騨襲響
できる。

0体験岬■喪攣的な蠅辣薇羹菫羹羹
1   露季望警難墨甕藝曜彗聾整憂璽塾選墨要難華警露事異聾

。

・ 生徒の興味関心、発達段階に応 じ

てユニ ッ トの差 し替えを していける

|こ とか ら、「技術 とものづ くり理の

鐵 鏃 鯰 鯰 轟 徘 羹 量 羹 轟 ことができ

る。

とい ったことも意図 してきた。

◎ ユニッ ト構造図の充実

私達 は、指導計画の立案 に際 し、「ユ

ニ ッ ト構造図」の充実をめざ してきた。

特 に、教科磯本質にかかわる轟礎・基本

を前述の「 4つ のかかわ りJを 視点 と し

てとらえ直 して授業 に役割や性格を持た

せ ることを大切 に したふ (別 紙  ユニ ッ

ト構造国参照)こ う した授業の役割や性

格の明確化 はt`指導内容の構選 に増なが

るだけでな く、バズ学習仰位置づけ (方

法や場の工夫).に も有効に生かす 通とが

で きた。

また、バズ学習は、前述の「豊かな生

活J,を 支える条件のひとうであ儀「人 趣

のかかわりJと 密接に結びついている。

「ものづくりJ■のなかで、一人ず人が自

分の作品に向かいながらも、伸間と共に

学習することの意味や値うちを感 じ、お

互いの伸びを認め合えるようなかかわり

を持てるようにするためにも、バズは有

効な方途となり得る。

(2)研 究内容 2に ついて

実践 した授業展開をもとに述べ 為。(懲J

紙 展開参照 )

① 一人一人の生活や思考徹基盤 に した

生活 に生 きる学習課題 め設定

本時 は、 フ ォ トスタ ン ド峨構想 を意 起

め、 自分が製作す るも総 をは っき りと決

定す る時間であ 為。前時 まで に、 じっ く

りと構想 につ しヽ電考 えて きてい る勢で、

初 めて伸間 と鍛交流 を行 い、最終的 な決

定 を 自分です 為ことにな機。

生徒達 の フ ォ トスタ ン ドヘ 鍛願 いを大

き く分 け ると次 鋤ようにまと轟 犠れ た機

ア みん艤な とはち ょっと違 うものは した

い。→爾爾剛

イ 手作 りの味 を鵡 し、温 かしヽ感 じに し

たい。→置作りの鯛
ウ 使いやすいものに したい。実用的で

使い勝手がいいものに したい。デ圏
ユ きれいに見えて、お しゃれですて き

な感じにしたい:■腱在翼|:|  |‐■
オ たてやすいこ多少のことで :よ 倒れな

家 ,7‐働襄申披・



肇

幸

本贈iC》 ね らL↓

ドJめ使踊圏帥ゃ使用条件に餞露した機能や構遣|こついて、自分の生活と照らしきわせて考えた
上で、スタンド審麟 構想が自ら決定でき、つくりはじめることがで奪る。

本時の展開 ぅ

※ 見栄えを鐵‐に奮え
ながら、立ち止畿つて
者えるOO峨轟懸ヽを聞
くことで、…入す人の
課題驚議を轟総る:

※ 立ち止まつている生

徒
「

_声 をかけ、自ら決
定ができるように援助
する。

※ 最初めバズを経て、
変わつたところを確か
めながら机聞指導をす
る。

※ 役割を一人二人がし
つかりと繋たしている

かを見騒ける。
※ プリントヘの記入を
指示する.

1 スタンド部の構憾をまとめた前時までの悪いを交流し、課題を持つ。
・ 晃策えとか見た目のことばかり蓄えていたけ机ど、使いやすさとか、し

っかりと立っているかどうかなども大切だと憩う。
。 とても迷つている。みんなの意見‐も聞いて参鶴しつかりと決めたい。

3 自分 :こア

(自分の決めたスタンド部を自信を持つて製作し始める。)
。 最初は単に曲げればいいと思つていたが、角度と折り曲げる分の長さにつ
いてしつかりと審えることができた。

・ 縦横両方の滝き1=も対応できるように、スタンド部の構造や大きさを彗え
ることができた:

・ 自分で化粧ねじを準備してきたので、それをぜひ使いたい。

5 片づけ                         :

6(翻
鐵 滞 ぽ薄麗 翌ヒ量渡ら  :轟魔理 こ識磯かめ、

他の人の警えや工大を生かすことができたことを聞め含つて学圏を様り返番)

轟
題
を

つ
か
む

か
ら
だ
を
通
し
て
機
題
を

解

決
す
る

伸
び
を
確

か
ぬ
る

買く課題‐壊利でつかいやすく、安定難0あるフオトスタンドをつくろう。

2 班
要菖念|の金窪こ露延盤雷彗奮零|=総轟轟盤雲遜轟量窟轟懇1)慶壺彊
(班員|よ 機能画や構造の面からアドバイスをする。)    .

アルミ板やアクリル板め
背板を折り曲|ずて、立た
せる。   :

本材めスタンド材を組み
合わせてスタンド部をつ
くり、立たせる。

優いねじ覆使つてスタン
ド部とするなど、‐他の正
夫で立たせる。

1雪菫慶鷲奪兵喜菫曇喜資i

→鸞|こ、一人一人の生活を見つめ藁せて、国的や条件を彎えていく。

:轟壼蒔憩編 こなる:・
|

・ 写真を縦に入れるか、
「

横に入れるか、しつかり
決めている?側をいれる
つもりなの?

・ 見本のようにrJlさ な脚
に挟むような形のものは、
倒れたりしやすい。どこ
に置くつもりか、具体的
話して。

・ 農いねじを下部|こ 取り
｀

付:すれば、カバーをとめ
るのと、スタンド部とこ

石二鵜になるけれど、や
っぱり不安定で倒れたり
する。   i

。 機の方法も材料や組み
宝て薄をしつかり鬱えな
ければならない.

・ 簡単な方法だけど、一

回失敗したら元には戻せ
ない。丸太の時も……。

・ 前の見本もそうだけど、
風で結構倒れたりしてい
る。どこに置<つもり?.
3倒 れないようにするた
めにl~■、どの<ら しヽ曲げ
るか考えないと。

を全体で交流す鶴ふスされたことで、大切だと思つ

麗で倒れたりすることがある。置き場所までしつかりと警えないといけない。      1
大きさや写真の向きが重要。それによつて、スタンド部 の角度や六審薩などが決ま鬱てくる。
斃た目よりも目的や条件、材料や加工の仕方などをじつくりと者え轟ことが大鐵。

4 自分のスタンド部を 澤磯】證 し、製作する。

薇毅中捜・家 8籟

事鋳攀準書鶴違 ■饉磯を鋳,でスタンド簿を濃態し、つく醤餞じめ轟勢   |

l*rrar-artrlata



いものにしたい。→橿鷺
これ 修の 3つ の願い鋤交流の申か ら,

機能爾 と構造聞に絞 うた「賞 く課選軸 の

設定を全
‐
体で行 ってきた。緩業 を行 った

学級で :ま ,生徒達の願いを表す言葉から,

『 便 利 で 使 い や す く,安 定 感 の あ

る フ ォ トス タ ン ドをつ くろ う』

を設定 した。 さらに,構想 むまとめる段

階で「便利で使いやすいものの条件」 と

「安定感のあるものの条件Jに ついてを

具体的に考えてきた。生徒達が選んだ条

件 :ま ,

O 「便利で使いやすいJ墨 機能面

○ 運びやす さ

○ 写真の縦・横

○ 写真働表・製

○ 置 き場所 (収継場所 )

○ 組み立てやす さ

□  「安定感のある」 =構造面

□ 台の菫み,広 さ,長 さ

□ 縦機のバランス

回 倒れない (風・振動・角度 )

目 危な くない (角 を丸 く)

である。そ して,そ の条件 についてを自

分な りに考慮 しなが ら, 自分がつ くりた

いフオ トスタ ン ドの構想 を絞 った上で本

時を迎えた。

本時は,そ れぞれが 2つ 程度 に絞 った

自分の構想 を班での交流を通 して一つに

決定 し:製作 に入 る時間である。本時の

学習課題 を『 自信 を持 ってスタン ド部 を

決定 し,つ くりは じめよう』 と した。

「 自分だけのフォ トスタン ドをつ くり

あげたい」 という一人一人の願いやその

ために考えてきたことを大切 に しつつ
,

生徒選が 自分たちの書纂で,必然のある

課題を持てることだけを考えてきた。 ま

た,学習の中では課題解決への粘 り強い

姿勢を生み出すために,機能爾 と構造爾

へ仰強い意識化 な図 った。 さらに, 自分

の生活ほ密着 した部分で思考 場巡 らせて

いるかどうかにも観点 を持ち,意図的に

働 きかけてい くことができた。

⑫ 課題や課饉解決の方:法 ,=夫や発想 ,_

手応えなどを学び合 う活動 を,授業の

壺Jむ 機爾に設定する。 ザ

2つ に絞 った 自分の構想か ら 1つ に決

定す るための班での交流で Iよ パズ場利用

し,お 互いが 自分の構想 について,方法

と理由か ら述べ,伸間のア ドバ イスな受

けることを意図した。特滋,ほ屁蝠鶉蝠蝠
窒轟塞奎藝轟轟羹Jの 部分お,再度伸聞

と共 に検討 し,ア ドバイス じ舎 って 自分

の考えを確かなものに した り,修正 した

りしなが ら決定 してい った。そ仰灘,農

も大 切 に した点 は ,

である.。 機能爾や

構造面について考えなが らi 自分の入れ

たい写真の これ,部屋のど働あた りに置

くのかとい う盤となど1具体的 :=自 分の

生活 と密機 に結びうけ.て 考える姿勢 を求

めてい くことで,パ ズ学習への必然を高

め:て いった
・
。 | |   |

研究内容 1や 3に も大 きくかかわるこ

・ 家 摯
継瀞祟申撞



とであるが、バズに対するテーや設定の
仕方やバズ学習そのものの学び方にっぃ
て :よ 、実践の積み重ねが不可欠である。
この授業実践で:ま 、バズのテーマを「お
互いが自分の構想について、方法と理由

から,議.明 し、伸FHIの アドバィスを受けるJ

とした。活発な雰囲気な1期待したが、班
の成熱度にも大きく左右され、期待した
ほどのバズ学習鋤展開:ま 具現できなかっ

た.。 生徒にとってめ1切 実感ゃテーマその

ものの表現の仕方など、検討の余地が多
々あ,た。 (詳 しくはoで後述):

◎ 一人

「

人の課題解決のき:ら かけや裏
付けとなる資料彙示‐バ/ii学 習での一
人r人っ_考 えの確かな足場となるため
に 。

の考えを支える根拠につながるような、
資料提示が不可欠である。単位時間の学

習内容の精選を図っていくとき、 1時 FHl

の限られた時間の中で、鷲図的に提示を

行って行くに|ま 限界がある。そこで、学
習環境整備も兼ねながら、生徒達が必要
に応 じて主体的にその情報を取得できる
よう、掲示パネル等で常時提示 していく
ことを考えた。

この授業実践で1よ 、写真に示 したよう

に、ァォトスタンドの作品見本や加工法、
工程表t材料表などを実物を交えてパネ
ル化 して提示 した。生徒は適宜立ち上が
ってパネルの前に行き、必要な情報を自
分で取得する姿が見られた。

④ バズ学習でのっまずきを明確にし、
解決に向けての方向ブけをする|

②でも述べたが、バズ学習でのつまず

きは、多 くの場合tテ ー.マ に起因するこ

とが多い。今回の実践で も、,活 発に意見

の交流 がで きなか った原因 |よ 、 Fγ交流

してみ よう」 という生徒の実態 にそ ぐわ
ないテーマの提示にあ ったととらぇた。

そ こで、他 の学級での実践 では、:「 2つ
のうちのどちらがいいか、友達の意見 を
聞こうJと いう具体的で目的のはっきり
したテーマに切り替えてみた。結果的に

本実践よりも活発なバズ学習を展開する
ことができたが、微妙な言葉、ニュアン
スの違いで、バズそのものがつまずくこ
とを顕者に示 した事例だった。ょり活発
な話 し合いの中での課題解決に向けて、

的確な方向づけどう行っていくかの具体

的な実践となった。

(3)研 究内容 3に ついて

本実践に限らず、技術・家庭科のすべ

ての授業に共通 して実践されるべき内容
であるが、以下の点に絞って述べる.

家 1`◎ “

拠 をもって 自分の考えを持ち、

等に話 し合 ってい くためには、

伸 FHlと 対

一人二人

崚泉 中技

持 にバズ学習の場面 で、一人一人が根



① ∵人∵人に役割 を持たせ、伸 FHlと の

活動 にな くて :ま ならない一人 と しての

自覚を持たせ る。

充実 したバズ学習の具現のためには、

班の成熱度が大 きな鍵 を握 る。学級経営

にも大 きくかかわるところであるが、や

は り、学習の中でも意図的に班への所属

意識 を高めるような取 り組みが必要であ

る。

その一つ として、技術分野では一人一

役の係分担 を している。班長・材料係・

道具係・掃除係・集配係の 5役 をもうけ

て、毎時 FHE活 動の場が保障 され るように

してきた。 こう した活動 を繰 り返す こと

によ り、 自分の班 に対す る所属意識が徐

々に高ま り、バズ学習にも生 きてきてい

ると考えている。

⑫ 学習形態に応じた整理整頓、道具の

管理、学習の姿勢等を細か く、 しかも

繰 り返 し指導す る。

技術・家庭科の学習における「学び方」

の基本をまず習得 させることを目標 に し

て、主に以下の指導を繰 り返 し行 ってい

る。

・ 一斉学習で前 を向いたときの姿勢

づ くり→前を向いて座る、手を膝に、

背筋を伸ば して、など。

・ 使わない道具 |よ ケース等に納めて

机の真ん申に集める。

・ 作業申は材料 と道具以外のものを

机の下に しまう。

・ 作業中 |ま 綺子を しまい、作業のス

ペースを確保す ると同時に、安全な

作業を心がける。

こうした「学び方Jの 習得 により、メ

リハ リのある学習活動 を実現できると共

に、バズ学習などの活動 などにも、良い

影聾を及ぼ してきている。

③ バズ学習の充実のためのリーダー及

びメンバー指導を丁寧に行 う。

バズ学習の充実 をめざ して、活動の前

には必ず班長の指導を行い、話 し合いの

ルールや方法の徹底を してきた。 また、

活動中の机間指導では リーダーを見届け

る共 に、メンバーの動 きについても細か

くア ドバ イスを してきた。今後 も時間が

必要であるが、繰 り返 し指導を積み重ね

てい くことで、 より充実 したバズ学習の

具現をめざ したい。

4 成果と麟饉

○ 必然性のあるバズ学習の具現のため

には、学習内容を精選 と切実な課題、

バズテーマの設定が必要である。

○ バズ学習の充実は、技術・家庭科の

「学び方」の習得に大 きく左右 され るも

○ 教科の本質 にかかわる基礎・基本の

習得に、バズ学習 :よ 有効に働 く。

△ 課題解決のために自分で判断 し、決

定す る力を助けてい くような仲間 との

バズ学習のあ り方をさらに究明す る。
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